
日南町第２回定例28年３月７日
────────────────────────────────────────
　　　平成28年　第２回（定例）日　南　町　議　会　会　議　録（第３日）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成28年３月７日（月曜日）
────────────────────────────────────────
　　　　　　　　　　　　　　議事日程（第３号）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成28年３月７日　午前９時開議
日程第１　議案訂正について（議案第34号　平成28年度日南町一般会計予算）
日程第２　一般質問
　　　　───────────────────────────────
　　　　　　　　　　　　　　本日の会議に付した事件
日程第１　議案訂正について（議案第34号　平成28年度日南町一般会計予算）
日程第２　一般質問
　　　　　───────────────────────────────
　　　　　　　　　　　　　　　出席議員（10名）
　　　　　　１番　足　羽　　　覚君　　　　　　２番　惠比奈　礼　子君
　　　　　　４番　古　都　勝　人君　　　　　　５番　山　本　芳　昭君
　　　　　　７番　坪　倉　勝　幸君　　　　　　８番　近　藤　仁　志君
　　　　　　９番　荒　木　　　博君　　　　　　10番　久　代　安　敏君
　　　　　　11番　福　田　　　稔君　　　　　　12番　村　上　正　広君
　　　　　───────────────────────────────
　　　　　　　　　　　　　　欠席議員（１名）
　　　　　６番　大　西　　　保君
　　　　　───────────────────────────────
　　　　　　　　　　　　　　欠　　員（１名）
　　　　　───────────────────────────────
　　　　　　　　　　　　　事務局出席職員職氏名
局長　───────　岩　崎　昭　男君　　書記　───────　佐　伯　晋　介君
　　　　　───────────────────────────────
　　　　　　　　　　　　説明のため出席した者の職氏名
町長　───────　増　原　　　聡君　　副町長　──────　中　村　英　明君
教育長　──────　丸　山　　　悟君　　総務課長　─────　高　見　正　司君
企画課長  ─────　木　下　順　久君　　教育次長　─────　黒　見　隆　久君
住民課長　─────　久　城　隆　敏君　　病院事業管理者　──　中　曽　森　政君
農林課長　─────　青　葉　誠　也君　　病院事務部長　───　古　井　　　聡君
建設課長　─────　財　原　　　積君　　福祉保健課長　───　梅　林　千　恵君
保育園長　─────　田　辺　陽　子君　　会計管理者　────　花　倉　幸　江君
地方創生専門監　──　山　中　慎　一君
　　　　───────────────────────────────
　　　　　　　　　　　　　　午前９時００分開議
○議長（村上　正広君）おはようございます。
　ただいまの出席は１０名であります。定足数に達していますので、平成２８年第２回日
南町議会定例会を再開いたします。
　直ちに本日の会議を開きます。
　本日の議事日程は、お手元に配付のとおりであります。
　　　　─────────────・───・─────────────
　日程第１　議案訂正について（議案第３４号　平成２８年度日南町一般会計予算）
○議長（村上　正広君）日程第１、議案訂正について（議案第３４号　平成２８年度日南
町一般会計予算）を議題といたします。
　本件につき、町長から訂正の理由の説明を求めます。
　増原町長。
○町長（増原　　聡君）訂正請求お願いしたいと思っております。
　平成２８年３月２日に提出いたしました事案は、次の理由により別紙のとおり訂正した
いので、日南町議会会議規則第２０条の規定により請求をいたします。
　件名といたしましては、議案第３４号、平成２８年度日南町一般会計予算でございま
す。
　理由といたしましては、企業支援対策事業（商工費、商工費、商工総務費）の負担金補
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助及び交付金のうち、賃貸住宅建設管理運営事業建築資金利子補給（中心地）１０１万
６，０５３円につきましては、中心地域整備に関する調査特別委員会への説明が不足して
おりましたことが判明いたしましたので、提出予算から減額し、その財源（過疎地域自立
促進特別事業債、諸収入）についても減額をするものでございます。よろしくお願いいた
します。
○議長（村上　正広君）高見総務課長。
○総務課長（高見　正司君）それでは、私のほうから補足説明をさせていただきます。お
手元に配付しております一般会計予算の予算書、抜粋について説明させていただきますの
で、ごらんいただきたいと思います。
　まず、表紙でございます。歳入歳出予算、これ、当初で、冒頭、６４億１，４３０万
３，０００円を１０１万６，０００円減額して、６４億１，３２８万７，０００円と定め
るというぐあいに訂正をさせていただきたいと思います。
　続きまして、はぐっていただいて、歳入歳出予算の歳入のほうの２ページでございま
す。一番下のページになります。こちらのほうの諸収入のほうが１万６，０００円減じ
て、もともとが２億６，２４７万円から１万６，０００円を減じて、２億６，２４５万
４，０００円に直させていただきます。
　はぐっていただいて、３ページですけども、その中の雑入が当初４，８４６万
１，０００円でありましたけども、１万６，０００円減じて４，８４４万５，０００円、
そして、町債におきましては８億５，８１５万１，０００円を１００万円減じまして、８
億５，７１５万１，０００円にいたします。（１）の町債も同額です。したがいまして、
歳入合計につきましても、表紙のとおり金額を訂正させていただきます。
　続きまして、歳出のほうでございます。４ページをごらんください。一番下のほうに、
７、商工費とありますが、当初、３，１５８万２，０００円を１０１万６，０００円減じ
て、３，０５６万６，０００円に訂正させていただきまして、はぐって、５ページのほう
ですけども、歳出合計のほうも表紙と同じように金額訂正をさせていただきたいと思いま
す。
　続きまして、第２表の債務負担行為でございます。これにつきましても、当初、賃貸住
宅建設管理運営事業で平成２８年度建設分ということで、２９年度から３２年度というこ
とで１，１５０万を上げておりましたけども、それは削除させていただきます。
　はぐっていただいて、７ページ、地方債でございます。この中の過疎地域自立促進特別
事業、いわゆる過疎債のソフト分ですけども、当初、１億６，８４０万円を１億
６，７４０万円ということで１００万円を減じて、合計も１００万円減じた８億
５，７１５万１，０００円とさせていただきます。
　また、参考的な資料になりますけども、１枚紙をつけております。一般会計当初予算の
説明資料の２８ページの下段でございます。企業支援対策事業で、本年度事業費が１０１
万６，０００円減じて７２３万３，０００円で、比較が対前年度比１８５万１，０００円
となりまして、財源が、地方債が１００万円減じて６５０万円、一般財源が１万
６，０００円減じて７３万３，０００円ということで、執行経費の中から賃貸住宅の建設
管理事業利子補給（中心地）１０１万６，０５３円を削除いたします。
　負担金補助及び交付金のところでございますが、１０１万６，０００円減じて６９５万
１，０００円、そして財源のほうですけども、過疎地域自立特別事業債、いわゆる過疎の
ソフトにつきまして１００万円減じて６５０万円とさせていただくものでございます。ど
うぞよろしくお願いいたします。
○議長（村上　正広君）お諮りいたします。ただいま議題となっています議案訂正につい
て、議案第３４号、平成２８年度日南町一般会計予算を許可することに御異議ありません
か。
　　　　　　　　　　　　〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕
○議長（村上　正広君）御審議なしと認めます。よって、議案訂正について（議案第３４
号　平成２８年度日南町一般会計予算）を許可することに決定をいたしました。
　　　　─────────────・───・─────────────
　日程第２　一般質問
○議長（村上　正広君）日程第２、一般質問を行います。
　一般質問は、議事進行の都合と通告制になっている関係上、関連質問については制限を
いたしますので、御協力をお願いいたします。
　タブレット、一般質問答弁要旨ファイル１ページをお開きください。
　５番、山本芳昭議員。
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○議員（５番　山本　芳昭君）去る１月２４日未明に三吉地内で発生した土砂災害におき
まして、被害に遭われた方々に心からお見舞いを申し上げます。突然の災害で最愛の御家
族を亡くされた悲しみ、また、就寝中、命を絶たれた無念さは、いかばかりかとお察しい
たします。心より御冥福をお祈り申し上げます。
　下石見三吉地内におきましては、火災、断水、土砂災害、灯油流出事故、福祉施設にお
ける火災の誤報などが相次ぎました。この間、公設消防の方々、防災監を初め、町職員の
皆様には夜間や深夜、早朝にもかかわらず、懸命に対応されておりました。この場をおか
りして感謝を申し上げたいと存じます。
　土砂災害の発生原因につきましては、調査当局の発表を待つべきと考えますが、災害復
旧につきましては早急な対応が必要です。このことを含め、私はこのたびの一般質問にお
いて、災害、防災について、町道改良工事について、地籍調査について、大きく３つの質
問をいたします。
　まず、災害、防災について伺います。先ほど申し上げた土砂災害の応急的な復旧工事は
されていますが、本格的な復旧工事は、いつから、誰が、どのように実施されるのでしょ
うか。また、崩壊した水路を改修し、事故のために停止している新石見小水力発電所を再
稼働されるのか、または、発電所を廃止されるのか伺います。再稼働されるとすれば、水
路はどのような方法で改修されるのでしょうか。また、発電所の再稼働の見込みはどうか
伺います。このたびの災害時などにおいて、自衛消防団への連絡はどのようになっていた
のでしょうか。災害の程度にもよりますが、人員が必要なときには自衛消防団への協力要
請も必要と考えます。町全体の防災体制の中で自衛消防団の位置づけはどのようなものな
のか伺います。
　次に、町道改良工事について伺います。野田塚原線の工期は２７年９月２８日から１２
月２１日までの工期で発注をされました。しかし、この間ほとんど工事されることなく、
工期が過ぎ工期延期をされました。その理由をお尋ねいたします。
　もう１件、霞福塚線は着工以来数年を経過し、なかなか工事が進んでいません。地域の
方々よりたびたびこの工事について、今後どのような予定かと尋ねられます。地域の方々
への説明が十分されていないように思いますので、お尋ねいたします。
　地籍調査について伺います。町内各地域で地籍調査を実施されていますが、多くの町民
の皆様より土地の境界などをよく知っておられる方が、元気なうちになるべく早く地籍調
査を実施してほしいとの声をお聞きします。
　お尋ねします。地籍調査に着手してから終了まで大体何年かかるのでしょうか。現在、
町全体の進捗状況はどうなっているのでしょうか。現在の進捗率で町全体の調査が終了す
るのは何年ごろになるのでしょうか。先ほど申し上げたように、土地の境界などに詳しい
方が元気なうちに、境界だけでも先行して、境界確定だけでも先行してできないものでし
ょうか、伺います。
　以上、最初の質問を終わります。
○議長（村上　正広君）執行部の答弁を求めます。
　増原町長。
○町長（増原　　聡君）山本芳昭議員の御質問にお答えいたします。
　まず、１月２５日早朝、三吉地区の土砂災害特別警戒区域、いわゆるレッドゾーンで発
生いたしました大雪による土砂災害ではとうとい人命が犠牲になり、被害に遭われた方々
に心からお見舞いを再度申し上げるものでございます。
　日南町の住宅は、谷川の水を利用したり農地を優先して山際に点在をしております。し
たがいまして、住宅の多くが土砂災害の起こり得る危険な地域、レッドゾーン、イエロー
ゾーンに位置しております。今回の災害はそうした危険な場所でもあったことに加え、新
石見小水力発電所の水路の水も流入したことで、より大きな被害になったことは否めませ
ん。このたびの犠牲を無にしないためにもしっかりとした防災対策、生活再建のための復
旧工事を進めることを改めて思う次第でございます。
　さて、土砂災害について、災害復旧工事の時期でありますが、今回の災害発生直後か
ら、鳥取県知事、県土木整備部長、日野県土整備局に現地視察をいただきました。また、
鳥取県と日野建設業協会が結ぶ災害防止協定に基づく工事を、日南町としても予備費流用
により実施し、土砂撤去や２次災害を防ぐための土のう積み、排水路設置などの応急工事
を２月までに完了したところであります。
　復旧工事につきましては、治山工事を担当する日野県土整備局と復旧事業の方針につい
て協議を進めております。今後は単県補助事業により日南町が事業主体となって、被災さ
れた方々の住宅再建の意向を踏まえ、復旧工事のための測量、調査、設計を行い、６月補
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正予算を目途に工事費を確保し、災害復旧工事を整備してまいりたいと考えております。
　続きまして、水路改修の方法については、新石見小水力発電所の基幹改良工事に際しま
しては、水をとめ、目視による機能診断を実施、５カ所の改修工事を行いましたが、水路
につきましては耐久性に問題はないと判断し、これまでどおり通水をし発電を開始いたし
ました。ところがこのたびの災害では、雪塊が水路をせきとめ、オーバーフローした水が
土砂崩れを誘発、次に、土羽で押さえられていた水路の側壁が崩壊、大量の水が一気に流
出し大規模な災害に至ったと感じております。
　旧石見小水力発電所は、昭和２８年１１月から発電を開始しており、水路も必要に応じ
た改修工事は行っているものの、竣工して以来６２年間も使用してきたものであります。
事前調査では耐久性に問題はないと判断をしたわけでありますが、今回の水路改修に当た
っては水路の測量調査はもちろんのこと、改めて機能診断調査も行いたいと考えておりま
す。また、今回の事故原因が水路の水のオーバーフローにあると推測されますので、水路
の暗渠化についても検討いたしたいと思っとります。したがいまして、先ほど話にありま
した新石見発電所を廃止するということでは考えておりません。
　さて、発電所再稼働の見込みにつきましては、１月２５日の土砂災害発生後、電気事業
法１０７条第３項の規定に基づき、１月２７日に小水力発電所を所管する経済産業省の中
四国産業保安監督部により立入検査が行われました。そして２月２３日には、同監督部に
おいて事後報告書のヒアリングを受けとります。その際、このたびの事故原因を気象条
件、災害現場の土壌、水路管理といった複合的な要素が重なり発生したと報告したわけで
ありますが、経産省からは、あれだけの雪がたまったヘッドタンクの構造そのものに問題
はなかったかという設計上の問題についても指摘を受けたところであります。
　したがいまして、この指摘を受けまして、町では設計業者にヘッドタンクの構造に関す
る内部評価という報告書の提出を求めたところでありますが、今後はその報告書を外部評
価にかけ、さらに事故原因を精査した上で最終報告を行いたいと思っとります。この外部
評価には鳥取大学、鳥取県企業局、全国小水力事業推進協議会、日本小水力発電株式会社
などに協力を依頼したところでありまして、５月中旬には経済産業省に最終報告書を提出
できるものと考えております。したがいまして、発電所の再稼働に向けましては、水路の
改修のみならず、ヘッドタンクの改修の有無というふうなことも検討する必要があります
ので、再稼働に向けてのスケジュール等につきましては、また改めて報告の機会を持たせ
ていただきたいと思っております。
　さらに、町と自衛消防との連携でありますが、自衛消防団は自治会長の指示によって出
動することになっております。防災計画には町と各地域や県や各団体等との連携が図示さ
れており、町から各まち協、まち協から自治会長への連絡体制が記されております。火災
の際には現場に最も早く出動する可能性もあり、初期消火に対する役割は大変大きいと考
えております。しかし、災害対応時の装備や危険性も考慮しなければならないと考えてお
ります。地域との連携のため、昨年の１２月１６日には町と各まち協の防災担当部長との
初めての意見交換会を行い、西部消防局による講演や、支え愛ネットワークによる災害マ
ップの作成、災害時の町との連携について情報交換会を行いました。また、３月２４日の
防災会議に向けて、２回目の意見交換会も予定しております。このような機会を重ねつ
つ、町の防災訓練では各自衛消防団にも参加をいただくなど、日ごろの連携に努めていき
たいと思っております。
　先般の土砂災害時には場所が特定されており、しかも時間帯や緊急性を勘案し、町の防
災監から地元自治会長に直接お願いをし、自衛消防の出動要請をさせていただきました。
災害が発生したり発生の懸念がある場合には災害対策本部を立ち上げて、消防団長や各ま
ち協を通じて消防団や自衛消防への協力要請を行う予定としておりますが、今回の場合は
非常に緊急性がありましたので、そのような直接な対応をとらせていただいたところであ
ります。
　続きまして、町道の改良事業についての野田塚原線の工事延長の理由でありますが、町
道野田塚原線の床吉橋から龍福寺まで延長２１６メーターの道路改良工事は、新石見小水
力発電所に関連して１工区改良工事を平成２６年６月に着手し、平成２７年度当初計画で
は発電所関連工事を平成２７年９月に完成させた後、２工区改良舗装工事を平成２７年
１１月に完成する予定でした。しかし、発電所関連工事の設計変更や増額変更により発電
所関連工事の完成が１１月までおくれ、町道改良工事の工期を延長せざるを得ないことに
なりました。工事延長につきましては、冬期間は工事を休止して、ことし４月から再開す
ることで地元の関係者の方と協議しておりまして、町道改良工事の完成はことし７月ごろ
を見込んでおるところであります。
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　続いて、霞福塚線の今後の工事予定ですが、町道霞福塚線の床吉橋から無坂地区、無坂
方面延長３２０メーターの道路改良工事は平成２２年度に着手し、これまで無坂方面から
延長１１０メーターを完成しました。平成２７年度からは町道野田塚原線の改良工事に関
連して、床吉橋付近の交差点の山切りを行ったところであります。今後の工事予定は無坂
側の護岸つけかえ工事、無坂側、これは川ではなくて方面という意味でありますけども、
無坂方面の改良工事、道路横断するボックスカルバートの工事、床吉橋側の改良工事と舗
装工事の順で進める予定にしております。この財源となります社会資本整備交付金の予算
配分が非常に減少している現状で、工事に伴う通行規制を極力少なくするため工事を分割
して行う必要があることから、今後の工事期間を約４年間と見込んでいるところでありま
す。
　最後に、地籍調査についてであります。地籍調査についての町全体の現在の進捗状況と
調査終了予定年度につきましては、地籍調査の工程は、１年目に事前調査、２年目に道路
や水路などの長狭物調査、個人の境界立会による一筆調査、３年目に測量、４年目に地籍
簿と地籍図を作成して閲覧、５年目に県の認証と国の承認を受けて法務局に送付し、１ブ
ロック調査着手からおおむね５年を目安に調査終了としております。
　そして、町全体の進捗状況でありますし、また、調査終了の予定年度はいつごろになる
のかということでありますけども、日南町における地籍調査の調査は平成１０年度から着
手しております。調査の必要な面積が３１５．７０平方キロメートルに対して、平成２７
年度末の事業進捗見込みは調査済み面積が７７．５３平方キロ、進捗率でいいますと
２４．５６％、約４分の１が済んだということになろうかと思っとります。地籍調査の事
業終了までの期間は残調査の面積が２３８．１７平方キロメートル、年間調査面積を９平
方キロメートルとして算出いたしますと、調査期間は２７年、日南町全体でいいますと、
最終に済む期間が２０４０年代後半、平成でいいますと、平成５０年代前半になろうかと
思っとります。また、現在予算が非常に減っとりまして、ことしあたりも要求額に対して
８割とか７割というふうな予算配分になっております。仮に予算配分が７割というふうな
ことに想定しますと、調査期間は当然延びてまいりますので、あと４０年、調査終了は平
成６０年代半ばの見込みとなります。大体、平成６０年代ぐらいまでかかると言われてお
ります。
　当初、地籍調査を始めたときに言われましたことは、平成１０年のときに言われました
ことは、大体１００年かかるだろうというふうなことは言われとったわけでありますけど
も、調査の進捗状況、住民の方々の御協力、そして調査会社の頑張りもあって、何とかこ
こまで見通しが立ってきたということであります。確かに時間的にはかかっておりますけ
ども、当初の想定よりも４０年ぐらいは早く済むのではないかというふうに思っとりま
す。
　最後に、境界の確定だけでも先行はできないかという御質問でありますけども、土地の
境界を確定するためには、所有者、隣接者の立ち会いにより境界ぐいを設置し、測量を行
う必要があります。そして、法務局へ測量図などの必要書類を提出し、登記することによ
り境界が初めて確定するわけであります。先行して両者立ち会いのもと境界ぐいを打った
といたしましても、測量、登記が行われない限り、その境界に打ったくいはあくまでも仮
ぐいということになるわけでありまして、登記上の効力が生じないことから、地籍調査事
業の対象とはなりません。あくまでも自主的な境界ぐいということになるわけでありま
す。しかし、地籍調査の現状は、土地に精通した方が少なくなり、特に山林部におきまし
ては土地所有者であっても境界がわからなくなったり、不在村地主も山主も多く、土地の
境界確定が困難になっております。国が直轄で実施している山村境界基本調査事業もあり
ますが、必要な予算が確保されておりません。土地所有者の皆さんで土石の確認や境界ぐ
いを設置し、土地の境界を保存していくことが非常に必要となっております。
　以上、山本芳昭議員の御質問に対する答弁とさせていただきます。
○議長（村上　正広君）再質問がありますか。
　５番、山本芳昭議員。
○議員（５番　山本　芳昭君）再質問をいたします。
　最初に、災害、防災についてでありますが、応急的な災害復旧工事はできたと思ってお
ります。基本的に災害復旧という工事は崩れたところしか直せないっていうふうに今ま
で、私の浅い知識ですけど、そういうふうに思っておりますが、このたびの災害の箇所は
そこだけ改修して済むものではないというふうに思っております。そういうことも含めた
今後の復旧工事っていいますかね、それについてお伺いをいたします。
○議長（村上　正広君）財原建設課長。
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○建設課長（財原　　積君）今回の土砂災害、ちょうどレッドゾーンで起きました災害に
つきましては、通常の土砂崩れに加えて、発電所の水路の水が流出したということが今回
の被害につながってると思います。建設課のほうでは、先ほど町長が答弁いたしました単
県補助事業ということで県と今協議して進めておりますが、基本的に治山事業の部類にな
ります。その中で、議員御指摘のとおり災害の事業につきましては、崩れたところをどう
復旧するか、現況の復旧に加え生活再建等、意向を確認しながらレッドゾーンの解消とい
うところまで踏み込むのか、そういったところは、今後、設計の中で建設課のほうが対応
するという予定にしております。
○議長（村上　正広君）５番、山本芳昭議員。
○議員（５番　山本　芳昭君）そうしますと、基本的には単県の補助事業を使いながら、
それプラス町としても範囲を広げた対処をしていくということでよろしいでしょうか。
○建設課長（財原　　積君）はい、よろしいです。
○議員（５番　山本　芳昭君）わかりました。基本的にそこだけで済むというような災害
ではないというふうに思っておりますし、解消されるときには周辺の方々の意見を取り入
れていただいて、実施をしていただきたいなというふうに思います。
　続きまして、水路の改修についてですけれども、昨年ですね、水路につきましても４０
数万円の予算を取られて、現地について補修もされておりましたが、私、事故が起こって
から歩いてみました。そうしますと、水路の下がうろになって浮いとったり、かなりのひ
びも入っておるような状況であります。この水路の改修をもしされるとすれば相当な金額
がかかるのではないかなと思いますが、まず、改修をされるとすればどこからどこまでを
やられるのかということと、改修の方法ですね、どのような方法で改修をされるのかとい
うこと、調査をするということですのではっきりは答えられないかもしれませんが、大ま
かな構想でも聞かせていただければと思いますが、いかがでしょうか。
○議長（村上　正広君）久城住民課長。
○住民課長（久城　隆敏君）ただいまの御質問にお答えいたします。
　町長が答弁しておりますように、基本的には暗渠化で進めたいというふうに思っており
ます。暗渠化も２通りありまして、いわゆるふたをする方法と管にする方法。それらにつ
きましてはこれから業者と話をしながら、それから、水路の機能調査も行いますので、そ
のあたりの結果を見ながら実施していくということになろうかと思います。その暗渠化の
場所につきましても、予算のこともございます。いわゆる民家、あるいは墓があったりす
るところだけをするのか、いわゆる全線を暗渠化するのかというようなことにつきまして
もまだ方針のほうは、全線やるのか一部なのかというようなことはまだ結論が出ておりま
せん。そのあたりにつきましても、詳細につきまして検討を重ねてまいりたいというふう
に思っております。
　先ほど、また町長が答弁いたしましたように、いわゆる上水槽、ヘッドタンクの構造に
つきまして経産省のほうからの指摘もございますので、そのあたりの外部評価もいただい
てから、さらに工事の内容につきまして、改めて報告、協議のほうをさせていただきたい
というふうに考えております。
○議長（村上　正広君）５番、山本芳昭議員。
○議員（５番　山本　芳昭君）この場で私、事故原因については余り深く質問をしないほ
うがいいんじゃないかなというふうに思っておりますので、改修のことについてちょっと
詳しく聞きたいと思いますが、先ほど言われました、例えば暗渠化をする場合、あれは塚
原立岩集会所っていうんですかね、公民館っていうんですか、集会所があります。そこか
ら下流はほとんど山の斜面を伝っていきますので、集会所のすぐ下のところはもう山が崩
れたところがあります。既にこれもう暗渠化するしかないんじゃないかなというふうに思
っておりますので、暗渠化するならもうその集会所から下手は全て暗渠化すべきじゃない
かなというふうに個人的には思っておりますので、検討していただければというふうに思
います。
　そうしますと、この改修につきまして、小水力発電所は一般財源を使ってつくりました
が、こういう災害といいますか、暗渠化していくときにはどのような財源を使って改修さ
れるのでしょうか、お尋ねいたします。
○議長（村上　正広君）増原町長。
○町長（増原　　聡君）何か補助事業があればいいと思いますけども、多分ないというふ
うに思いますので、一般財源になるかというふうに思っとります。特別会計のほうとして
は、多分、発電のほうについては当面見込めないということになりますので、財源が出て
きませんので、一般財源等を使う形になるかなと思います。
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○議長（村上　正広君）５番、山本芳昭議員。
○議員（５番　山本　芳昭君）今の段階で幾らかかりますかというのはなかなか答えにく
いとは思いますが、相当な延長にもなりますし、施工もほとんど多分人力でやる必要があ
るのではないかなというふうに、機械がなかなか入っていかない場所が多いと思いますの
で相当負担がかかると思います。こういうことを今言ってはどうかと思いますが、水力発
電所、発電所よりも水路のほうが高額になるようなことはないでしょうか。
○議長（村上　正広君）中村副町長。
○副町長（中村　英明君）基本的にはないだろうというふうに思いますが、ただ、今回の
改修に当たりましては、いろんな側面も含めて検討もしていきたいというふうに思ってお
りますので、基本的には水路を中心に今回は改修をしていきたいというふうに思っとりま
すので、広報のあり方については、専門等の御意見も参考にしながら計画を練っていきた
いというふうに思っとります。
○議長（村上　正広君）５番、山本芳昭議員。
○議員（５番　山本　芳昭君）先ほど住民課長さん言われましたけれども、ヘッドタンク
につきましても現地へ行ってみますと、先ほど原因をと言いましたけれども、今までの発
電所の水を流して発電するという流れからいって、新しく設置をされたのはヘッドタンク
で除じん機をつけられたということがあると思います。先ほど言われましたヘッドタンク
についても、外部評価をされて原因について判断をするということで、経産省ですかね、
原因については提出するということでありましたが、ヘッドタンクをもし改修をするとす
るならば、どの程度の金額がかかるのでしょうか。
○議長（村上　正広君）中村副町長。
○副町長（中村　英明君）ヘッドタンクにつきましては、いわゆる今回の事故を踏まえ
て、経産省の指示というようなことで、検証をしてくださいという内容でありますので、
検証結果においてこれから第三者の意見を聞くという段階ですので、間違いかどうかとい
うことも含めて、そういう原因がもう答えが出てるっていうわけではなくて、これから再
確認をしましょうっていうことの流れになっておりますので、当然、費用的なことについ
ても現時点では未定ということでお答えさせていただきます。
○議長（村上　正広君）５番、山本芳昭議員。
○議員（５番　山本　芳昭君）鳴り物入りで小水力発電所を改修をされて、かなり高額な
３０何円という、今までの小水力発電所の単価からいうと３倍近くの単価になるというこ
とで、かなり経済的な効果もあるというふうに思っておりましたが、こういうことになっ
てくると経費がかなり、今までの計画よりもかさんでいくということになると思います
し、水路の改修、またはそれに伴う、先ほど申し上げましたように、周辺の予防的な災害
対策、かなり費用がかかると思いますが、人命が失われたということでありますので徹底
した調査をしていただいて、予防的な措置も加えながら災害の復旧に当たっていただきた
いと思いますし、私は小水力発電所もなるべく早く再稼働させていただきたいと思ってお
りますが、いかがでしょうか。
○議長（村上　正広君）増原町長。
○町長（増原　　聡君）おっしゃるとおりであります。再生可能エネルギー自体が議会の
ほうでも推進しようということでありますので、そのような方向で私どもも考えておりま
す。ただ、御承知のとおり、この石見発電所についても、旧石見発電所についても、６０
数年長い間発電をしました。今回の例えば再生可能エネルギーで、いわゆるＦＩＴ、固定
買い取り制度についても２０年という、２５年か、２０、２５年。（「２０年」と呼ぶ者
あり）２０年という高額の単価で、それだけで買っていただける。当然それから以降も発
電するものと思っておりますので、単年的なやはり収支を考えると、１年、２年は多分赤
字になってきたりするということも想定していかないといけないというふうに思っており
ますので、あくまでも再生可能エネルギーを進める、そして、当然人命の、二度とこうい
うことが起きないような復旧というふうなものにもお金をかけて、これ以上の出費をしな
くて安定的な発電をするような施策として進めてまいりたいというふうに思っておりま
す。
○議長（村上　正広君）５番、山本芳昭議員。
○議員（５番　山本　芳昭君）続きまして、自衛消防団との連絡体制についてということ
でお尋ねをいたしたいと思いますが、土砂災害がありましたし福祉施設の火災の誤報とい
うこともありました。福祉施設におきましては、例えば実際火災が起こったという場合に
は、入所者の方を外に連れ出すといいますかね、出ていただくためには相当な人数が必要
になるというふうに思います。そうするときに、やはり自衛消防団というのが近くにおり
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ますので、連絡をしていただければすぐ駆けつけられると思うんですが、今の体制では指
令長といいますか、自治会長が防災無線を多分聞かれて、ちょっと判断がなかなかしにく
いということがあると思います。自衛消防団はその時々、とにかく先に駆けつけるという
ような意識で現地に行くわけでありますが、町から指令長に連絡が行って、指令長から団
員に行くというような連絡体制は今までなかったというふうに思います。指令長さんの自
分の判断によって、また団員の個々の判断によって現場に駆けつけるということだったと
思いますが、自衛消防団の方はふだん仕事を持っておられますし、そんなに多くの報酬も
いただいておりません。そして、先ほど町長も言われました、それほど充実した装備もあ
りませんので、多くの役割を期待するのは難しいと思いますが、人員が必要なときには町
からの命令系統で出動してくださいというような体制がとれないものかどうか、お伺いを
いたします。
○議長（村上　正広君）高見総務課長。
○総務課長（高見　正司君）町長のほうも答弁のほうで申しましたけども、三吉の場合は
水も一旦切って、あとは捜索というところで、そこの現場からなるべく多くの人をという
ことで、防災監のほうから直接自治会長のほうに相談して派遣をしていただいたというよ
うな形で、基本的には通常想定しておりますのは、気象関係の警報が出て災害対策本部を
立ち上げた際に、各まち協、それから自治会長を通じてその体制に入っていただくという
ことですけども、こういう緊急的な場合、なかなかそういうところの連絡については先ほ
どのケースのような場合もあるかもしれません。ただ火災の場合は、どこの場合でも自衛
消防が真っ先にまず来ていただくというケースがありますので、火災と風水害というの
は、ある程度ちょっと若干分けて考えなければいけないとは思いますが、必要とあらばそ
ういうぐあいな対応も必要かと思います。
　この前も実は消防団の幹部会がありまして、公共施設、福祉施設等につきましては、地
域によっては各分団が、どこどこが第一招集かけるというぐあいにルールがありますけど
も、そういった福祉施設、公共施設と学校と、それについては前段がまず駆けつけるとい
う一つのルールを確認しております。特に冬季あたりでの距離感とかそういうものはあり
ますけども、基本的にそういう施設については全分団が集結。ただし、この前の福祉施設
のように広い、あるいは数十名入居者がいらっしゃるというところもあるので、実際に本
当にどういうぐあいな対応をするのかということについては、今度、福祉会とも話をし
て、そういう訓練ができないのかというところは話をしていきたいというぐあいに思って
おります。以上です。
○議長（村上　正広君）５番、山本芳昭議員。
○議員（５番　山本　芳昭君）昨年だったと思いますが、防災訓練の中で、自衛消防団も
参加して福祉施設の入居者の方を、文化センターでしたかね、移送するという訓練をされ
ておりました。ですから平素より、昨年はそういう訓練をされましたので、連絡体制とい
いますか、そういう組織図的なものをつくっておいていただければ万が一のときにも対応
できるのではないかなというふうに思いますので、検討していただきたいと思います。
　そうしますと、もう一つ、福祉施設での火災の誤報があったわけですが、そこに駆けつ
けられた方からのお話といいますか、意見を伺ったときに、夜間でもありましたし、雪も
たくさん降っておりました。そのときに入所者の方は、あそこは外に段差がないのでスロ
ープを使って外に避難をしていただくという形になっているんですが、施設の外に雪があ
って、大抵は車椅子の方だと思いますが、引きずり出せないと。雪をかいてないのでそこ
に行けないということがありました。ですから、できればもう平素よりそういうことを想
定をして、施設の周りの除雪もしておかれなくてはいけないんじゃないかなというような
意見がありました。いい経験だと思いますので、今後、そういうことも検討していただき
たいなと思います。
　また、もう一つ、ちょっと調査不足ですけども、その福祉施設は、中庭にしか出られな
い構造になっておるところがあるというふうに聞いておりますが、火災とか起こったとき
に施設の中庭にしか出れないというようなことがあるのでしょうかね。私もよくわかりま
せんが、そういう心配があるんじゃないかなということでしたので、お尋ねをいたしま
す。
○議長（村上　正広君）中村副町長。
○副町長（中村　英明君）特別養護老人ホームのあかねの郷の避難の関係ですけれども、
基本的にあそこの建物は、御承知のとおりいろいろ配置がありまして、１８の一つのグル
ープが４つあって、あとショートステイがあってという形になっております。それとあわ
せて、消防設備としてスプリンクラーも当然配置しておる状況でありますし、それぞれの
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入居者の方は、御案内のように、外にも直接出れる形の構造にもなっております。基本的
に９０名の入所者、あるいはプラスショートステイの皆さんが常時生活をされてるって状
況でありますし、かつそれぞれの御本人が、要介護の重度の方が多いので自力で避難され
るっていうことはなかなか想定しにくい、多くの人が想定しにくいというふうな状況にあ
りますので、そういった観点の中で防災計画等を立てておりますので、それは当然、消防
局との内容も協議をしながらつくっておる体制であります。ですから、そういったことを
総合的に考えますと、基本的には外に避難するっていうのも当然一つの方法でもあります
し、火災の現場、あるいは状況に応じて、中の中央に集まってもらうっていうことだって
場合によってはあろうかなというふうには思って。ですから、火災の現場の状況、位置で
すね、そういうこともあります。
　それと、消防署は約５分で来ていただくという状況に想定ができるっていうふうに、当
初の段階では思っておりますので、その段階で消防局も状況の伝達をしながら、さらに変
えていくっていうこともあるでしょうし、それから地域の皆さん、特に夜間帯は職員数が
少ないので、当然誰かに、周りの方にお世話になるっていうことがあろうかなというふう
に思っておりますので、それが消防局であったり公設であったり、場合によっては自衛消
防、あるいは地域住民っていうことにもなろうかなというふうに思っとりますので、冒頭
から特に否定はしておりませんけれども、地域の皆さん、周辺の皆さんにも協力をしても
らいましょうということを計画に上げておりますので、実際、訓練の中でどこまでできた
かっていうのはちょっと不透明な部分もありますけれども、基本的な考え方とすれば、多
くの皆さんに来ていただいて、とにかく避難をまず優先にという考え方の中で計画を立て
て訓練をしてるっていうふうに理解しております。以上です。
○議長（村上　正広君）構造的に中庭にしかできないんですか。
　増原町長。
○町長（増原　　聡君）中庭には避難というのはほとんど想定、あんまりしておりませ
ん。御承知のように、火事があったときに中庭に逃げちゃうと今度はもう逃げ場がなくな
るということになりますので、中庭というのはあくまでも、これまでの中でもあったよう
に、少し太陽の日を浴びたり少しの花を植えられたりする作業を見られたりする形のほう
が主でありますので、そういうふうな形だというふうに思っておりますし、全ての施設自
体、今回の福祉施設自体はそういう避難経路がないと認可になりませんので、当然中庭に
しかできないという施設はないと思っとります。
○議長（村上　正広君）５番、山本芳昭議員。
○議員（５番　山本　芳昭君）多分、最短は外に出るっていうことで意見を言っていただ
いたんだと思いますが、そういう心配もあるということを承知をしていただきたいと思い
ますし、先ほど申し上げました雪のことにつきましてもよい経験だと思いますので、対応
の中に、訓練の中にでも入れていただければと思いますし、常時そういう雪に対しての注
意といいますかね、対応をしておいていただければというふうに思います。
　続きまして、町道改良工事についてお尋ねをいたします。先ほど答弁をいただきました
が、発電所関連の工事の完成が１１月に延長になったということですが、１１月まで延び
るということがわかったのはいつごろになるのでしょうか。お尋ねをいたします。
○議長（村上　正広君）財原建設課長。
○建設課長（財原　　積君）町道の野田塚原線の工事につきましては、今ごろからありま
す石見小水力発電所の工事と関連してほぼ同時施工というような形になっておりますが、
その都度、住民課の発電所関連等工程調整等の協議の会を持っております。具体的にいつ
ごろおくれるかということになりますと、全体的に発電所のほうが延び延びとなってはお
りましたが、一番大きかったのは隣接してあります石見の簡易水道の水源、ここに影響が
あるということが発端だったと思いますので、２７年の６月ごろから全体的に発電所のほ
うがおくれてるという認識でおります。
○議長（村上　正広君）５番、山本芳昭議員。
○議員（５番　山本　芳昭君）お聞きしたいのは、９月２１日でしたか、発注をされてお
りますが、１１月におくれるということがわかっていながら９月に発注をされたのではな
いかなというふうに思ったので質問をしたところでありますが、いかがでしょうか。
○議長（村上　正広君）財原建設課長。
○建設課長（財原　　積君）町道のほうの発注見込みは、当初、地元説明等と知ったとこ
ろは、８月の計画で年内完成、一応１１月ということをめどにしました。その点につきま
しては、２６年当初からの工事で通行どめ等の期間が長くかかったということで、完成は
年内目標にしたいということで、発注につきましては、着手の条件で受注しました業者と
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１２月２１日ということで、年内目標ということで発注させていただきました。ただ、こ
の段階でも発電所の工事はおくれてるという認識はありますが、そのあたりは、引き渡し
をいただければ完成できるという見込みで工事を受注していただいとる状況でした。
○議長（村上　正広君）５番、山本芳昭議員。
○議員（５番　山本　芳昭君）工事は住民課の工事、建設課の工事と２つの課にわたって
進んでおりましたし、いろんな事業が重なっとったので、河川とか道路の拡幅とかいろい
ろありましたので、おくれたというのはもう仕方がないことだとは思うのですが、地元か
らすれば、もうこれから今工事できるよっていうような現状が見えながら、ほとんど工事
にさばっていただけなかったという、その細かいところの事情はなかなかわからないんで
すが、もうすぐ拡幅工事はできるでしょう、舗装工事もできるでしょうっていう現状がも
う目の前に見ながら通行どめはされておりますし、工事は進まないというのが見えました
ので、いろいろな不満とか御意見をいただいたところであります。こういう２つの課にま
たがって工事をされるときには、例えば副町長が調整をされるべきだとは思いますが、ど
のように捉えておられるのかお尋ねをいたします。
○議長（村上　正広君）中村副町長。
○副町長（中村　英明君）２つの課、あるいは３つの課になるケースもあるのかもしれま
せんが、基本的には、内部的にはそれぞれの持ち分の課で、先ほどの課長の報告もありま
したように、担当する課を中心に調整するっていうことは当然行ってきておりますので、
その中に私が入ってないっていうのはもちろん正直なところありますけれども、ただ、経
過報告の中でやむを得ないものだというふうに思っておりますので、確かに住民の皆さん
方から見られると、そういうふうに思われるっていうことはあろうかなというふうに感じ
ておりますけれども、内部の中ではしっかり調整した中で進めさせていただきたいと思い
ますし、今後もそのような方向でしたいと思いますので、ただ、多少住民の皆さんへの説
明不足っていうところはあったのかもしれませんけれども、その点につきましては、これ
から説明をしっかりするようにしていきたいというふうに思っとります。
○議長（村上　正広君）５番、山本芳昭議員。
○議員（５番　山本　芳昭君）先ほども、しつこいようですが、地元からすれば、今通行
どめは解除されました。通行どめの期間と解除された期間と、ほとんどそこの道路の状況
は変わらないわけですよ。それを９月からこっちは、１２月までは通行どめされておっ
て、冬期間、いろいろな関係者との協議の中で通行どめを解除されたというのはわかりま
すが、幾らでも通れたんじゃないかと、逆に言えばですね、工事ができないようだったら
幾らでも通れたんじゃないかなというふうな地元の意見もありましたので、先ほど副町長
言われましたように、地元にもやはり細かく説明をしていただいて、なぜできないかとい
うことは知らせていただきたいなというふうに思います。
　続きまして、霞福塚線の工事についても同じようなことであります。先ほど町長言われ
た、２２年から着手をされたということでありますが、この道は石見といいますか、白谷
方面から通勤とか道路を使われる方の、もう本当に昔からの悲願のところであります。Ｔ
字路になって、冬場とまるために勾配がありますので、とまれずに事故が起こるというこ
とがありますので、それをやっと着手をしていただいたということであります。それが、
またこれも素人の意見ですが、何年も少しずつもう工事が進まないということは本当に不
満を持っておられます。ですから、先ほどお聞きしたら、ちょっと事業名忘れましたの
で、予算が減少しておってなかなか進まないと、今後４年間ぐらいかかるという答弁であ
りましたが、もし可能ならほかの予算を持ってきてでも迅速な完成をされるべきではない
かなと思いますが、いかがでしょうか。
○議長（村上　正広君）増原町長。
○町長（増原　　聡君）長くかかったというのは、これまで相当努力した、職員のほうも
努力をして、現地のほうの方々の御協力も得てきたのが非常に時間がかかったということ
は、多分、山本議員のほうが御存じだと思っとりますので、私どもとしましては、本当に
やはりそれだけ大切な道路であれば、ぜひとも地元の方から頑張ってつけてくれと、協力
するからというふうなこともいただけると非常にいいわけですけども、どちらかという
と、その辺は余り話をするといろいろ問題があるから役場のほうでやってくれというふう
に投げ出されたケースもありますので、ぜひとも今後は、少ない予算であるかもしれませ
んけども、議会のほうも一緒になって予算獲得のほうをお願いをしたいというふうに思っ
とりますけども、そういうふうな形での御協力もぜひいただければより早く済むというふ
うに思っとりますので、御協力方よろしくお願いいたします。
○議長（村上　正広君）５番、山本芳昭議員。
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○議員（５番　山本　芳昭君）当然、地元としてもお願いをしてつくる道路ですので、一
生懸命努力をしなければなりませんし、先ほど議会のほうも協力して予算をということが
ありましたが、予算をつけられるのは町長でございますので、しっかり予算をつけていた
だいて進捗を早めていただきたいというふうに思います。
　続きまして、地籍調査につきましてお伺いをいたします。先ほど着手から終了まで何年
かかるかということでお尋ねをいたしました。おおむね５年ということであります。資料
請求をさせていただいた中で一覧表をいただきました。その中でこの資料を見ております
と、５年目のところの資料で、２７年度に認証とか法務局送付ということが上がっており
ませんが、それはなぜなのでありましょうか。
○議長（村上　正広君）財原建設課長。
○建設課長（財原　　積君）提出しました説明資料、議員さんのほうに各種配付なされて
ると思いますが、ここの中で、おおむね今現在調査を進めてる５年の計画を記述しており
ます。２７年に認証というのが、実際、今のところ入っておりませんが、実質は２７年
度、ここに調査実施なしということで、全ての調査が終わらない部分もありまして先延ば
ししてるところもあります。ただ、認証につきましては、これまで年度年度完了したもの
を取りまとめて県に送付し、国の承認を得て法務局へ行くという手続の中で、現在、２年
程度が今遅延してる状態です。その部分につきましては、先般も県との協議をして認証に
向かうということで調整しておりますが、いましばらく年度に入ったころになるというふ
うな予定でおります。
○議長（村上　正広君）５番、山本芳昭議員。
○議員（５番　山本　芳昭君）２８年度になってからということですか、年度になってか
らというのは。
○議長（村上　正広君）財原建設課長。
○建設課長（財原　　積君）２７年度末を目指しておりますけれども、２８年度に入った
ところも今見込まれます。
○議長（村上　正広君）５番、山本芳昭議員。
○議員（５番　山本　芳昭君）ただいまおっしゃいました、認証、法務局送付は２年程度
滞ってるということではありましたが、その原因につきましては何が原因なのでありまし
ょうか、お尋ねをいたします。
○議長（村上　正広君）財原建設課長。
○建設課長（財原　　積君）認証に向かえてない一番の大きな理由は、土地を一筆調査し
まして、最後に登記簿、地籍簿、これの確認のための閲覧があります。そのときに確認書
ということで土地の所有者から書面をいただきます。このものにつきまして、従前です
と、ここにいない不在地主さんとか、そういった方々には余り厳しくなかったんですが、
登記所に登記送るに関しては全てを必要とするというような取り扱いと近年なっておりま
す。この関係で何人かの確認書がありませんので、そのものを整理してから県のほうに認
証に向かうというような手続をとっとるため、おくれてるというところでございます。
○議長（村上　正広君）５番、山本芳昭議員。
○議員（５番　山本　芳昭君）不在村地主等の、要するにこちらにいらっしゃらない方の
確認、判こですかね、確認のために手間をとっておるということ。例えば、登記をつける
ときに所有者が見つからないからというようなことでありましょうか。要するに、お聞き
したいのは、職員数が足らないから手間取っておるのか、不在村地主さんの所在がわから
ないから手間取っておるのか、もう少し具体的に教えていただきたいと思いますが。
○議長（村上　正広君）財原建設課長。
○建設課長（財原　　積君）書類的に戸惑っとる面は、地籍調査の所有者は事前調査なり
立ち会いなり、それまでに所有者につきましては確定しております。ただ、今、書面が足
りないというのは、特に多いのが、もう県外に出られてこちらと余り、地縁、親戚なりそ
ういったものがない方に、ここまで来て立ち会っていただければ一番いいんですけれど
も、立ち会えない場合には委任状とかそういったものを求めて調査を進めますが、その書
類を送付しても返書がない、送付されてないというようなところで、そういった方々が調
査の支障となっております。この方々から書面をいただかないと、筆界見てということ
で、せっかく測量をしても確定しないというような状況になりますので、せっかく事業費
を投資しておりますので、町としては完全な地籍図として登記所に送りたいところで、そ
ういったところの調査なり督促なりいうことを今進めてるところであります。
○議長（村上　正広君）５番、山本芳昭議員。
○議員（５番　山本　芳昭君）どのように考えるかということだと思いますけども、例え
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ば１年、２年それが手間取ると、土地は動きますし、亡くなられる方があって、ほかの土
地の相続とか名義人とかいうことも変わってくることがあるんじゃないかなと思います
が、そこで、先ほどちょっと、専門用語わかりませんけども、そこを登記せずに処理をし
てしまうっていう行為を進めてしまったほうが、全体の地籍調査の成果を考えたときに
は、何年もほっておくよりも先に処理をしたほうがいいんじゃないかと思いますが、いか
がでしょうか。
○議長（村上　正広君）増原町長。
○町長（増原　　聡君）それは一つの確かにお話としてはあるというふうに思いますが、
１人が確定しないということは、その周りにくっついた方たちの境界も全部確定しないと
いうことになるわけで、ですからその人だけの問題ではなくて、その周辺の方々のものも
全部確定しないということになりますので、現在、もう例えば所有者が変わっていたり、
代がわりして相続ができてる方なんかについても、結果的には登記ができないことになり
ますので、先ほど担当課長が言いますように、やはり関心がない方にも、ぜひともそうい
うことで皆さんに迷惑かかるのでということで請求をして、何とかその確認書をいただか
ないと周辺のところも固まらないということになりますので、実際その方だけのけてとい
うことにはなかなかならないということになります。
○議長（村上　正広君）５番、山本芳昭議員。
○議員（５番　山本　芳昭君）先ほど町長が言われるように、考え方だと思います。です
から、ブロックというんですかね、１ブロックの中でその処理をしていく関係者の方の考
え方を聞かれるべきではありませんかね。２年、３年置いとかれるよりも、そこは登記を
せずに残っても全体の登記を進めてほしいという考えの方もあるでしょうし、推進委員会
っていうんですかね、協議会っていうんですかね、そういうところでの考え方はどうなっ
ておるのでしょうか、お尋ねをいたします。
○議長（村上　正広君）中村副町長。
○副町長（中村　英明君）毎年こういう地籍の調査事業を推進するに当たりまして、基本
的には地元は地元の中で説明をしながら、全体の工程の流れ、考え方っていうのは説明し
ておるというふうに理解はしておりますので、その中で、基本的に今までの流れっていう
のは、地域地域である程度地区を選定しながら調査を進めたり、あるいはその後の測量な
りっていう一定の手順を進めておりますので、基本的に今までの観点から申し上げると、
調査自体の地区を基本的にはかちっとして、もうどんどんどんどん一つ一つするっていう
のが基本的なあり方かなというふうに思って推進してきておるというふうに思ってますの
で、御理解いただきたいと思います。ただ、障害がないケースというのは、これから同じ
ようなことが起きてくるっていうことはあろうかなというふうに思っとりますが、できれ
ば地元の皆さんも地縁が仮にあるんでしたら、そういうことを推進していただくように御
協力いただくといいのかなというふうに思いますし、どうしてもできないケースっていう
のはこれからあるというふうには思いますけれども、それについてはできるだけ町として
も尽力していきたいというふうに思っとりますので、最終的には、地域全体の登記までが
きちんとできるという方向の中で事業展開をしていきたいという考え方を持っておりま
す。
○議長（村上　正広君）５番、山本芳昭議員。
○議員（５番　山本　芳昭君）私、石見でありますので、石見の中で今地籍調査をされて
おるところ、いただいた資料の中でもう調査済みという色塗りがされた地域の方にお話を
伺いました。登記できてますかというふうに聞きましたら、わからんと。毎年何か書類か
何か来とったような気がするけども、できとるかどげなかわからんよっていう話でありま
した。ただ、これを見るともう、ここは具体的には花口ですけれども、花口はもう調査済
みとなっておりますので登記が多分ついておるんだなというふうに思って、それで、先ほ
どお尋ねいたしました、認証が済んでいますかという質問をさせていただいたわけですよ
ね。ですから、地元の方はもうついておるような気がしておられるんですよね。この事業
は登記ができましたよという通知は来ないですよね。こちらが確認をしないと個人個人に
宛てて登記済みの書類は行かないと思います。ですので、この事業につきましては、なか
なか本人さんが登記所に行かないと最終的な登記がついたかどうかわからないということ
だと思います。ですから、何が言いたいかというと、本人さんは登記がついておると思っ
ておられるんですよね。ただ、今聞くと、認証が済んでいない可能性もあるということで
すので、もう少し地元の方に話をしていただきたいなというふうに思います。
○議長（村上　正広君）増原町長。
○町長（増原　　聡君）御理解いただきたいのは、地籍調査というのはいわゆる境界と面
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積と所有者なんですけども、所有者はこれまでの圃場整備なんかとは違って、所有者が例
えば山本議員になってて、お父さんやおじいさんの名前になっているからそれが自動的に
山本議員の名前になってるということではないわけです。その土地はあくまでも相続され
ないと山本議員のおじいさんの名前のままになっているということになりますので、別段
そこは移動が何もあったわけですので通知は来ないという、なるわけです。別に所有権が
変わったわけでもないですし、面積等が変わったり、いわゆる境界と面積の確定ができた
ということだけの書類でありますので、できてないわけです。ですから、そういうふうな
ことで、さっき言いますように、例えばブロックでっていう話をしても、そのブロックが
本当に不在村地主さんがいないブロックなのかというのは調べてみないとわからないわけ
でありますので、結果論の話で、Ａブロックはいなかったと、Ｂブロックはいたという話
になると、じゃあＡブロックだけ登記をするのかというのもちょっとおかしな話になって
きますので、先ほど副町長が言うように、ある程度まとまった地域、花口なら花口を全部
やって、次、また、例えば神戸上なら神戸上に移るという話になって……（発言する者あ
り）うん、というふうになってます。
○議長（村上　正広君）５番、山本芳昭議員。
○議員（５番　山本　芳昭君）副町長、今、町長、多分勘違いされとると思いますよ。
○町長（増原　　聡君）質問。
○議員（５番　山本　芳昭君）いやいや、登記について。
　じゃあ、正確に言います。
○議長（村上　正広君）５番、山本芳昭議員。
○議員（５番　山本　芳昭君）今の、町長、答弁は、ブロックごとにできないっておっし
ゃいましたが、ブロックごとにはできる……。いや、石見全体ですかね、そこが全部終わ
ってからじゃなくて、ブロックごとにできますよ。
○町長（増原　　聡君）いえいえ。
○議員（５番　山本　芳昭君）先ほどそれできないって言われましたので。
○議長（村上　正広君）増原町長。
○町長（増原　　聡君）ブロックごとに先にしたらどうですかという話については、なか
なか先ほど言いますように、ブロックの中にもいろんな方がおられるので、どのブロック
が全然問題なくすぐできるかということを初めから考えて、このブロックから入るという
ことはなかなかできない。ですから、花口なら花口で潰していくということで入っとると
いうことであります。
○議長（村上　正広君）中村副町長。
○副町長（中村　英明君）地籍につきましては、冒頭説明しましたように長期間にわたり
ます。ただ、実際に住民の皆さんが直接関与されるっていうところは２年目、基本的に地
元での一筆調査を、該当の皆さんが現場でここですよねっていうところをするっていうの
が基本的に直接住民の皆さんにかかわるところでありますので、それ以降につきまして
は、測量屋さんが打ったところを測量してっていうことの中でしますので、それが最終的
に登記まで行くと５年間かかるんですが、地元の皆さんは多分１年間、１年間になるのか
２年間になるのかエリアによって違うっていうふうに思っとりますが、ですから、基本的
に、冒頭、この事業を進めるに当たって、地域の皆さんにはこういう流れですよっていう
ところは多分説明してあるっていうふうに思っております。ですから、ただ期間的なとこ
ろもありますので、最終的に登記がつきましたっていうところにはやっぱり四、五年かか
りますので、その辺がちょっとこれから再度説明に当たっては丁寧にしていきたいなとい
うふうに思っておりますので、また最終的に登記ができましたということは多分連絡があ
るのか、全体的なイメージの中でするのかっていうのがちょっと私わかりませんが、何ら
かの形で承知の形はとれるっていうふうに思っております。
○議長（村上　正広君）財原建設課長。
○建設課長（財原　　積君）進め方につきましては、町長、副町長が答弁したとおりでご
ざいます。
　もう一つは、登記が終わったかということの通知に関しましては、改めてこちらからは
基本的に個別には詳細なものはしておりませんが、登記が完了しますと住民課の土地課税
台帳が変わりますので、その翌年の６月ぐらいだったと思いますけど、そのときに評価
が、面積等が変わったということで、初めて登記ができたんだなということで理解いただ
けると思っております。
○議長（村上　正広君）５番、山本芳昭議員。
○議員（５番　山本　芳昭君）担当課長さんがおっしゃられるとおりだと思います。個別
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には通知が行かないはずであります。ですから、登記が完了したのがわからないというこ
とを先ほどから申し上げておるところでありますし、地籍調査簿作成、閲覧というところ
は４年目にありますので、現地を見る、閲覧をするという行為は本人さんが行って閲覧を
されるわけですから１年だけじゃありません。最終年度の、これを閲覧をしたから次にも
う登記に進むんだなというふうに思われるわけですよ、当事者の方はですね。それが実際
なかなか登記ができていないという現状があるような気がしたのでこの質問をさせていた
だいたわけです。ですから、認証に当たって何年も空白をあけるんではなくて、それを迅
速な法務局送致をしていただくような方式を考えていただきたいと思います。
　そして、それがなかなか難しいようでしたら、何年か前に土地改良連合会から職員の方
を連れてこられて、専門の知識を有する方を連れてこられてこの業務に当たられたわけで
すけれども、体調を崩されたりなんかして割と中途半端な形で終わったような気がしてお
りますが、そういうことも含めて、人員のことも含めて検討されてはいかがかなと思いま
すが、どうでしょうか。
○町長（増原　　聡君）登記はうちではできんの。
○議員（５番　山本　芳昭君）法務局に送る。
○町長（増原　　聡君）送るだけで。
○議長（村上　正広君）誰が答える。（「財原課長でいいよ」と呼ぶ者あり）
　中村副町長。
○副町長（中村　英明君）遅延の部分もあるという話の中で、全体的に精査しながら、人
員体制が必要かどうかっていうところは再度内部のほうで検討していきたいなというふう
に思っとりますので、御理解いただきたいと思います。以上です。
○議長（村上　正広君）５番、山本芳昭議員。
○議員（５番　山本　芳昭君）そうしますと、境界の確定だけでも先行できないかという
ことで、首を振っておられますが、できないかということでお尋ねをいたしましたが、先
ほど言われました仮ぐいですね、登記はできませんよというのは当然できないと思いま
す。ただ、目安として、そこに当事者が寄って確認をしたっていうこの事実があるかどう
かっていうのは、後々の地籍調査のためには本当に参考になることだと思うんですよね。
先ほど言われました山村境界基本調査というのは国の直轄事業としてあります。ことしの
予算書にもこの事業を積極的に導入していきたいというような予算書であったと思いま
す。ただ、いろいろ調べてみますと、これは土地の所有者が寄って境界ぐいを打つという
ことではなくて、土地の古老といいますか、よく土地を知っておられる方がここだよって
言えばそこにくいを打つという事業だそうでして、将来的なトラブルも起こしかねないよ
うな感じの事業というふうに思いますが、この事業をなかなかそれを積極的にしてっても
難しいような気がします。ただ、これをすると３年以内でしたかね、調査をするようにと
いう条件がついた事業なので、これを導入すると地籍調査の予算もついてくるのかなとい
うような気がしますが、こういう国の事業ではなくて、直接当事者が立会をしてくいを打
つだなくてもいいというような事業ではなくて、町単独ででも何かくい打ちのための費用
を出しましょうというような事業ができないんでしょうかね。
　要するに、今、中心地域整備構想ということで中心地域や道の駅には整備は進んでおり
ますが、周辺地域ですね、周辺地域の土地の境界とか保全とかいうことについてはなかな
か目が行っていないような気がするんですが、こういう最も住民の方々に関心のある国土
調査だと思いますので、この推進のために何か事業費をつけて推進をしていかれる考えが
ないのでしょうか、お尋ねいたします。
○議長（村上　正広君）増原町長。
○町長（増原　　聡君）先ほど地籍調査でも人員が不足しているというふうな話をいたし
ました。実際問題、これが例えばＡさんとＢさんだけが山に行ってそこでくいを打った
と、それでいいよという話であれば別にそれはいいわけですけども、第三者、町の職員が
ついていって何らかの方法をとったということになると、非常に人員も大変だというふう
に思っております。境界ぐいを、そういうふうの打つから、境界ぐいというものを例えば
町のほうからいただきたいという話があればで、たしか昔にもそういうふうなことがあっ
て差し上げたことがあったというふうに思っておりますので、そういうことは結構なわけ
でございますけども、ただ、なかなかそこでまたトラブルが発生をして、お互い言いに合
うのが大変なので役場のほうにまた言ってきて、どうにかしてくれというケースが本当に
実際にはたくさんたくさん出てきております。
　おっしゃるように、確かに個人的には大きな問題だと思っております、山の関係。特に
家と家の関係よりも山の関係とかというのは大変大きなもんだというふうに思っておりま
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すけども、その辺の私権、私の権ですね、私権に行政としてかかわるということは、なか
なか積極的にかかわるということはできないというふうに思っとりますので、先ほど言い
ますように、そういうふうな部品が足らないと、部品が要るよという話であれば対応でき
るというふうに思っとりますけども、その辺の私権に対して、例えばＡさんとＢさんが山
に行って話をしたからその日当をとかいうふうなところとか、例えば役場の職員がついて
いってデジカメを撮ったり、ドローンで例えばそういうふうなものを印をつけるというふ
うなことはなかなかできかねるという状況にあるというふうに思っとります。冒頭申しま
したように、そのようなくいが欲しいということであれば、幾らでも提供したいというふ
うに思っとります。
○議長（村上　正広君）５番、山本芳昭議員。
○議員（５番　山本　芳昭君）町民の皆さんの希望も大きい、要望も大きい地籍調査であ
りますので、できる限り進捗を進めるような方策を検討していただきたいというふうに思
います。
　以上で、私の一般質問を終わります。ありがとうございました。
○議長（村上　正広君）関連質問がありますか。
　　　　　　　　　　　　　〔「なし」と呼ぶ者あり〕
○議長（村上　正広君）以上で山本芳昭議員の一般質問を終わります。
　　　　───────────────────────────────
○議長（村上　正広君）ここで暫時休憩をいたしたいと思います。再開は１０時４０分と
いたします。
　　　　　　　　　　　　　午前１０時２５分休憩
　　　　───────────────────────────────
　　　　　　　　　　　　　午前１０時４０分再開
○議長（村上　正広君）休憩前に引き続き、会議を再開いたします。
　引き続き、一般質問を行います。タブレット３ページ。
　８番、近藤仁志議員。
○議員（８番　近藤　仁志君）失礼します。ことしは比較的穏やかな冬であったと自分自
身は感じておるところではありますが、集中した豪雪により、町内では２件の雪が起因す
る死亡事故が発生し、御家族の方々には心よりお見舞いと御冥福を申し上げます。
　さて、中心地域整備のもと、かつて木材の集積地が人の集う場所へと大きく変貌を遂げ
ています。オープン間近の道の駅を初め、コンビニ、ホームセンターができ、従来のショ
ッピングセンター、役場、文化センター、そして生山駅、病院を結ぶ巡回バスも運行さ
れ、今後増便も予定されております。分譲地、住宅の整備も構想に入っているようです
し、日南町の顔としてますます整備が進み、にぎわいの創出にチャレンジされる姿勢は大
いに歓迎し期待するところであります。そんな中、町内の集落を守り、住民の生活不安や
困り事解消に貢献しているのがまちづくり協議会であり、また、農業生産法人を初めとす
る集落営農組織ではないかと考えております。そんな観点から示されました施政方針をあ
わせて今回の一般質問をさせていただきます。
　まず最初に、公民館を廃止され、まちづくり協議会が設置されて１０年が過ぎました。
公民館活動からまちづくり協議会に移行されたことには何らかのわけがあったと思います
が、日南町がまちづくり協議会に期待を寄せる活動とは本来何であるか、そして、今何で
あるか問いたいと思います。
　また、各課より、まちづくり協議会のほうへいろんな各委員の選考から各種調査依頼な
どが持ち込まれているのが現状です。中にはこんなことまでまち協でやらにゃあいけんだ
かやという声もよく聞きます。本来、まちづくり協議会が取り組むべき事柄かどうか中身
を精査し、担当課を一元化した上で流すことができないのかお伺いします。
　施政方針の中に鳥取県と日本財団によるプロジェクトが設けられ、日南町の中心地域の
公共交通、これと地域を結ぶ公共交通が県内３地域の選考モデルとして選定されたと示さ
れております。周辺地域にとって公共交通の整備は関心の高い事柄であり、今後の取り組
みに注視し期待するところでありますが、その内容と日南町のかかわり方はどうあるべき
と考えておられるのかお伺いいたしたいと思います。
　そして、町内には集落営農組織が数多くあります。営農組合、機械利用組合、中山間集
落協定、多面的機能支払いなどがあるわけですが、その中で農業生産法人は農地を守り続
ける意味において重要な役割を果たしていると考えております。今現在、日南町に何団体
法人が登録されているか、また、そのうち常時雇用されている団体は幾つあるのかお尋ね
します。
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　続きまして、このたびの施政方針の中で、町長の思いを強く感じたのが、イノベーショ
ンの追求についてです。イノベーションを怠る職員は必要ないと強い文言で職員に奮起を
促しておられます。実際、現場では、補助金の申請では大変世話になるが、出かけてくる
ことはまずないだけえというような声を多く聞きます。現場を知ること、肌で感じるこ
と、現状を学ぶこと、そして、疑問を持ち考えることがイノベーションには重要で最も基
本的なことではないかと考えますが、町長のお考えをお聞かせ願いたいと思います。ま
た、日南町の農政を語り考えるとき、農協や普及所と一緒に現場に出向き、農家の方々と
問題を共有することが求められておりますが、その点はどのようにお考えでしょうか。
　次に、道の駅の加工品開発、また販売についてお伺いします。道の駅も建物の全貌が見
えてきました。今後はその運営が問われるわけですが、それに向けた試食会を開催されて
おられます。出品者は個人、団体、何名あったか教えていただきたいと思います。また、
わかりましたらそのうちの出品数も教えていただけたらと思います。また、オープンした
後、道の駅に来られた人だけをターゲットにした加工品の販売には限界を感じます。道の
駅以外でも販売を考えておられるのか、そうなら、そのための道筋づくりを考えておられ
るのかお伺いしたいと思います。
　これで冒頭の質問を終わらせていただきます。
○議長（村上　正広君）執行部の答弁を求めます。
　増原町長。
○町長（増原　　聡君）近藤議員におかれましては、施政方針を踏まえた御質問、ありが
とうございます。
　まず、日南町の集落とその生活を守るためのまちづくり協議会でありますけども、平成
１７年から１８年度に設立された、まちづくり協議会、むらづくり協議会、１０年を迎え
ました。本当にこの間の活動実績に対して深く感謝を申し上げ、また、非常に大きな成果
があったというふうに思っとります。特に人口減少、高齢化がさらに加速する昨今、地域
における協議会の役割の大きさを感じてるところであります。御存じのとおり、平成１６
年度に作成した自立のための行財政改革基本方針において、住民参画による協働のまちづ
くりへの取り組みをまちの自立への道しるべの一つの柱として据え、行政と地域がそれぞ
れ課題を明らかにして、地域においては、創意工夫と責任で自立に向かって挑戦するとい
う意識の転換を期待しながら協働のまちづくりを展開をしていくとしております。
　町として協議会に期待してるという御質問でございますけども、これは、住民参画のま
ちづくりへの期待と協働の意識そのものを期待しており、どういう活動につなげていかれ
るのかその答えは地域の中にこそあると考えております。決して役場の下請というふうな
ものではないというふうに考えております。このため、本年より町としては、次世代の地
域リーダーの人材を養成するためのリーダー塾を計画するとともに、集落支援員の配置を
地域モデル的に強化するなど、地域の力を維持、強化するために、町民の皆様の声を伺い
ながら応援をしてまいります。その上で、各地域において、地域、住民自治の精神に基づ
き地域のあるべき姿を実現するための活動を展開していただきたいというふうに思っとり
ます。そのために、行政としてもできる限りの人的な、また金銭的な、物的な支援もして
まいりたいというふうに考えるところであります。
　続きまして、委員の選考を担当課に一元化できないかということにつきましては、本当
にこれはよく私どもも聞きます。いろいろな場でいろんな委員が出ておると。これについ
ては若干見直しをして自治会ごとだというものをまち協単位にしたりしたものもあります
けども、非常にたくさんあると思っております。ただ、やはり住民参画のまちづくりを推
進していくためには、町の方針や施策を検討する上で地域の皆さんの声を反映する仕組み
づくりが必要になります。そのためには、やはりある程度、各種委員の選出や調査への協
力等もお願いすることは少なからずあるというふうに考えております。現在も協議会への
依頼事項は企画課を通じて行うルールとしておりますが、今後も委員の選考時期の統一化
についての検討など、行政内での調整も含め地域の過剰な負担とならないように、また、
企画課が窓口となって調査と調整をしていくつもりにしております。
　ちょっと質問の順を飛ばしますが、職員に求めているイノベーション、いわゆる変革と
いうことについてであります。これにつきましても、この広報広聴というふうなところと
非常にかかわりがあるというふうに思っとります。確かにこの１０年間、まちづくり協議
会、むらづくり協議会におかれましては非常な成果がありました。ただ、一つ言えること
は、行政全てがある程度住民の中に入らずに、どちらかというとまちづくり協議会、むら
づくり協議会を通じて意見を聴取するその方々だけと話をするというふうなことがあった
んではないかなというふうに私は思っとります。３月の朝礼でも申しました。本当に住民
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の方々一人一人の意見を本当に聞いたことがあるのかと、どこどこどこかのまちづくり協
議会でこういう話があったということは、それはそれでいいとしても、やはりもっと住民
の中に入ってお話を聞くこと自体が職員の資質向上、そしてみずからの変革、意識のイノ
ベーションにつながるというふうなことを申し上げたところでありますので、この委員の
選考ということも単なる、やはりまちづくり協議会単位ではなくて、さまざまな老若男
女、それから世代というふうなものも勘案しながら、委員を求めていくということも必要
だというふうに思っとります。
　続きまして、県と日本財団による地域公共交通の関係でございます。昨年１１月１８
日、鳥取県と日本財団の間で締結されました共同プロジェクトにつきましては１１月の全
員協議会でも概要を説明しておりますが、平成２７年度から５年間で日本一のボランティ
ア先進県を目指した取り組みが始まっております。９項目の推進メニューの一つである中
山間地域の生活支援の取り組みの中で、日南町を含む３町村がモデルとして位置づけら
れ、日南町ではコンパクトビレッジ構想に基づく中心地域と周辺地域を結ぶ移動手段や、
地域への物、サービスの配送などの支援が想定されております。今後、日本財団では、４
月から担当職員が県庁内に常駐し、県関係の市町村と連携しながら、５年間で３０億とい
うふうに言われておりますけども、その支援事業を組み立て実施していくことになりま
す。支援内容等は今後の協議となりますが、日南町におきましては、町関係事業者、商工
福祉団体等と連携して支援事業の提案を行っていくことになるというふうに思っとりま
す。
　また、これに伴いまして、日南町では公共交通の現在のあり方、いわゆる今の路線とい
うのは日ノ丸バスが撤退した後の路線のそのままの路線を使っておりますし、中途社会実
験をしたこともありますし、なかなか利用もふえてない実態もございます。また、列車と
の接続が悪かったり、また病院等の利用であってはお昼からの便が少し少なくなっておっ
たり、また当然、大きなバスが空で走っておるというふうな実態も見受けられます。これ
についても調査を今いたしておりまして、これを、今年度中にまとめたものを提出したい
というふうに思っとります。できましたら、これにつきましても議会のみならず、まちづ
くり協議会、自治会長さんの会が４月か５月にいつも定例会に開かれております。これに
ついては、今までは予算というふうなものの説明をしておりましたけども、そういう形で
はなくて、こういうものの調査、報告をして、そして住民の方々にも考えていただきなが
ら御意見を伺うというふうな手法もとってまいりたいというふうに思っております。
　続きまして、町内の農業生産法人の状況でありますけども、農業生産法人は平成２７年
度設立の３法人を加えまして、町内には１５団体あります。その中で常時の雇用者がおら
れる団体は９団体であります。そして、先ほど一部答えました職員に求めているイノベー
ションでありますけども、施政方針でも述べておりますように、本年度の取り組みとして
ソフト事業にシフトしてやってまいります。その中で、やはり職員は農家のみならず、住
民と一緒になって活動をすることで本人の資質向上につながります。住民の皆様に教えて
いただくこと、そのことを知ることが大切であり、また、話す機会に感じること、話すこ
とで過去を学び地域の歴史を学び、そして未来への方向が探られるというふうに思っとり
ます。町民の皆様のアイデアを生かし、政策として考えることができるんだというふうに
思っとります。
　さらに、農協、普及所と日南町農政の問題を共有する必要性についてでありますけど
も、言い尽くされた言葉でありますが、農家の庭先に農政をの気持ちで現場に出向き、農
家のやる気を醸成していただくことは本当に必要だと感じております。これも先ほどの本
当に職員のイノベーションと同じ話であります。農家の皆様と一緒にやり遂げた達成感と
いうのは、私は職員冥利に尽きるというふうに思っております。建物や橋ではありません
ので姿は見えませんけども、人と人とのつながりというのは見えなくても信頼し合える形
でありますし、職員にとっては永遠の職員を行っている間の財産だろうというふうに思っ
とります。
　そういう中で、農業所得の目減りなどの中で、人・農地プランや中山間管理事業、中山
間地直接支払い、多面的機能支払い事業など、地域政策やがんばる農家プラン、６次産業
化支援事業など、これら補助事業というふうなものがたくさん非常にあって、それに忙殺
されてるというふうな部分もあろうというふうに思っとりますけども、当然、例えばがん
ばる農家プランというのは、ただ単に役場のほうに来ていただいてお話を聞くということ
だけではなくて、やはり現地に出向いて事業の必要性等も勘案する必要があるというふう
に思っとります。場合によっては農協や普及所と一体となって、現場に出向いて聞き取り
をするというふうなことも必要になってくるというふうに思っとります。そうしたことに
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より、より成果は上がってくるのだというふうに思っとります。
　これらの施策はまさに農家の庭先に農政をそのものであり、一人一人の農家の声を聞
き、求心力を高め、活路を見出していく１年としていきたいというふうに思っとりますの
で、農協や普及所と連携をした新しい日南町農政というものを考えていく必要があるとい
うふうに考えております。
　続きまして、道の駅オープンに向けて加工品の進捗状況とその後の対応でありますけど
も、試食品の試食会につきましては、第１回を２月５日と、第２回は２月２２日、そして
きょうもある予定でありますけども、日南町特産品の試食会、品評会を実施しておりま
す。目的といたしましては、日南町の加工品をふやす、レベルアップを図る、生産者と一
般の消費者との交流の場とすることにしました。第１回目では既存商品、第２回目では新
商品の品評会として、出品者は延べ、２回で、団体が９、個人が１３、４７品目の出品が
あっております。
　そして、オープン後の道の駅以外での販売の道筋についてでありますけども、加工品は
御承知のとおり、町内産品の特性を生かし姿形を変えることで賞味期限を延ばしたり収穫
時期と異なる時期に販売できる、または加工することによって付加価値をつけ、より高価
格の収益を得ることができるというふうに思っとります。そして、商品を売ることも大切
でありますが、もっと大事なことは商品をいかに売っていくかという販路ということであ
ります。道の駅がオープンしますとこれらの商品を展示販売をすることになります。加工
品というのは味が勝負と思われがちでありますが、その背景、地域誕生の物語、そのスト
ーリーというものも大切であります。商品が道の駅に集まってきますので多様な販路開発
が必要と感じております。そのような状況の中では道の駅の使命といたしましては、当然
その場で売ることも含め、商品の情報発信、販路確保が求められております。そこで、商
品化された加工品を流通に詳しい事業者とタイアップして、新たなインターネットやカタ
ログなどを活用した販売促進、そして各種キャンペーンとの抱き合わせなども進めてい
き、販路拡大を図っていきたいというふうに思っております。
　以上、近藤仁志議員の御質問に対する答弁とさせていただきます。
○議長（村上　正広君）再質問がありますか。
　８番、近藤仁志議員。
○議員（８番　近藤　仁志君）町長の答弁の中で、まちづくり協議会が役場の下請機関に
なってはいけないというような答弁があったわけですけど、実際、今、まちづくり協議会
の中の現場で声を聞きますと、役場の下請機関になっているんではないか。いろいろ先ほ
ど申しましたけど、会の役員の選定、要するに推薦であったらそれはできるわけですけど
も、結論まで出して選定をしていくという間、それから、また、各調査ものが配布されて
きているという現状を見ると、大変下請機関になっているんじゃないかという現場の声は
そういう気持ちでおられます。その辺は十分踏まえてほしいと思いますし、また、そうい
った会がたくさんあるということ、あり過ぎるということが大変、自分、懸念しておりま
す。それは人材不足、要するに高齢者になってそういった人材がなかなか育ってこないと
いう状況の中で、いろんな会ごとにその委員を、要するに選考依頼をされるわけです。そ
うすると、一つの会になった場合、次々充て職という形で、また次々その人に集中的に役
員が回ってくるわけです。１人何役もやっていかにゃあいけんというようなのが、今、現
状であります。要するにボランティア疲れが生じて、もうはなから役員になりたがらない
という人がたくさん出ておられます。その辺について何か考えておられることはありませ
んか。
○議長（村上　正広君）増原町長。
○町長（増原　　聡君）これは先ほど申しましたけども、やはりまちづくり協議会なりむ
らづくり協議会、それを通じて人を見ておる。逆に言うと、役場の職員がそこしか見てい
ないというふうなことだろうというふうに思っとります。そうしますと、必ずどうして
も、言葉として適切ではないかもしれませんけども、割と、まあしようがない、受けてや
ろうかというふうなことで、４つも５つも役職が回ってきて本当に疲れられるというふう
なことが出ております。
　やはり私は一番大事なことは、役場の職員あたりももっともっと直接住民の方々と話を
して、その方の本質というのをちゃんとわかれば、例えばその協議会を通さなくてもスポ
ット的にこの方にお願いをして、こういう方にお願いをしまして受けていただきましたと
いうことを、まち協なりに後から伝えるということでもいいというふうには思っておりま
す。やはりそういうふうに、日南町少なくなったとはいえ４，７００人の人材がおられる
わけでありますので、その人たちをうまく、やはり人を知ってある程度分散をしていく、
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そして適材適所を設けていくということをしないと、今のような形でまちづくり協議会や
自治会から推薦をお願いしますというふうな形ではない形での人材の募集というのをやっ
ていかないと、閉塞感というのは打破できないというふうに思っております。
○議長（村上　正広君）８番、近藤仁志議員。
○議員（８番　近藤　仁志君）そういった観点から、このたびリーダー養成塾というリー
ダー養成事業というのに取り組むというお考えのようですけど、実際、今、まちづくり協
議会でも若手の育成に関してはいろいろ苦心しながら鋭意努力しておられるのが現状であ
ります。そういう形で、先般もありましたけど、このリーダー養成塾に参加していただけ
る人を、またまち協のほうで探して選任して出してくれというようなことが恐らくあって
くると思います。それは当然協力はしますし、実際、今、現在、まち協でも若手の育成と
いうのには十分力を入れているところではありますけど、またこういった形で、３名、何
名出してくれというような形が来ることによって、また会長さんが各家を回って、何と、
おまえ、今度なってごさんか、なってごせんかというような現状、このたびもいろんな意
味でそういった会長さんが１人苦心をされた経緯もあるわけです。そういった関係で、こ
のリーダー養成塾というのがうまくいくためには、うまくやっていくためにはどういうよ
うな方針が、考えが、手順が大事であるかお伺いします。
○議長（村上　正広君）増原町長。
○町長（増原　　聡君）このリーダー養成塾というのは、私が今回予算化したわけではあ
りませんけども、企画課のほうで考えていただいたものでありますけども、実は御承知の
とおり、私が職員時代、平成１４年、１５年とリーダー塾というのをやらせていただきま
した。それは、まちづくり協議会というのをつくっていこうとする前段でありました。そ
のときも自治会等にもお願いをした経過がございますけども、ある程度スポット的に、私
の知ってる方の中でこういう方がリーダーとして適するんじゃないかなというふうなこと
も考えて直接お話をしたこともあります。そして、また女性の中からこういう方を出して
いただきたいという要請もさせていただきました。
　当然、先ほど話があったように、まちづくり協議会等にもお話をするというふうなこと
はあろうというふうに思っとりますけども、やはり一つには、職員自身がそういう次のリ
ーダーとなるべき人を探すといいますか、見つける目というのをやっぱり持っていかない
と、将来の日南町を担っていくような職員は生まれてこないというふうに思っております
ので、職員自身にもそういうふうな目を、視線で住民の方と接してもらいたい、そして、
そういう人を集めていただきたいというふうに思っております。
○議長（村上　正広君）８番、近藤仁志議員。
○議員（８番　近藤　仁志君）大変そのとおりだと思うわけですけど、実際問題、まちづ
くり協議会のほうの役員は大変高齢となっておりまして、なかなか若い方との接点も少な
いわけであります。そんな中であって、役場の職員の方は大いにまちづくり協議会の役員
よりも若い方がたくさんおられるわけでして、地元の若手と話も合うわけですし、そうい
った方々がもっと地元に出向いて、若手の意見を聞いたり、一緒に活動をやったり、企画
したりとするようなことが、まちづくり協議会のほうに協働というのを期待するというこ
とが答弁でありましたけど、こういったことが役場がまちづくり協議会と一緒にやってい
ける姿ではないかと思っております。何とかこういう形で日南町ができたらと期待してお
ります。
　それと、中心地域と周辺地域を結ぶ公共交通、大変、自分たちも、今、山上ですけど、
山上のほうでもどういった形で中心地域と結ぶ公共交通を考えていこうかという形で考え
ております。これが先般もありましたけど、いろんな問題があるわけですけど、スタッフ
の確保が一番の問題であるというようなお答えでしたけど、地元のできる人、要するにで
きるけど全容が見えていけない。残念ながら今勉強の段階ですので、十分なことはまち協
のほうでも対応できるわけではありませんけど、要するに周辺地域と中心地域を結ぶ公共
交通というのを、その理念であったり、その方法であったり、それから問題点と、いろん
な意味。そういったのはやっぱり役場関係者と協議しながら進めていくべきものであっ
て、これも協働の一端だと思うわけで、スタッフの確保ができたら次は考えたるわという
ような形でなしに、当初からいかに必要であるかということを住民の方に、もっと皆さん
方も頑張ったらこういう形でできるんだというのを示すような機会を持つことはできない
でしょうか。
○議長（村上　正広君）山中専門監。
○地方創生専門監（山中　慎一君）近藤議員の御質問にお答えいたします。
　先ほど近藤議員の御質問にもありましたように、まず、役場の役割というものと各地域
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の役割、２つあろうかと思っております。役場としては、今年度、公共交通調査というこ
とで、町内のあらゆる交通の問題点について洗いざらい今整理をさせていただいておりま
す。先ほど町長のほうからも話がありましたが、この調査結果をまとめた上で各地域を
我々が回り、いろいろと疑問点などを住民の方々にお示しをしたいと思います。それを踏
まえた上で、各地域としては、じゃあ、我々としてはどのような形でこの問題が解決でき
るのかというような御意見をいただきたいと思いますし、我々の考えとそういうような町
民のお声を合わせながら、よりよいものをつくっていきたいというふうに考えておりま
す。
○議長（村上　正広君）８番、近藤仁志議員。
○議員（８番　近藤　仁志君）今、役場の役割と住民の役割というのをおっしゃられまし
たけど、これ、相通ずるところ、要するに当初から、スタートする段階から相通ずる点も
あろうと思うわけです。ここは役場の役割であって、これは住民で何とかしなさいとい
う、それは当然あることはあると思います。でも、理念とか理想とかこうありたいとかい
う気持ちをぶつけるにはやはり、それは自分たちが夢を描いて、それを聞いてもらう人が
あって、それに対してこういう方法があるとか、そういうあれがあるとかいうのを、最
初、進めていく段階で夢を皆で共有するということが大事ではないかと思いますけど、そ
ういう形で進むことは考えておられませんでしょうか。
○議長（村上　正広君）山中専門監。
○地方創生専門監（山中　慎一君）最初から住民の方々と我々が一緒になって進めていく
っていうのは、私もそれが重要だと思っております。その点に関しましては、山上地域に
おかれましては先進的に、この前も勉強会を開催されまして、私もそこの場に参加させて
いただいたわけですけども、その場で今後の町内の交通のあり方というものも御説明させ
ていただき、その中でいろいろな意見も頂戴しました。各地域でもそういうような積極的
な勉強会を開催していただくということが我々としては必要かと思ってます。その観点で
私にもし出頭していただきたいとか、こういった全国の事例を紹介してほしいということ
でありましたら喜んで参加のほうをさせていただいておりますので、住民の皆様とよりよ
い意見交換をしていきたいというふうに思ってます。
○議長（村上　正広君）８番、近藤仁志議員。
○議員（８番　近藤　仁志君）大変期待をしております。特に周辺地域にあっては、中心
地域に出やすくなる環境が整ったら格段に周辺地域が住みやすくなるというのが事実であ
ります。買い物に出たり病院へ出たりするのに大変困っております。出ることは出ても今
度は帰る便がないだけんなかなかえらいわとか、病院に行ったらもう買い物ができない
と、そういった大変身につまされた生活の不安を感じておられる方がたくさんおられま
す。何とかこれを解消して周辺のほうでも住みやすい、日南町全体でどこにいても分け隔
てなく住みやすい環境が与えられるという状況をつくっていってほしいと思います。大い
に期待していきたいと思いますけど。
　そういった中で、先ほどの質問と重なる面もありますけど、役場の職員は人を使うのが
うまいと。これはちょっと皮肉っぽく、各あちこち聞き取りしました方々が申しておられ
ましたけど、要するに電話一本で人にものを頼んでしまうと、そういう姿勢を正してほし
いという意見がたくさんありましたが、その点についてはどうお考えでしょうか。
○議長（村上　正広君）増原町長。
○町長（増原　　聡君）確かにそういう面もあるというふうに思っております。反省すべ
き点もあるというふうに思っております。もっと言うともっとひどい職員になると、電話
もしなかってですね、文書１枚、紙切れ１枚でお願いをするという職員もおるやに聞いて
おります。そういうふうなところというのは、結果的には自分にやっぱりはね返ってくる
ということは、やっぱり私はそういうふうに、３月の朝礼でも言いました。そういうふう
なところをしっかり直していって、やはりできる限り直接お話をする。そして、ついでに
といいますか少し夢話をしながら、その自分の仕事のヒントを得ていくというふうなこと
が求められてるというふうに思っておりますので、できる限り役場の職員は使いやすいと
いうふうに変われるようにしていきたいと思っております。以上です。
○議長（村上　正広君）８番、近藤仁志議員。
○議員（８番　近藤　仁志君）先般のあれでありましたけど、人事考課がなされていると
いうことで、その人事考課の内容についてですけど、こういった現場に出て、出向いて歩
いて提案をしたりするのを、要するに事務処理が上手にできる職員。それから、現場に出
てちょっと変な話だけど無駄足でも、成果が形にあらわれないわけだけどそういう活動と
いうのがこれから先きめ細かさを求めるには重要になってくると思うんです。そういった
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意味で、この人事考課の中にそういった項目などが盛り込まれているのかいないのか、ち
ょっとお伺いします。
○議長（村上　正広君）増原町長。
○町長（増原　　聡君）例えば、地域担当職員という制度があるというふうに思っており
ます。みずから地域担当職員に手を挙げるという人間もおりますし、頼んでやる職員もお
ります。また、地域担当職員になっても、地域に出ないというふうなお声も聞く職員もあ
ります。そういう活動も当然、人事考課の中にも入っております。私は地方公務員という
のは、そういうものだろうと。地方公務員になったからには、地域の方々と一緒になって
活動していく、それも一つの役場だけの場ではなくて、地域でも活動すること自体が、当
然、人事考課の中に入ってくるというふうに思っておりますので、例えば自衛消防団や公
設消防に入っておるというふうなことも一つの例だというふうに思っておりますので、そ
のように考えております。
○議長（村上　正広君）８番、近藤仁志議員。
○議員（８番　近藤　仁志君）ある行政に携わってるちょっと年配の方ですけど、中堅ど
ころかな。の方にちょっと聞いたところ、要するに行政とは何をするかということで、先
ほど今、町長がおっしゃられたようなことでしたけど、どんなかけ離れた理想でも追い求
める使命を持たされているという気持ちで自分はかかわってると。そういった気持ちをこ
れから先持ち続けて、この日南町発展のために頑張っていただけることを期待しておりま
す。
　続きまして、法人のほうですけど、日南町にはたくさん集落営農組織があって、その中
で集落営農組織、単純な任意団体では農地を守っていく上にある程度限界があるわけでし
て、高齢になった今、町外に出られたり亡くなられた場合、小作契約が結べないという、
団体としてですね。そういった大変不確定要素が多くあって、県のほうでも法人の設立を
推進されているわけですけど。
　その法人の理念として、いろいろ２０年たった法人もありますし、また近年立った結成
した法人もあるわけですけれど、その大多数の法人が、要するに将来の集落の姿を見たと
きに、どうしてもこの集落を守っていくため、ある法人の方がおっしゃられましたけど、
なぜ法人をつくったか言うたら、隣の部落よりも１年でも長くこの集落を守っていくため
に法人をつくったと。そういった強い思いで結成に力を注いでおられます。
　そういった中で、常雇用の法人という方、いろんな法人によって形態によって、その問
題点は多々あろうと思いますけど、常雇用をされている法人にとって、夏は労働力は足り
ません。冬には労働力が余ります。そのアンバランスに大変苦慮しておられる法人がたく
さんあります。夏には部落、集落のほうの水路管理から農道管理、畦畔管理など委託され
てやっているわけですけど、冬の場合は、もうそれができないということで。夏は雇用し
たいけど、冬のことを考えたら雇用できない。冬のことを考えて雇用できないから、夏の
仕事にもやっぱり限定される面があるということで、大変困っておられます。
　そういったことをどんどん出かけていっていただいて、現場の声を拾っていただきたい
と思います。中には、知恵が足りないと本当悶々とした思いを、要するにリーダー、自分
に知恵がないからその解決策を見つけることができないという本当、何かな、自分の情け
なさを悔やまれておられました高齢のリーダーもおられましたけど。
　そういった中で、冬の仕事をかつてタケをつくってみようかというようなことがありま
したけど、やはりこの日南町にとってこの冬というのは大きな、農業法人にとってはハン
ディキャップなわけですけど、その辺の対策について検討されているのか。また、検討し
てみようではないかという考えをお持ちなのかお伺いしたいと思います。
○議長（村上　正広君）青葉農林課長。
○農林課長（青葉　誠也君）今、議員御指摘のとおり、夏と冬の法人としての経営形態に
問題があるということを伺ったわけですけれど、当然、日南町としてもやはり気象の条件
を考えますと同じことができないわけでございますし、特に、稲作を中心とした歴史がご
ざいまして、出来秋には稲は収穫をして終了という形になりますと、冬場にどんな作物を
つくっていくんだというようなこと、多々検討いたしておりまして、よくお話しするのは
やはり加工品を、冬場加工できるものを商品化していこうという話を進めたりして、６次
産業化の支援というような形もやっておりますし、もう一つは、今検討しておりますの
は、ＪＡとも話をしてなかなか難しいかもしれませんが、和牛繁殖を法人に経営の中に入
れてもらえないだろうかというようなことを検討いたしております。
　といいますのも、夏場は放牧という形がとれて、冬期間はやはり牛舎飼いということに
なりますけれども、そこの部分に雇用が発生してくるということ。それから、非常に和牛
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が現在価格帯が高いということもありまして、町内でもなかなか個人の農家さんも減って
おるという現状とあわせますと、法人に畜産経営というのもあるかなというようなお話し
合いは今進めておるところです。
○議長（村上　正広君）８番、近藤仁志議員。
○議員（８番　近藤　仁志君）そういった農業法人の問題点の中で、一つに大きな要因で
すけど、要するに米価の下落というのを大変心配されております。
　それとあわせましてＴＰＰ参加への不安。ＴＰＰが今後どうなるのか大変、見えてこな
いということで、大変心配されている経営者の方がたくさんおられます。国の施策による
ことで、この日南町としてどうしようもないという本当、もどかしさもあるわけですけ
ど、もう既にその風評被害も出てるんではないかというような感じもしとるわけです。こ
れも今までに、この議会の中でいろいろ話し合って、話も出てまいりましたけど、いま一
度改めて町長のＴＰＰに対する考え方、思いなどをちょっとお聞かせ願いたいと思いま
す。
○議長（村上　正広君）増原町長。
○町長（増原　　聡君）何度も申してますように、私どももＴＰＰについては反対であり
ます。これは農業だけに限らず、今よく農業だけの問題でＴＰＰを捉える方もおられます
けれども、医療、福祉、そして保険というふうな問題も絡んできておりまして、日本のい
わゆるさまざまな分野に影響を及ぼすいうふうなことになろうというふうに思っておりま
す。
　今、アメリカでは民主党と共和党のほうで、どちらの方もＴＰＰ、批准反対というふう
なことを言っとられますけども、これについてもどうなのかは実際にはわかりません。日
本政府としては、私としては早まったことをする必要はないというふうに思っております
ので、世界のいわゆる批准国の趨勢を見ながら考えるべきだろうというふうに思っており
ます。
　ただ、やはり米価も若干下がってきておるというのは確かでありますので、今回、日南
町では米の検査料を全額無料というふうにしたのは、やはり確かに金額としてはそんなに
大きな金額ではございませんけども、１袋あたりに対しては、ただ、先ほどあった農業生
産法人にとっては結構な金額になりますので、それを検査を受けることによって買いたた
きを防ぐという意味で、また最終的には日南町米の１等米比率、そしてブランド化という
ふうなことの向上というふうなことも含めて考えておるところであります。
○議長（村上　正広君）８番、近藤仁志議員。
○議員（８番　近藤　仁志君）それとあわせましてですけど、法人の経営やっていく上に
おいて、やはり収入というのは確保せにゃいけんと思うわけでして、このたび中山間直接
支払いのほうで１，０００万を超す減額補正がされたわけですけど、これを要するにその
１，０００万は日南町に入るべき、入る要素のあるお金がそこに何らかの要因、地元が主
な原因だろうと思いますけど、それが入らない、入ることがなかったというのを大変日南
町の農家にとって不運であった、もっと頑張ったらその１，０００万というお金がこの日
南町の農家の懐に入ったんではないかと思うんです。
　そういった昨年の補正で減額になった分を反省踏まえて、現場に出向いて現場の現状を
見て、あと何が足らないか。要するに、超急傾斜地の加算金を取るには、直売所に野菜を
出荷するか加工品開発をするか。それがゼロなら１でいいわけだし、今やっとるのがです
よ。今やってなかったら１すればいいし。今１やっとったら、１．１でいいわけなんです
よね。それが役場のほうから出向いて、ここを現状を見て、要するにあと、これが足りな
いからこれをしたらその集落協定の中では１０万単位のお金が、その協定に入ってくるわ
けですので。これをしたら、あとこれをしたら何がしのお金が入るんだというような指導
ができないか。直接あって、今現状を踏まえて、あと、ほんなら野菜を今まで消費しよっ
たやつを道の駅に出したらどうですかと。そうしたら、今までと同じことをやりながら何
万のお金が余分に入りますよというような指導をやっていくことは考えておられないでし
ょうか。
○議長（村上　正広君）青葉農林課長。
○農林課長（青葉　誠也君）中山間の直接支払いの制度は、うまく使うというようなこと
も踏まえて、農家の皆様方には制度説明はいたしておるという段階ではございますが、確
かに全ての協定の足並みがそろえば一番いいわけですけれども、それぞれの協定にも諸事
情もございますし、確かにこの程度、この段階までの努力でというようなところで協定を
結ばれた、もっと余力がある協定も中にはあるんじゃないかということを今のお話を聞き
ながら感じるところがございます。
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　それで、この協定も大体５年間の協定ということでございますけれども、今、初年度が
終わりまして、平成２８年度２年目となります。２年目の協定の変更を受け付けるのが、
大体６月末であります。６月末までに協定の制度設計、変更点を申請をしていただくとい
うような形になりますので、再度その土地の超急傾斜を捉まえて議論されとりますけれど
も、勾配については私どももある程度の把握をしておりますので、そういう協定に対し
て、先ほど要件というものをどうやったらクリアできるかということを再度御提案を申し
上げたいと思っております。
○議長（村上　正広君）８番、近藤仁志議員。
○議員（８番　近藤　仁志君）先般の会で笠木が事例発表という形で、超急傾斜地にも取
り組んだ事例として発表させていただきました。笠木でも２０ヘクタールで１５０万のお
金が余分に入ると。今までと何ら変わったことをするわけではないけど、１５０万のお金
がその部落に入ってくるという現状もあるわけです。そういった意味で、笠木のほうも、
要するに測量するにはどうしたらいいよ。それから、事務するにはどうしたらいいよ。も
し聞かれたら、当然自分たちも答えていきたいという認識を共有しとります、組織の中で
しておりますので、何とかして町内全員で直接支払いということで、えこひいきない誰も
がとれるということを、システムをつくっていけたらと思います。これからも農林課の取
り組みに期待するところでありますけど。
　最後に、道の駅の商品開発についてですけど、この商品開発に対して１５名９団体の試
食会の出品があったということで、４７品目のものがあったということを聞いておりま
す。その中には、腕試しのためであったり、当然金をもうけようとかいう気持ちは当然あ
ってほしいわけですけど、中には腕試しであったり、日南町が思いついたことだけ協力し
てやらにゃいけんないうていう思いを持って新たにグループを立ち上げたり、まち協のほ
うで取り組んだという、取り組んでおられるという事例もあるわけです。さまざまな思い
でこの道の駅に対して期待を持ったり夢を持って、自分たちの商品開発に投資をしてきて
おられるわけです。
　これで一番心配するのができた後、今までいろんな投資をしながらもやってきたわけで
すけど、これが思ったほど数が売れないという。要するに、その道の駅では評判はいいけ
ど販路がないから物が売れないというパターンって、結構この日南町にはあると思うんで
すよ。だけえ、そういった販路のシステムが、こういう形の売り方がありますよ。例え
ば、どこそこに大阪のほうには鳥取県のあれもありますし、東京のほうにはアンテナショ
ップもあるわけですけど、それ以外にいろんな形での人的なつながりがあったりして、ル
ートづくりをしておく必要ではないかと思うわけですけど、どうでしょうか。
○議長（村上　正広君）増原町長。
○町長（増原　　聡君）おっしゃるとおりだと思います。つくることよりも売ることのほ
うが大事、難しいというふうに思ってます。出口というものがないと、なかなか商品をつ
くってもというふうなことになってるというふうに思っておりますが、幸いにも日南町で
もトマトのジュースであったり加工品であったり、そういうものを例えばバームクーヘン
であったり。非常に売れて、例えばオッサンショウオのどら焼き等は品薄になって追加を
するというふうなことがあっとりますので、そういうふうな部分も含めて考えていきます
と、いろんな方法があると思ってます。
　特に、今はやはりインターネットというふうなものがありまして、きのうもちょっと民
放を見ておりましたら、「がっちりマンデー」というふうなものがあって、そういうふう
なところでネット販売をして３年間で主婦の方２人でありましたけども、１，０００万以
上の売り上げがあってるというふうなこともあっとりますので、そういうふうなうまく実
際、日南町でも寄せ木づくり等である程度生計が立っている方もおられますので、そうい
うふうなことも含めて、やはり新しい売り方というふうなものを考えていくということが
必要だろうというふうに思っております。
　ただ、これまでのように、今までのように例えばかつてやってましたように近鉄百貨店
に、某百貨店にはっぴを着て何人も職員が行って商工会も含めて行って、売ったお金より
も旅費が高かったというふうなことでは、やはりある意味ではＰＲ効果はあるかもしれま
せんけども、結果的には経済効果はないわけですので、やはりその経済効果ということを
やっぱり考えていかないとこれから先の農業なり商業なり、第６次産業化というのはやっ
ぱり無駄な投資に終わるんではないかと思っとりますので、その辺をしっかり道の駅の運
営会社や、いろんなセクションと協働しながら考えてまいりたいと思っております。
○議長（村上　正広君）８番、近藤仁志議員。
○議員（８番　近藤　仁志君）この商品開発にとっていろいろなグループ、個人があるわ
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けですけど、その多くの方は期待を持って、夢を持って、投資しておられるわけでありま
して。その中にあって、その体力のやっぱり弱い農家の方、一般の方。要するに、今、先
ほど成功事例としてトマトジュースであったりバームクーヘンなどを上げられましたけ
ど、そうでなしに個人などで商品開発された方は、とてもじゃないけど売るルートも手段
も持ち合わせておられないわけです。そういった意味において、役場のほうでできた商
品、当然きょうも品評会という形ですので、その中で品評ですので優劣がつくということ
でありますけど、その優のついた商品を売っちゃらあかというような課を持ってでもやっ
ていこうというような考えはお持ちでありませんか。
○議長（村上　正広君）増原町長。
○町長（増原　　聡君）売っちゃらあかというような課を設ける、ちょっとつもりは正直
言ってないんですけども、やはり私は、先ほどから農業というふうな話や林業というふう
なものに対して私は、商工費というのは非常に少ない日南町の中では部分だというふうに
思っております。この辺については、やはりもう少し金額も含めてやっていかないと、な
かなかただ単に精神論ではいけないというふうに思っておりますので、商工業の振興とい
うことも働き場の振興確保ということもあわせて必要だというふうに思っておりますの
で、その辺にも力を入れていきたいというふうに思っておりますので、また補正等もお願
いすることもあるかもしれませんが、御理解をいただきたいと思っております。
○議長（村上　正広君）８番、近藤仁志議員。
○議員（８番　近藤　仁志君）体力の弱い農家がこういった商品開発、今、道の駅に期待
をして商品開発に携わっておられるわけですけど、実際、この販売というのが今、成功事
例でインターネット販売等ありましたけど、それは多くのインターネット販売利用者の中
から、特にすぐれた方がピックアップされて、クローズアップされている現状だと思うわ
けで、大多数の方はなかなか思ったほどの成果が上がってないというのが実情ではないか
と考えております。
　そういった意味において、若干でも顔の見える販売、要するに対面販売、そういった昔
ながらの手法というのもやはり貴重なもんで、継続的にその営業、販売を続けていく上で
は、そのインターネットよりも顔が見える人柄が見える、そういった販売方法に力を少し
でも注いでほしいという思いが強いわけですけど、どうでしょうか、そういう取り組み
は。
○議長（村上　正広君）増原町長。
○町長（増原　　聡君）これまで続けております食のバザール等も新しく道の駅の駐車場
等でやるようにしておりますし、それよりももう少し小さいバザール的なものもやりたい
というふうに思っておりますので、当然対面的な販売、日南町を好きになっていただい
て、毎月でも来ていただけるというふうな体制というものも必要だというふうに思ってお
りますので、あらゆる方法の中で考えていきたいというふうに思っております。
○議長（村上　正広君）８番、近藤仁志議員。
○議員（８番　近藤　仁志君）今、商品開発をやってる方々が大変いろいろ人の評価を気
にしながら、またデザインを考えながら、十分検討されておられるわけですけど。これが
要するに、今まで何カ月、何年かけて開発されたものが思ったほど売れなかったというこ
と。要するに、物はいいけど売れないという。要するに、悪かったとき、町長が施政方針
でも示されておられますけど、煮えたら食わあやというような姿勢でなしに、自分から食
材を探してきて、火をたいて煮える努力した人が立ち行かなかったときの反動は、本当、
何もせにゃあよかったにという。人からも言われるし、自分も物すごく落ち込むことが
多々あろうと思うわけで。何とかそういったことのフォローを念頭に置いた取り組みもや
ってほしいわけですけど、そういったことはできないでしょうか。
○議長（村上　正広君）増原町長。
○町長（増原　　聡君）若干、ちょっと質問の意味がわからない部分があるんですけど
も、やはりいいものは売れると思うんですね。いいものをうまいぐあいにＰＲすれば。た
だ、やはり売れないものは例えば単価が高かったり、例えば製造原価が非常に高かって利
益率が少ないとかですね、そういうふうなことがあるわけです。それをやはり学んでいっ
て、努力をして成功するということでないといけないというふうに思っておりますので、
そういうやっぱり成功事例を一つでも二つでもつくって、それをまた皆さんがどんどん学
ばれて、成功事例を積み重ねていくということが大事だろうというふうに思っておりま
す。初めから失敗するかどうかということで考えて、町としては失敗したときはこんな方
法考えてますということはちょっとできないというふうに思っておりますので、ぜひとも
成功するような形でＰＲなり支援をしていきたいと思っております。
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○議長（村上　正広君）８番、近藤仁志議員。
○議員（８番　近藤　仁志君）ともあれ、道の駅が４月２２日にはオープンするわけであ
りまして、町民も不安と期待が入りまじってる声を聞くわけですけど。自分としては大い
にいろんな意味において、この道の駅は成功することを期待しております。そういう思い
を持って、一般質問を終わらせていただきます。
○議長（村上　正広君）関連質問がありますか。
　７番、坪倉勝幸議員。
○議員（７番　坪倉　勝幸君）農政推進に農協、普及所と連携をしていくと答弁がありま
した。当然のことなんですが、今度法改正によって制度が変わります。農業委員、そして
最適化推進員、これらのかかわりが非常に人と農地の問題を解決する上で重要になってく
ると思いますので、その辺との連携を町長としてもリードしていただきたいということ。
そして、エナジーにちなんもあわせて農政問題、後継者のアフターフォローとか述べてお
られますけども、お願いをしたいと思いますが。
　法人経営に和牛を、和牛経営を入れられるっていう発言がありましたが、これについて
は可能性を探る段階なのか、本気で推進していこうという段階なのかということと、基本
的に和牛を入れる。ほかの作物、加工などに比べて和牛を選択されたっていうことについ
て説明お願いします。
○議長（村上　正広君）青葉農林課長。
○農林課長（青葉　誠也君）和牛につきましては、各方面との協議の中で中山間地降雪地
帯において、仕事量の確保と経済に結びつくということを考えたときに、和牛というのは
１年中仕事をしながら所得が得れるということ。それから、法人がやっぱり常時雇用する
ときに夏場の仕事量と冬場の仕事量をつくっていくというときには、和牛がいいではない
かということをちょっと話をしまして、これはぜひとも検討しようというぐあいに……（
発言する者あり）はい。全て、今回、私の発言は現状を踏まえた検討段階でございますの
で、ただ、具体的にどこの法人でというところまではまだ決まっておりませんし、方向性
ということで御理解をいただきたいと思います。
○議長（村上　正広君）以上で、近藤仁志議員の一般質問を終わります。
　　　　───────────────────────────────
○議長（村上　正広君）次に、タブレット６ページ。
　１０番、久代安敏議員。
○議員（10番　久代　安敏君）私は、今期定例会に当面する町政の諸課題について質問い
たします。
　さて、やがて３月１１日を、また５年目の日を迎えようとしています。あの東日本大震
災、自然災害、そして原発被害、いまだに多くの人がふるさとに帰れない。このことは日
本の将来にとって大きな問題として積み残されています。きのうも日曜討論をやっており
ましたけども、ＮＨＫ。全く討論が討論になっていない。誰ひとりとして討論者が将来
に、あの原発事故をどうしようか、こういうふうに処理しようという明快な答えを出せな
い。それだけ原発というものが危険なものである。何も見えてこない。そういうふうに、
私はきのうのＮＨＫの日曜討論を見て感じました。
　さて、私は町政の問題と国の問題を絡めて関連いたしますので、当面する課題について
質問を行いますが、まず冒頭に同僚議員からもありましたように、１月２５日未明の民家
の裏山の崩落による３人の死傷者があった事故、これについて町長も再三申しておられま
すけども、町の責任を明確にしながら一日も早い復興を願っているものであります。
　さて、私は質問の第１番目に安倍政権が昨年９月１９日に安全保障関連法を強行採決し
てから、この３月で半年を迎えようとしています。そして、３月末にはこの法律が施行さ
れようとしています。こうした中で、今、開会されている国会にこの法案に反対した野党
５党が共同して、この法案、廃止法案を提出しています。
　この法律が３月２９日にも施行されようとしていますけども、この法律が施行されたら
ば真っ先に南スーダンのＰＫＯの活動で、今毒ガスとか化学兵器とかいろんなことで
３５０数名自衛隊員が派遣されていますけども、まさに殺し殺されることが現実になると
いうことで、一日も早い国会での審議。安倍総理は廃止することはあり得ないと言ってお
りますけども、国民の議論、世論を大きく盛り上げていって、本当にこの法律が平和安全
法制なのかと。憲法違反は明確であるということを私は思います。町長も今の解釈改憲の
この法律については、問題があるというようなことも再三申し上げておられますけども、
改めて今の国会の動きについて問うものであります。
　そして、今憲法の条文そのものを変えようとする安倍総理の明文改憲が国会でエスカレ
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ートしています。先日の参議院予算委員会では、在任中に憲法をなし遂げたいといって、
今度の参議院選挙での争点にしたいとはっきり言っています。憲法９９条は、首相を初め
閣僚、国会議員、裁判官、その他の公務員に対して憲法を尊重し、擁護する義務を課して
います。それは憲法が最高法規であり、全ての国家権力を制限する法として、憲法違反の
国家行為は無効であるからです。それに加え、９９条は公務員は憲法を積極的に支持、擁
護し、その理念の実現のために行動する義務を負うことを定められていて、地方公務員の
皆さんも必ず宣誓をしています。公務員が憲法を無視し、改憲を主張することはまさに憲
法９９条に真っ向から反し、その資格にかかわる問題ではないかと思います。
　国民の代表機関として改憲の発議権が与えられる国会の構成員である国会議員には、改
憲の主張が認められることがありますが、内閣の一員たる閣僚にはその権限はありませ
ん。安倍首相が繰り返す明文改憲発言はまさに立憲主義の確信的規定を確信犯的に踏みに
じるもので、まともな政治家の発言とは言えません。
　しかも安倍首相は昨年９月に強行した安保法制で憲法９条２項の戦力不保持規定のもと
で、海外での武力行使は許されないとしてきた長年の政府解釈を身勝手に変更し、アメリ
カの戦争に世界中で協力する体制を可能としました。このこと自体が許されざる９８条、
９９条の違反ではないでしょうか。その戦争法が３月末に施行されようとしている中、明
文改憲を繰り返し主張する姿勢は９９条への挑戦と言えるものです。
　また、自民党の改憲草案には、新しく９８条というのを設けて緊急事態条項を入れよう
としています。私は今回、平成２４年４月２７日に発表された自民党改憲案、これについ
てどのように考えておられるのか、これについても町長の見解を問いたいと思います。
　次に、ＴＰＰと地方創生についてただします。これも１２月議会でもお聞きをいたしま
した。しかし、その後ＴＰＰ３カ国、１２カ国で、２月４日に調印式が行われました。当
初、甘利経済財政政策担当大臣が出席する予定でしたが、１月２８日に辞任しました。こ
の批准の是非を問う国会審議はまだ始まっていません。１月２６日に県知事と、市町村長
とで意見交換会も行われています。やっと今翻訳されて、全文が約５，０００ページにも
及ぶ全文が明らかになってきて、これが明らかになってきたと同時に、これはもう国会決
議違反だと。中を見れば、７年後には改定を再交渉をすると。今、とりあえず重要５項目
については全面的な関税撤廃ではないけれども、再交渉するということが条文にうたわれ
ています。つまり、自民党はＴＰＰが例外なき関税撤廃ではないということが確認できた
から、ＴＰＰ交渉に参加するといったことの言いわけのために、目先に全面的な完全撤廃
ではないと、重要項目は、と言っているにすぎないと私は思います。
　そこで、県や国は農水省も出かけていって、いろいろ試算について発表しました。鳥取
県にも来られました。しかし、かつて３兆円も被害があると言われていた、まさに関税の
全面撤廃をすればそれだけ被害があるということでしたが、今回はほとんど影響がないと
いうふうに県も試算をしています。しかし、私はこれはその場しのぎの試算であって、本
当にそうなのかということを問いたいと思いますし、現実に日南町がどのようなＴＰＰで
の影響試算をされているのか伺います。
　ＴＰＰの中身は日南町の農業、合板の関税撤廃もありますから、おろちの例えばＬＶＬ
の製品等にも影響があるんです。そういうこと、林業、もちろんあります。確かに丸太は
関税ゼロですけども、合板は関税がかかっていました。これも撤廃するということにして
います。そして農業、林業だけでなく、先ほど町長も答弁でおっしゃってましたけども、
医療や保険、食の安全の問題、いわゆる遺伝子組み替えの食品、これはもう交渉に入るよ
うに条文の中でも明記されております。そうしたことから、大打撃となることは火を見る
よりも明らかだと思います。
　私は、この地方創生ということで向こう５年間、いろいろ役場の当局の皆さんが努力を
されて、事業計画もビジョンもつくられました。しかし、そうした地方創生の中身が本当
にこのＴＰＰで吹っ飛んでしまうんじゃないかと。現に昨年、一昨年の米価の下落はそれ
の証明です。もう所得がぐっと下がってます。１億７，５００万、例えばこの道の駅で総
売り上げをすると。もう既にその金額だけ所得が下がっているわけです。再三、私は言い
ますけども。いわゆる売れるものを売るとか、輸出をするとか言ってますけども、本当に
パイは小さく小さくしながら、本当に町民の全体の所得がふえるだろうかということを危
惧せざるを得ません。この点について、改めて町の見解を問いたいと思います。
　次に、同一労働同一賃金の問題です。これも政府が１億総活躍とか、女性活躍とかいろ
いろ言って、最低賃金の引き上げの問題も含めてこの今問題になってます。もともと
ＩＬＯが国際機関が是正指導を行ってきたのにもかかわらず、日本は同一労働同一賃金を
やっていなかった。特に、派遣労働者、非正規、この労働者がもう２０年前に比べてもう
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倍になっています。かつて２０年前には９５年、６年には、２０％だったいわゆる非正規
労働者が、今や４割近くになっているわけです。このことは単に民間企業だけでなく、役
場の中にあっても非正規労働者が非常に多いということになっています。賃金格差も拡大
しています。大体、正規職員と非正規労働者との賃金格差は、どのデータを見ても約倍半
分です。そういうことから、この町内の実態、労働実態調査ですね。かつて私聞いたこと
があるけども、ほとんど調査されていないと。一民間企業のことは、ハローワークではわ
かりますけども、なかなか雇用形態がわからないという答弁もかつてあったわけですけど
も、この点についてお聞きをしておきたいというふうに思います。
　次に、子育て支援です。保育料の全児童の無償化、これについては江府町や若桜町も日
南町もされますが、ことしから。県内では３町でその全面無償化ということで、大きく取
り組みが毎年進んでいます。その点については、歓迎をいたしたいと思いますけども、こ
の際、この小・中学校の学校給食を無償化をすることを検討されたらどうかということを
提案をしたいと思います。
　現に小・中学校の学校給食の完全無償化は、全国でも数カ所で行っている自治体があり
ます。もちろん児童数、生徒数が少ない自治体ですけども、私は子育て支援も本当にさら
に充実していくために、このことを提案をしたいと思います。
　以上で、私の一般質問を終わります。
○議長（村上　正広君）執行部の答弁を求めます。
　増原町長。
○町長（増原　　聡君）久代安敏議員の御質問にお答えします。
　日本国憲法についての、安全保障関連法についての見解でありますけども、これまで何
回も申しておりますように、憲法論議という本質的なものを行わず、周辺法で安全保障と
いうものを考えることは、まことに遺憾であるというふうに思っております。私が常々申
し上げておりますよう、日本国憲法の三大基軸である平和主義、国民主権、基本的人権の
尊重を踏まえた国民的議論が先行すべきだというふうに考えております。
　２番目に、自民党の改憲草案ということでございますが、私は一部は評価をしておりま
す。具体的には、自衛権を認めている点。これは９条の第２項でありますけども、これは
評価をしております。また、２４条で扶養の義務、最近子育ての放棄等もございますし、
親の扶養の放棄等もございますが、こういうふうなところの部分については、やはり憲法
でもしっかり明記すべきだというふうに私は評価をしております。
　ただ、例えば９条の自衛隊という名前を国防軍とするということは、果たしていかがな
ものかというふうに、私自身は個人的には思っております。既に自衛隊という名前は外国
ではジャパニーズ・アーミーというふうに言われとるわけでありまして、日本の中でも自
衛隊という言葉が既に数十年続いて、非常に親しみを持って呼ばれておりますので、それ
については必要がないというふうに思っております。
　また、天皇陛下を元首とすることを草案では定めておりますけども、私は最近の天皇陛
下のお言葉や、皇太子殿下のお言葉を考える中で、果たしてお二人とも、御両名とも元首
という立場を明記されることが、みずからお望みなのかということについては若干疑義を
持っておりますので、天皇陛下なり皇太子殿下のお気持ちというのをちゃんと確認すべき
だというふうに私は思っております。
　また、先ほどありますように、憲法というのを最高法規として位置づけて、自民党草案
でもおりますけども、国会議員の２分の１で改正できるというふうにしております。これ
では、やはり最高法規といって果たして言えるのか。普通の法規と全く変わらないわけで
ありまして、最高法規である意味がないというふうに私は思っております。
　また、司法への国会への関与、いわゆる国会の議決によって、いわゆる裁判官の給与等
を下げることができるというふうなこともうたってありますけども、こういうふうなこと
が三権分立という立場から、果たしていいのかというふうなことも思うところでありま
す。要は十把一からげで憲法草案、憲法を考えるのではなくて、一条、一条丁寧に国民的
議論を重ねていくべきだというふうに考えてるところであります。
　次に、ＴＰＰと地方創生についてと、日南町の影響でありますけども、国のほうの試算
というのは非常に影響が少ないというふうに言っておられます。主要な米については、
国、県とも影響はないと。そして、牛肉、豚肉については、輸入による価格低下を試算し
ましたけども、乳製品ではほとんど影響がない。鶏肉についても業務加工用肉で関税削減
率が価格低下すると試算していますけども、野菜についてはほぼ影響なしというふうに言
われておりまして、どちらかと言うと余り心配するなというふうな部分のほうが強いのか
なというふうに思っております。
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　しかし、本当にそうなのかというふうに思うわけでありまして、この辺についてはよく
注視をする必要があるというふうに思っております。
　そして、私どもはまたそれよりも心配しますのは、例えば農作物であれば、いわゆる遺
伝子操作というふうなものの、例えば輸入というふうなことを考えると、先ほどの福島の
話ではありませんけども、１０年、２０年とやはりそういうふうなものを食べ続けた結果
というふうなものがどのように害を及ぼすのかというふうな調査というのが、まだできて
いない状況なもの。そういうふうなものが、国の中にどんどん入ってくるというふうなこ
とのほうの危惧を覚えるものでございます。
　また、ＴＰＰにより医薬品や医療器械が安価になるという反面がありますが、その安全
性や、日本では国民皆保険制度が脅かされるのではないかと。いわゆる、アメリカ等は御
承知のとおり全員が保険に入るわけではなくて、お金持ちは入って。ひどい例では、保険
に入ってない方の患者がベッドごと公園に置かれたというふうな例も実際あったようであ
りますけども、いわゆる日本のすばらしい保険制度というのが、阻害されることになりは
しないかなというふうに思っております。
　したがいまして、本当に食の安全、そして医療の安全、そういうふうなものが脅かされ
るということでありますので、ただ単に安い輸入物が入る。日本からたくさん輸出ができ
るということだけで、判断できるものではないというふうに思っております。
　いわゆる、地方創生元年に向けて日南町でも農林産物を産業核とした働き場や、移住定
住の促進などを図っていくわけでありますので、そうした意味では、ＴＰＰと方向として
は逆な方向を進んでいかないと、やはり日南町の生き残っていく道はないのではないかと
いうふうに考えるところであります。
　そして、同一労働同一賃金についてでありますけども、職務給を採用すれば可能であり
ましょうが、現在の日本の主流であります職能給や年齢給、いわゆる例えば主事とか主任
とか課長とかというふうな職能給、そして年齢給。年がある程度たつと、子育て世代にな
ると、給料がある程度上がっていかないとなかなかやってけないというふうなことを考え
ると、私は現状では難しいというふうに思っています。
　そして、今回の同一労働同一賃金というのを政府は今言われているというのがあります
けども、それを言われてる方が、この場だったらいいと思いますけども、竹中平蔵さんと
いう小泉政権のときに、いわゆるアルバイトとかパートをどんどんしなさいと言った方
が、今叫ばれてるわけです。その狙いはなぜかというと、日本の高くなった賃金を全般的
に押し下げたいと。いわゆる正規雇用と非正規雇用の差が、たしか２倍ありますけども、
その２倍の差を縮めることによって、全体的に賃金を下げたいという、何か少しよこしま
な気持ちがあるのではないかなと個人的には考えておりまして、余りそういうふうなとこ
ろに話がいって、どういいますか、対立を生むというのはどうなのかなというふうに思っ
ております。
　町内の労働実態調査の結果っていうことでございますけども、全国で言いますと、２７
年度の平均値で非正規雇用の比率は３７．５％と、ここ数年は増加傾向にあります。いわ
ゆる、働いてる方の４割が非正規雇用だということになるわけです。
　そして、またもう一つは働いてる方の６５歳以上の比率が非常に高くなっていると。こ
れはいわゆる年金というのが目減りしてきて、物価も上がったり消費税も上がったりして
るわけですので、いわゆる高齢になった６５歳を過ぎても昔のようなリタイヤ生活をせず
に働かないと生活ができないということになっております。その方々はほとんど、やはり
パート、アルバイトというふうな雇用状況になっております。
　そして、平均賃金でいいますと、正規時給ベースで正規職員の時給ベースでは
１，９５８円、非正規ですと１，２５８円、これはまた最低賃金とは若干異なりますの
で、鳥取県あたりは全国でも最低賃金が低い形ですので、これよりもう少し下がっとると
いうふうに思っております。
　町内の状況ですけども、町単位全体で確認できる統計数値がありませんので、比較的規
模の大きな職場の状況を申し上げますと、非正規割合については役場関連職場及び日南病
院では約４割。日南福祉会で約３割、株式会社オロチで２割という状況であります。雇用
形態については、役場、日南病院では嘱託・臨時的雇用、オロチでは外国人研修生の雇用
やパート雇用、福祉会では嘱託、パート雇用となっております。非正規雇用の理由につい
てはさまざまではありますが、役場では公務職場ということもあり、定数管理や行革目標
値設定の中で正規職員に一定の枠が定められていること。オロチにおきましては、短時間
勤務希望によるパート雇用、福祉会においては夜勤ができないという形、勤務日数制限の
勤務条件や資格の有無などによって正規、非正規の差があるようであります。賃金につき
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ましては、先ほど把握できない部分もありますけども、役場で申しますと約２倍の賃金格
差があります。正規職員では、職階制により職務の難易度や責任が年々重くなるという性
質であり、同一労働という考え方にはならないというふうに思っております。また、病
院、福祉職場においても資格を有するという要因による給与差。オロチではパート職員と
の給与差ということで、それぞれ要因が考えられているというふうに思っております。
　そして、久代議員の子育て支援の小・中学校の学校給食費の無償についての提案であり
ますけども、後ほど教育長から答えさせていただきますけども、若干私から一言言わせて
いただきますと、私は保育料の無償化などは幼児教育の中で憲法２６条に沿うと考えてお
ります。いわゆる教育権というふうなものの中の一部だというふうに考えております。し
かし、小・中学生も含めた衣食住につきましては、民法８１８条の養育権及び親権にかか
わる義務というふうに考えておりますので、現在のところ給食費の無償化ということは考
えておりません。また詳しくは、教育長のほうから述べさせますので、よろしくお願いい
たします。
○議長（村上　正広君）丸山教育長。
○教育長（丸山　　悟君）久代安敏議員の御質問にお答えいたします。
　小・中学校の学校給食費を無償にすることの提案についてであります。先ほども町長が
冒頭申し上げられましたけども、無償化は考えていないということにつきましては、町の
執行部との統一した考え方でありますので、冒頭申し上げさせていただきます。
　学校給食法におきましては、学校給食の実施に必要な施設、設備に要する経費、学校給
食の運営に要する経費は、学校設置者の負担、その他の学校給食に必要な経費については
保護者の負担とするとされております。
　日南町では、給食費いわゆる食材費として、保護者の皆さんに必要最小限の負担をして
いただいておるのが現状であります。近年、消費税増税や食材の物価上昇が続く状況の中
において、地元食材の活用や献立の工夫等によってできる限り食料費を値上げせず、保護
者負担がふえないよう努めておるのが現状であります。
　また、経済的にお困りの家庭につきましては、就学援助制度において学校給食費の無償
化を行っておるのが現状であります。保護者の経済的な負担の軽減による子育て支援の充
実も必要であると考えておりますけども、食を通して教育をするという教育の目標を大切
にしながら、今後もさまざまな観点から論議していく必要があると考えております。した
がいまして、私は現時点では小・中学校の学校給食の無償化は考えておりません。今後、
その方向性については、教育委員会の会議や総合教育会議等々で議論を行っていきたいと
思っておりますので、よろしくお願いいたします。
○議長（村上　正広君）ただいま一般質問の途中でありますが、ここで暫時休憩をいたし
たいと思います。再開は、１３時１５分といたします。
　　　　　　　　　　　　　　午後０時１５分休憩
　　　　───────────────────────────────
　　　　　　　　　　　　　　午後１時１５分再開
○議長（村上　正広君）再開いたします。
　引き続き一般質問を行います。
　先ほど執行部の答弁まで終わっておりますので、再質問がありますか。
　１０番、久代安敏議員。
○議員（10番　久代　安敏君）まず最初に、安全保障の関連法。私は戦争法と言ってます
けども、これについて町長は憲法論議を十分行わずに、いわゆる周辺法で採決したことは
遺憾であるというふうに答弁されました。これはこれまでもそういう答弁を町長、繰り返
されていますので、今の昨年の９月１９日に参議院で強行採決されたその経過も含めて、
もっと議論をすべきであるということだと思います。
　そういう答弁をされる、私は理由の一つに戦後７０年、平和憲法のもとで国民主権や民
主主義、基本的人権の尊重を含めて、今の憲法が本当で、私も町長も同年配ですけども、
戦後１０年、昭和３０年、私は昭和３０年、町長は３１年ですけども、憲法施行後８年で
すかね、たって、七、八年たってからこの間ずっとこの憲法のもとで暮らしていて、本当
に何か不都合なことがあったのかということだと思うんです。やっぱり平和憲法のもとで
特に憲法９条の１項、２項のもとで、いわゆる交戦権の否認、そして軍隊を持たないと。
陸海空の兵力を保持しないと、戦力を保持しないということが、戦後の日本のそういう意
味で軍事費用を抑えながら、かつてはＧＤＰ１％以内とかそういうことも言われながら、
今やもう５兆円の軍事費になってきたわけだけども、その憲法のもとで暮らしてきて本当
に不都合な点があったのかという点をお聞きしたいと思いますが、どうでしょうか。
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○議長（村上　正広君）増原町長。
○町長（増原　　聡君）私も日本国憲法というのは、世界に冠たる憲法だというふうに思
っております。ただ、やはり時代というのは変わってきておるというふうに思っておりま
す。先ほど、私は自衛権を認めるべきだというふうに言いましたけども、憲法第９条を全
面的に、私は改正しろということは思っておりません。戦争の放棄というのはやはり必要
であります。ただ、戦力の不保持という話をしたときに、今の実際の航空自衛隊、海上自
衛隊、陸上自衛隊、この３つの自衛隊が戦力と言えないのかと。これはどう考えても世界
で大体８番目か７番目の軍事力を実際持ってるわけです。そういう事実をやはりちゃんと
憲法上に明記すべきだと、私は軍隊として名前はちょっと国防軍というのはいけませんけ
ども、軍力としてやはりちゃんと明記すべきだと。その上で自衛官等のスーダン等への派
兵等も、ＰＫＯ活動等も含めてちゃんとした身分保障を、そして遺族保障等を、それから
ＰＴＳＤ対策等もしっかりやるべきだというふうに私は思っております。現在のままで
は、そういうふうな全く憲法にそういうふうな幽霊のような形で世界で７番目か８番目の
軍事力の自衛隊という、実際には軍隊を幽霊のように扱うのは、私は大変自衛隊の方々に
対して失礼だろうというふうに思う次第であります。
　それともう１点、天皇陛下の元首という話については置かせていただきますけども、変
える中でやはり今、最近、とみに起きておりますが、児童虐待、そして子供の放置による
衰弱死、そして親等をどういいますか、見捨てるといいますか、うば捨て山のように放置
をしてのうのうと暮らす国民では、私は日本人はなかったというふうに思っております。
そういうのが儒教の中で、やはり日本の中の美徳であったというふうに思っております。
そういうふうな美徳がなくなった今、やはり憲法の中で扶養の義務というのも認めるべき
だろうというふうなところで、やはり若干の不都合ができてるというふうに思っておりま
すので、その辺については私の個人的な見解としては改正をすべきだというふうに思う次
第であります。
○議長（村上　正広君）１０番、久代安敏議員。
○議員（10番　久代　安敏君）わかりました。
　が、しかし、今の憲法はそのＰＫＯの今の問題も含めて、国際紛争を解決する手段とし
て永久にこれを放棄するという９条１項ですけども、この戦争の放棄がうたわれているわ
けです。それで今、南スーダンのＰＫＯのことで、早速３月２９日に施行されようとして
いるこのＰＫＯ法の改正ですよね。それに基づいて、具体的に戦死者が出るかもしれない
と言われているわけです。これは解釈の改憲によって武力を行使するという事態について
は、やっぱり正しくないというふうに思われませんでしょうか。要するに憲法をきっちり
と国民投票して変えた上でやるならいいけども、今のままでは問題であるという考え方を
確認させていただきます。
○議長（村上　正広君）増原町長。
○町長（増原　　聡君）私もそう思います。ですから、自衛隊を軍隊として認めるべきだ
というふうに思うわけであります。先ほど、ＰＫＯの話が出ました。スーダンで今、平成
１５年だったと思いますけども、自衛隊員が殉職した場合、たしか最高２，８００万円だ
ったというふうに思っております。しかし、それは最高位のいわゆる位であって、実際の
一般隊員、実際には矢面に立つ隊員ですけども、大体１，０００万だったというふうに思
っております。それだけの値段しか、値段といいますか、それだけの価値しか国が認めて
いなかったというふうに思っております。ＰＫＯが始まっていろいろなところに派兵がさ
れましたけど、派兵という言い方が正しいかどうかは別として、そのときに６，０００万
に変わりました。それは危険度が上がったということであります。そのときもやはり一般
の矢面に立つ隊員には、２，０００万程度であります。今回のＰＫＯ、特にスーダンは危
ないということで、特例で９，０００万までたしか上がっとるはずだというふうに思って
おります。しかし、やはり矢面に立つ隊員は、多分３，０００万程度だろうというふうに
思うわけであります。
　ですから、私はそういうふうなものを、いわゆる時の何かの危険度によって変えていく
というふうなことなり、行き先によって変えていって人の命が重たい軽いというようなこ
とは、非常に私はおかしいと思っております。
　従いまして、やはりそこはちゃんと法律として憲法の中で定めて、しっかりとした保障
をすべきだというのが私の考えでありますので、根本的には久代議員と考え方は同じであ
りますので、憲法論議をしっかりした上で改正するかしないかということを国民的な論議
をすべきだというふうに認識しております。
○議長（村上　正広君）１０番、久代安敏議員。

ページ(30)



日南町第２回定例28年３月７日
○議員（10番　久代　安敏君）もう１点お聞きしたいのは、日本の国際貢献ですよね。い
ろんな国際貢献の仕方があって、憲法で禁止されている交戦権を実際にやろうとしてい
る。本当に日本はこれまでいろんな形で医療を含めて、世界に貢献してきました。そうい
う平和的な手段によってこそ貢献する、それが私たち日本人の誇りではなかったかという
ふうに思うんですよね、さきの大戦の反省の上に立って。それが世界の人々からやっぱり
高く評価されたと。日本の人だったらＮＧＯの人たちも安心できると。自衛隊が来たら何
か身の危険を感じるというふうに、実際に現地で、いろんなアフガンやイラク等で支援し
ておられるＮＧＯの方が行っておられるわけです。軍隊を持たない、交戦権を行使しな
い、そういう国の国民だからこそ安心していられる。だから、日本にもそういうフランス
やドイツであったような世界であるテロにしても、やっぱりかつてなかったわけです。そ
ういうことこそ、やっぱり積極的に平和的な外交で生かしていくべきだと、それが私たち
にできる使命ではないかなというふうに思いますけど、その点を確認して憲法論議を終わ
りたいと思いますけど。
○議長（村上　正広君）増原町長。
○町長（増原　　聡君）私もそう思います。しかし、例えばどこの国とは申しませんけど
も、我が国が非常に戦後反省の上に立って、非常に経済復興等にも関与して、相当な賠償
金等も払い、そして協力をした国であっても、我が国固有の領土に対して既にもう基地化
されている国もあります。そして、我が国固有の領土についても違法に領海権を入られた
り、領空権、領海権について一方的な主張をされて国際裁判所に訴えましょうという話を
していても、それを聞いていただけない国もあります。そういう国に対して、やはり何ら
かのものは持たないと、ものといいますか、別に軍事と言っとりません。話し合うだけで
物事が解決するほど、今の国際情勢というのは言葉として失礼かもしれませんけど、甘く
ないし緊迫しておるというふうに思っております。
　ですから、逆に言えば、私はナチスドイツがワイマール憲法を世界で一番、当時第２次
世界大戦前に一番平等な憲法、いい憲法だと言われたワイマール憲法をナチスドイツが全
体主義のファシズムのほうに変えていったようなことをしてはいけないという気持ちは持
っておりますけども、ただ、一方的にそういうふうなものの中の正しいことさえ言ってお
れば、みんなが誰もが我々を支援してくれるんだという時代では、今はないのではないか
というふうな危機感を持っております。
○議長（村上　正広君）１０番、久代安敏議員。
○議員（10番　久代　安敏君）お互いの見解の平行線になるかとは思いますけども、やは
り、だからこそやっぱり平和外交、外交的努力。例えば北朝鮮のいわゆるミサイル、核実
験の問題にしても、中国の領海侵犯の問題にしても、６カ国協議の全てメンバー、ロシア
の千島の問題にしても、もう話し合いでしか私はやっぱり解決できないというふうに思う
んですよ。一旦武力を行使したら、もう取り返しのつかない事態になるということが十分
想定されます。だからこそ、未然に防ぐのはやっぱりこのアジア、北東アジアでいえば６
カ国協議をやっぱりきちっとやるべきだし、本当にそれに耳を傾けさせるような外交努力
が、今こそ求められていると。そこにやっぱり日本の進化があるじゃないかなと。なかな
か日本が、そういう意味ではイニシアチブをとれない状況にあるんですね。全てがアメリ
カの顔色を見て行動するというか、そういう状態ですから、日本の自主外交がないという
ふうに思いますので。私はその点を政府にも大いに進めていただきたいし、特にこの日本
海を挟んで近い国と争うようなことが決してあってはならないというふうに思います。
　それでは、続いてＴＰＰの問題に質問を移ります。ＴＰＰは日南町独自の影響試算は出
されて、数字としてなかなか出されません。といいますのは、政府も県もほとんど影響が
ないと、だけども実際にＴＰＰを先取りしたような、例えば低米価の問題ですよね。直接
ＴＰＰに基因していないとはいえ、もう既にアメリカから７万トン、それから、オースト
ラリアから８，４００トンですか、輸入するということになれば、日本のそれでなくても
ミニマムアクセスで輸入しているのに、それだけ米国やオーストラリアから入れば、必ず
米価はまた下がっていくわけですよ。それで、別枠にするというけども、それはまた餌米
等で必ず国内消費に回ってくるわけですから、今の米の問題にしても米価が下がってくる
というふうに思いますけども、そういう試算。
　それから、米だけでなくて例えばブロッコリーとかイチゴとかネギとかですね、これも
関税ゼロになるんですよ。即時廃止です。例えばブロッコリーなんかは鳥取県も主産地
で、県は大した影響はないというふうに言っているわけだけども、その点について担当課
として、もう少しより深くＴＰＰ協定の内容を調査していく必要があるじゃないかという
ふうに思いますけども、どうでしょうか。
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○議長（村上　正広君）青葉農林課長。
○農林課長（青葉　誠也君）ＴＰＰにつきましては、皆様の関心が非常に高いということ
は重々理解をいたしております。平成２５年に経営試算という形で議会のほうにも御報告
を申し上げた時期がございましたが、そのときに比べまして今回実際に議会議決まで求め
るような時期まで来まして、１２カ国の足並み的にやろうという話になった昨今ですね。
国はどういうぐあいに言ってきたかといいますと、出た答えはほとんど影響ないんだとい
うようなことでございます。
　特に、私どもの町で一番関心が高い米につきましても、今、議員御指摘のとおり影響が
ないと言いながら、全体的な供給が供給過多になるであろうと。アメリカ、オーストラリ
アというようなとこから入ってくるじゃないかというようなこと。このことは、私も国の
担当の方にもお聞きしたことがございますけれども、まず一つは輸入枠として設定をした
ということであるので、状況を見ないとなかなか直ちに入ってくるとは思えないというよ
うな表現をされました。
　それから、現実的に米価がどういう状況で推移するか、ちょっと疑義のあるところでご
ざいますけれども、輸入する側も国内の単価を見ながら輸入を多分してくるだろうと思っ
ておりますから、大きな変動がない限り国内生産が十分あれば輸入をすることはないであ
ろうというようなこともお聞きしました。
　ただただ、どういうことに、実際、私どもが数字として皆様に御提示できるものを今御
用意できないというのが現実でございまして、発動を将来、あと１年２年、２年以上かか
るんじゃないかというようなことも聞いてはおりますけれど、国内米価のほうの需要の動
向も見ながら、ＴＰＰの将来的な不安は重々感じてはおりますけれども、現状の国内米価
のほうをどちらかと言えば心配をしておるというようなことでございまして、答えとして
はなかなか数値を正確に捉え、皆様方に御報告できないということでございますので、よ
ろしくお願いします。
○議長（村上　正広君）１０番、久代安敏議員。
○議員（10番　久代　安敏君）当然、さっきも言いましたけども、輸入量がふえればだぶ
つくわけですよ。それで国内で新たに輸入枠を設けられた分は、国内で消費されますか
ら、どのような形であれ。一旦隔離すると政府は言いますけども、需給調整で。最後は市
場に出回るわけですから、米価は下がってくるというふうに思います。それで、平成３０
年には減反政策も廃止すると政府は言ってます。そうすると、なおさら米価は低米価にな
るということは明らかではないかと、私は非常に危惧してます。
　それで、一番大事な今の国会での批准、調印は２月４日にされたわけだけども、実際、
町長答弁でも言われましたアメリカも、いずれも民主党、共和党とも、本当はもっと多国
籍企業に有利のようにＴＰＰの中身を変えろというのが本心です。ですから、要するに再
交渉をする、１１月８日に大統領選挙があるわけだけども、それまでは国会は全然動かな
いと。議会は、アメリカは。それで、カナダも署名はしたけどもとても国内で、国会で批
准の見通しは全然立ってないということです。
　それで、ＴＰＰは８５％以上のＧＤＰのパーセントが必要であるし、６カ国以上が合意
しなければ、批准、条約が発行できないという状況なわけです。まだ国会にこの批准のた
めの法案も、批准の審議もまだできてないと。会期末が６月１日ですから、もうこれは、
もう国会の延長はあり得ませんから、参議院選挙の日にちも決まってますので。これから
このＴＰＰの中身が国民の間に知らされれば、大問題だというふうに私は感じられると思
うんです。
　といいますのが、先ほど質問の当初にも言いましたけども、一応今は関税を一部残した
と、重要５品目については一部は残したと。だがしかし、７年後には再交渉しますという
ことがうたわれているわけですよ。だから、目先は確かに関税は一部残したと、だけど米
も交渉ですからね。関税ゼロ、当初例外なき関税撤廃だと、ＴＰＰは。もともとそれでほ
かの４カ国、最初に４カ国はスタートしたんですから。もちろん一番ＧＤＰの多いアメリ
カも、最終的には例外なき関税撤廃だと。今はそういうふうにしとくけども、要するに日
本の国内対策で自民党政権があれだけＴＰＰには参加しない、ぶれないと言って２０１２
年のあの政権交代の年にうそつかない、ぶれない、ＴＰＰに参加しないといって、特に東
北を中心に、東北、北海道を中心にポスターをつくって大宣伝したわけですよ。よくよく
オバマと話ししたら、いや、例外なき関税撤廃ではありませんよということを言ったか
ら、一部にそういう形で残したけども、中身を今翻訳され、２月いつですか、２月の頭に
正式に全文翻訳されたんですよ。署名をするに当たってね。やっとそのときに翻訳が間に
合って、日本でも一生懸命政府も官僚の方が翻訳されたんですけども、その中身たるや本
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当に大変な中身になっています。私も知る範囲でそういう状況です。
　ですから、ＴＰＰはもう必ず７年後には全ての品目が関税撤廃になると言ってもいいほ
ど重要な、重大な中身になっているわけです。それがまだ国会の中で十分審議されてない
し、明らかにされてないから、政府も今の時点では影響試算はほとんどないと、影響はな
いという言い方をしているんですね。だけども、その場だけの国民への言い分であって、
大変恐ろしい中身になっていると。だから、私は日南町がいろんなことで頑張っても、そ
れは確かに和牛は今高どまりしてますけども、かつてウルグアイラウンド、９５年のね、
あれからずっと農家数は減り、米価はあの当時３０キロで１万円近くしてましたけども、
今や５，０００円でしょう。そういう状態に下がってきているわけですよ。輸入自由化し
たら、必ず国内の農業が衰退するということは、これまでの教訓からはっきりしていると
思うんです。
　私は町長はＴＰＰには反対だとずっと言われます。大事なことは、今、協定の中身をも
っと町民にやっぱり知らせていくことだというふうに思うんですね。国会の審議に当たっ
ては、国会決議に違反しているんじゃないかということもやっぱり声を大きくしていって
ほしいというふうに思うんです。どうでしょうか。
○議長（村上　正広君）増原町長。
○町長（増原　　聡君）ＴＰＰに関しましては、私は民主党の菅、野田政権時代に菅直
人、当時の総理大臣が突然に言い出したような気がいたしております、正直なところ。早
く加わらないと、ＴＰＰの権利がなくなるんだというふうなことで出てきたような気がし
ます。そして、自民党政権に変わった中でも先ほどあったように、ＴＰＰ反対だ。主要５
品目については絶対輸入をしないというふうな話をして、一番反対だった急先鋒だった山
田さんが、たしか農林水産大臣になって、逆になった途端にＴＰＰを強行に推し進めたと
いうふうな認識は持っております。また今やめられましたら、また反対だというふうなこ
とも言っておられますけども、やっぱり今言われますように、ＴＰＰ自体の中身がつい最
近になってやっと翻訳されたと。交渉、それまではずっと交渉事だから交渉事というのは
隠す、隠すというのは悪いけども、手のうちを見せるもんじゃないというふうなことで全
然出てきておりませんでした。
　私は、先ほど申しましたように、確かに米の問題も大事でありますけども、まだまださ
まざまな保険であるとか医療であるとか、人の命にかかわる問題もまだまだ大きくクロー
ズアップされるもんだろうというふうに思っております。それを、やはり私は説明すべき
は、町民に説明して、日南町が一つだけではなくて、やっぱり国民運動として国民全体が
やっぱり反対をしていかないとこういうものについてはなし崩しに影響がない、影響がな
いという話で、知らぬ間に物事が決まっていくことだろうというふうに思っておりますの
で、そのような形で政府や、やはり町村会やさまざまなところを通じて、早くこういうも
のについてわかりやすい制度のものをつくって周知をすることが大事だろうというふうに
思っております。
　また、多分また７年後という話をしても、また多分その間に実際には７年という話もど
うなるかわかりませんので、その辺についてもやはりしっかり検討すべきだというふうに
思っております。
　根本的にはＴＰＰというのはやはり都市部の、言葉として失礼ですけども都市部の国会
議員の方々が主に賛成をされとるという、どうもやはり工業製品、その他の貿易品目の輸
出をふやしたい。農業生産物等については、ＧＤＰの何％しかないものだから、そんなに
影響がないというふうな考え方だろうというふうに思いますけども、ただ、それだけでは
ない国民の命にかかわる問題だというふうに思っておりますので、やっぱり国民的な理解
が必要だというふうには思っております。
○議長（村上　正広君）１０番、久代安敏議員。
○議員（10番　久代　安敏君）とにかく、このＴＰＰは行き着く先は関税の完全な撤廃だ
ということです。だから、それをひた隠しするために、守るべきは守ったといって当面の
ことを関税で一定程度残してますけども、条文の中にはっきりそういうことも書いてあり
ますので、やっぱり今後私たちも国会審議も含めて、注視していく必要があると。急い
で、何ら、日本がね、先んじて批准もする必要ないし、現にアメリカはもう大統領選ある
いはカナダにしたって、本当に批准されるかどうかもわからないという状況ですので、こ
の点についてはやっぱり問題をさらに明らかにしていって、みんなで本当に地域、農村を
守っていくために取り組みを強めていく、そのことが大事じゃないかなということを申し
上げておきたいというふうに思います。
　それで、次に同一労働同一賃金の問題です。いろいろと職場の状況の実態についても答
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弁がありました。それで、特に日南町役場の場合でも、やっぱり正職員と非正職員で、例
えば、先般議決した期末手当ですよね。そういうものの手当についても正職員より、いわ
ゆる非正規といいますか、臨時職員等の賃金手当の格差が大きいから、それがやっぱり年
収に反映してくるわけですよね、平均月収に。ですから、確かに責任はやっぱり正職員と
臨時職員とでは、それは責任の差は一定あるかもしれません。ただし、仕事の中身はやっ
ぱりたとえ臨時雇いであってでも、それなりの仕事を地方公務員に準じて仕事をやってい
るわけですから、それは手当等での格差を縮めるような給与体系をやっぱり検討すべきじ
ゃないかというふうに思いますが、どうでしょうか。
○議長（村上　正広君）増原町長。
○町長（増原　　聡君）一見、同じ仕事をしたら同じ賃金をもらうべきだというふうなこ
とは至極当然のように思えるわけでありますけども、先ほど申しました、例えば先ほどの
質問にもありました、例えば勤務評定の中で地域活動、そういうふうなものに対してどう
なのかというふうな話も含めてくれば、やはり正規職員と非常勤の職員とは違うというふ
うに思っております。先般の災害時でも、やはり正規職員は深夜にかかわらず災害現場に
出てボランティアをしてくれたり、いろいろな活動もしてくれたりもしておりますので、
当然違うというふうに思っております。
　民間で申しますと、いわゆる民間といいますか、役場でも申しましても例えばこんなこ
とを申すと組合のほうに叱られるかもしれませんけども、８時間労働といいながら実際役
場でもサービス残業というふうなものがある程度ないとは言えないというふうに思ってお
ります。そういうふうな面での時間的制約というふうなものがありますし、先ほど申しま
すようにさまざまな災害時等には出ないといけない。そして、日常の業務だけではなく
て、例えば出張であるとか、それから研修、そういうふうなものにも参加しないといけな
い。当然、その地域のいろいろな行事等にも率先をして参加しないと、よく言われますこ
とに、役場の職員の参加が少なかったというふうなことはよく言われるところでありま
す。
　そして、それともう１点は、どうしてそういうことが必要なのかといいますと、いわゆ
る役場の正規職員というのはやはり幹部候補生だと、私は思っております。将来は町を担
わないといけない人間だと。それは仕事としてであります。決して私は臨時の方々が町を
担っていないとは言っとりませんけども、ある意味では役場の正職員というのは幹部候補
生であって、将来的にはそういうふうな監督する立場につかないといけないという使命、
そして向上心を持つ必要があるというふうに思っております。
　また、ある意味では団結であるとか、そして共同体的な、運命共同体的な意識を持つ必
要があるというふうに思っております。発言の一つについても、例えば日南町の、こんな
ことを言いますと、また当たる職員もおるかもしれませんけども、やはり日南町で生まれ
た職員が例えば町外に出て住むと、やはりそれに対しては非難を言われ、憲法上では当然
居住の自由があるわけでありますけども、やはりそういうふうなプレッシャー、そういう
ふうなものも当然感じてくるわけであります。
　また、人事で言いますと、ローテーションということがあって、人事の中でも異動とい
うふうな言葉があります。場合によっては、これまでもあったように例えば保育園職場か
ら一般職へ移されたり、そういうふうなこともあるというふうに思っております。
　また、正職員、正職員というのは終身雇用でありますので、ある意味では共同体的なも
のにかかわります。そうしたことでは、ある意味では町への忠誠心であるとか、町への忠
誠心というふうなものを持たないといけないというふうに思っております。そうした場合
には、場合によっては、自分の心の思うところとは違う行動、そして発言もしないといけ
ない場合もあるわけであります。そういうふうなことを考えていくと、ある意味では若干
の差はあって仕方がないというふうなところが、日本的経営の中ではあるんではないでし
ょうか。
　確かにアメリカンスタンダードというふうなことがあって、終身雇用というふうなこと
を廃止したりしたことがあって、小泉政権のときにそういうふうなことが非常にありまし
たけども、逆にそのときに出てきた言葉は最近になったときには日本型の終身雇用がよか
ったというふうに言われるわけであります。
　当然、今言いました賃金の差というふうなものについては、今回も臨時さんの給与等に
ついて、見直しをして、臨時さんの中でも高い方では２０万円程度というふうなところに
持っていった方もおられますし、時間給についても職員よりもアップ率を上げております
ので、できる限りそういうふうなことはやっていきたいというふうに思っておりますけど
も、正社員、正職員を育成して、管理職にするということが一つの大きな目標になっとり
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ますので、そういうふうな面では、職能制というふうなことでいうと仕方がない面が一部
あるのかなというふうには思っております。
　ただ、ＩＬＯとか世界的な動きの中での、ついての例えば同じ能力を持った人間で、同
じ形で例えば能力が高いのでその人を例えば職能制にするのであれば、私どもとすればま
た別途、臨時なりそういう方々の試験というのを、別途考えていかないと今のまま何年か
臨時職員さんでおられましたから給料を上げるということにはならないというふうに思っ
ておりますので、そういうふうな時代なりそういうふうな風潮になってくれば、そういう
試験も考えてみたいというふうに思っております。
○議長（村上　正広君）１０番、久代安敏議員。
○議員（10番　久代　安敏君）今、町長が答弁されたことは、私は正職員であろうが臨時
職員であろうが、誰もが地方自治体の仕事につく基本的な姿勢だと思うんですよ。確かに
責任の度合いが違うとおっしゃるけども、やっぱり全職員で取り組むという姿勢は正職員
であろうが、臨時であろうが、関係ないと思うんですよ。やっぱりそこは、やっぱり誰も
が持っていなくちゃ、むしろ職場内で格差、意識的な待遇の違いが意識的な格差を生むよ
うな、私はそういう考え方はどうも納得できません。誰もで一緒にやるんだと。
　私は言いたいのは、やっぱり余りにも格差があり過ぎるじゃないかと。それは基本給で
するか、手当でするかはそれなりの手法があると思うけども、やっぱりそこを考えない
と、役場の職員全体がうまく育っていかないではないかと。うまく機能していかないでは
ないかというふうに思うんです。
　よく臨時職員をいろんな形で雇用されます。今回も新しく移住相談員なんか雇用されま
すけども、臨時でですね、１年間。大体こういう仕事を臨時で１年間、しかも１４万
２，８００円。大体、せめて役場の平均職員のぐらいのきちっとした報酬を払わないと、
やっぱり基本的には労働の対価として見られるわけだから、ちょっとそれは考えなくちゃ
いけないじゃないかというふうに思います。県のように何万も１日出して、コーディネー
ター雇うような、ああいう突拍子なことはもうしてほしくないけども、せめて職員の平均
賃金ぐらいのことは手当てされないと、そういう真剣に相談員として働きたいと、日南町
のために頑張りたいということにはならないじゃないかというふうに思うんですけども、
どうでしょうか。
○議長（村上　正広君）増原町長。
○町長（増原　　聡君）やはり先ほど申しましたように、外国は職務級という形をとっと
ります。いわゆるこういう仕事をすれば幾ら、例えば学校の校長先生なら幾らと、それか
ら例えば役場のスタッフなら幾らと。日本の場合には、先ほど申しますように、例えばい
ろんな勤務評定によって上がっていって主事になる、例えば課長になる、課長と主事とで
は給料が違う。そして年齢によっても、例えば２０歳で２年目の方と、例えば５０歳の方
と給料は違うというふうなものをとっとります。それを全く無視をするということはでき
ないというふうに思っております。
　それと同じ話でありまして、今のそういうふうな話で、例えば当然、今言われましたよ
うに、臨時の方にも一緒になって、総力戦でやらないけんわけですので、久代議員が言わ
れるように、誰もが同じ意識を持ってやっていかないけんのは当然でありますけども、た
だ、そういうふうな給料体系をとるのであれば、やはりもう少しちょっと違った形の採用
方法をとらないと、今の採用方法の中でそういうふうな職務級というふうなものを払うこ
とはなかなか困難ではないかなというふうに思っております。
　ただ、先ほど、この間、坪倉議員さんのほうからもたしか予算か何かのときにあったと
思いますけども、いわゆる、例えば定住相談員等に１４万８，０００円ですか、本当にそ
ういう効果が得られるのかというふうな質問がたしかあったというふうに思っております
けど、例えばインセンティブ、例えば１件成功すれば何とかとかいう話もあるわけですけ
ども、ただ、なかなか最初からぽんとこの人は、私は県の先ほどの話の、私はこれだけの
仕事をしますから１日７万円もらっても当たり前ですという方はなかなか日本にはおられ
ません、正直なところ。それに対して、我々が、じゃあ、７万払いましょうと、議会で私
たちも、町長よりも高い給料払って雇いましょうということはなかなか踏み切れない。や
っぱり瀬踏みをしながらそういうふうな方がおられて、本当に上がってくれば、やはり
２０万でも、それは３０万でも私はいいと思ってますけども、ただ、やっぱりなかなか最
初から、そこはできかねるというのが難しいところであるというふうに思っております。
　したがいまして、私、先ほど申しますように、日南町の臨時の方々でも一生懸命頑張っ
て本当に職員と変わらない方々については、確かに職員よりは安いですけども、ボーナス
に差をつけたり、給料に差をつけたりしながら、それなりに人事考課というものをして、

ページ(35)



日南町第２回定例28年３月７日
周辺の町村の臨時の方々からすると相当高い給料もお支払いしておるというふうに思って
おります。確かに職員よりは安いということについては否めませんけども、できる限りの
ことは、私どもとすれば、一生懸命頑張ってる方々は職員も同じでありますけども、臨時
だろうと嘱託の方であろうと、それなりの給料というものをお示しして、頑張っていただ
こうという気持ちは同じであります。
○議長（村上　正広君）１０番、久代安敏議員。
○議員（10番　久代　安敏君）新しいそういう移住相談員とか、いろいろ募集されます、
その都度。これは県も一緒で臨時職員いっぱい募集されます、嫌というほど。何でこれ正
規職員で何年も勤めてもらわないのかという募集をしょっちゅうやってます。私はやっぱ
り本当に自治体もそういう意味ではある意味すばらしい理念を持ってるけども、なかなか
実態が伴っていない、労働の実態が。やっぱりきちっと終身雇用ということもですけど、
本当にその職場で働きたいという人は、やっぱり正職員できちっと待遇すると、人がやっ
ぱり町を育てるわけだから、そのことが必要だというふうに思います。
　特に教育の分野でも非常勤の教員、私、あるところへ行きましたけれども、生活保護の
対象になるほど低いという時間講師もおられるんですよ。あっち行って１時間幾ら、ここ
の高校に行って幾ら。後先ばっかりして、１時間の単価は決まってるわけですから、そう
いう雇用の仕方が教育の世界でも広がっているので、やっぱりこの非正規労働の問題含め
て、本当に１人の人間として、人間の尊厳を守っていくような雇用の仕方もやっぱり変え
ていくべきだと、それはやっぱり官から率先してやってほしいというふうに思いますの
で、その点をこれからも真剣に検討していただきたいというふうに思います。
　最後に、子育て支援の関連で、保育料はその形で無料にされたと。学校給食を無償化に
したらと言ったら、答弁で憲法２６条ということをおっしゃいましたけども、確かに教育
の無償というだけではありませんが、例えば保育については給食も含めて無料なわけです
よね。この民法の論で言われれば、やっぱり学校給食法に基づいて給食がなされたわけで
す。戦後、確かに貧しい中で誰もに安心して昼食、昼御飯をしようということが出発点で
した。最初に申し上げたように、全国では無償の自治体もあるわけです。そこまで踏み込
んだ自治体もあるわけです。これも子育て支援の、教育の支援の一つだというふうに思い
ますので、この民法には直接私は関係ないというふうに思いますが、どうでしょうか。
○議長（村上　正広君）増原町長。
○町長（増原　　聡君）最初の質問の中で久代議員は公務員は法を守るべきだというふう
におっしゃいました。私もそう思っております。学校教育法の学校給食法という法律がわ
ざわざ定めてありまして、いろんなものについては行政がすべきだけども、原材料の部分
については保護者の負担によるべきだというふうにわざわざ定めてあるわけです。
○議員（10番　久代　安敏君）それはよるべきという文言の捉え方。
○町長（増原　　聡君）そういうふうなものは、やはり理由があるわけです。根本的にい
うと、民法８１８条の扶養の義務というふうなことがあるわけです。やはりそういうふう
なものをどんどんどんどんないがしろにしていくと、今のように、今の全部の保護者がそ
うとは言いません。本当に一部の保護者でありますけども、無国籍の日本人であったり、
そういうふうなこともあるわけですけども、例えば学校にも行かせなかったり、そして児
童の検査も受けなかったり、食事も与えなかったり、そういう事例が出てきているという
のは、私は一つには全てが行政なんだというふうな話の中の気持ちが少し行き過ぎてるん
ではないかと。それがひとつ、私が先ほど申しました自由民主党の憲法草案の中の扶養の
部分というのは必要ではないかと言ったのは、やっぱりそういうふうなところが少しあら
われてるのではないかというふうに思っております。
　確かに教育長が言うように、給食というのも確かに学校の中の一部で、食育という言葉
もあるわけですけども、ただ、そう言いながら学校の給食法の中でわざわざそこのことが
定義してあるということは、国の考え方としてそこの部分は貧しい時代から、正直言っ
て、久代議員が言われたように、戦後の貧しい時代から何とか栄養をというふうな、栄養
のバランスが悪かった、そういう時代から学校給食法がそうしてあったというのは日本人
の、例えば、これは本当に言葉として適切でないかもしれないけども、自分たちは我慢を
してでも子供たちに何とか食べさせたい、自分たちはちょっと着るものがあれしても、何
とか我慢して子供たちを育てたいと、そういう気持ちがやっぱり私は今の子供たちを育て
る一つのいい意味のものだというふうに思っておりますし、私自身や、多分久代議員も同
じだというふうに思っておりますけども、そういうふうに育てられたから、我々はそうい
うふうな気持ちを持って親に対したり家族に対して感謝の念を持つのだろうというふうに
私は思っておりますので、全て行政が負担をして学校任せ、行政任せというふうなことに
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はしたくないというふうに思っております。
○議長（村上　正広君）１０番、久代安敏議員。
○議員（10番　久代　安敏君）全て学校任せということで私はないと思うし、学校給食法
は、確かに施設は公費で、食材は親がということをうたっていますが、別に出してはいけ
ないということは条項には書いてないと思いますので、その点は確認をしてほしいと思い
ます、必ず親が負担すべきだという書き方ではないと思いますので。
　先ほど……。時間がなくなりました。保育も食事をするわけだから、考え方は同じだと
いう考えです。
　以上で質問を終わります。
○議長（村上　正広君）答弁いいですか。よろしい。
○議員（10番　久代　安敏君）答弁してもらってもいいけど、教育長かな、町長か。
○議長（村上　正広君）増原町長。
○町長（増原　　聡君）こういうふうに書かれております。学校、先ほどの前段は学校経
営設置者の負担、その他の学校給食に必要な経費については保護者の負担とするというふ
うに書かれておりますので、そうではなくて、負担とするというふうにちゃんと明言して
ありますので、御理解をいただきたいと思っております。
○議長（村上　正広君）関連質問がありますか。
　　　　　　　　　　　　　〔「なし」と呼ぶ者あり〕
○議長（村上　正広君）以上で久代安敏議員の一般質問を終わります。
　　　　───────────────────────────────
○議長（村上　正広君）タブレット８ページ、４番、古都勝人議員。
○議員（４番　古都　勝人君）冒頭の挨拶を考えておりましたが、同僚議員と同じ内容で
ございました。割愛して御挨拶を申し上げます。先ほど来お話が出ました東日本の大震
災、福島原発、先週ぐらいから非常にテレビで特集されたりしております。時間があって
のぞいておりますと、日本に投下された、アメリカがつくった原子爆弾、その汚染水、
１００年たってもいまだに大きな荷物だと、なおかつ入れ物が壊れて地下水にまじる、平
らな国ですので非常に広範囲なところまで及んでおるというような報道や、ソ連のチェル
ノブイリ、ここらあたりでもいまだに近づけないというような報道、そして被災された地
域では、町の中にイノシシが群れをつくって、人間のかわりに住宅に入って異常な繁殖を
しておるという報道もなされました。被災された方は自分の財産が思うように使えない、
それも５年たっていまだ近づけないというような状況の報道を耳に目にしました。耐えが
たきを耐えという多くの被災者の皆さんが一日も早く帰宅され、通常の生活に返られるこ
とを思ってやまないわけでございます。私も一日も早い復興がなされることを期待したい
と思っております。
　さて、今期定例会におきまして一般質問をするわけでございますが、本日は、２点につ
いてお伺いをいたします。
　まず１点目は、人材の確保についてでございます。町内の事業所や会社では人手不足が
慢性化しているが、どのように捉えておられるのかお聞かせを願います。また、町民に一
番かかわりの大きい役場、病院、保健センター、日南福祉会関係においても、人手不足と
聞いております。その具体的な状況はどのようになっているのか、教えていただきます。
その対応策についてもお伺いをいたします。
　私もこの席に立つようになりまして、いわゆる高校生支援であるとかいろいろな角度
で、いわゆる人材確保が必要ではないかということを５年前から述べておったわけでござ
います。後で再質問で伺いますけれども、いわゆる人材の確保が困難な状況では、もはや
人材養成または育成の時期になってきたと思っておりますが、それに伴う所見をお伺いい
たします。
　２つ目でございます。再生可能エネルギーについて、木質関係をお伺いいたします。太
陽光発電、小水力発電、オフセットクレジットなど、積極的に低炭素化に向けた取り組み
がなされておりますけれども、家庭で取り組めるまきストーブ、まきボイラー、サンヒー
ターの設置に係る補助の状況等について伺います。
　２つ目には、かつて実施されましたカーボンニュートラル事業は、現在どのようになっ
ているか、お伺いいたします。
　そして３番目でございますが、ＣＮＦ（セルロースナノファイバー）、この研究でアジ
アで初めて日本人３名が、俗に言う森のノーベル賞とも言われる大きな大賞を受賞されま
した。山林資源の豊富な日南町にとってはまたとないビッグチャンスと思いますが、所見
をお伺いいたします。
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○議長（村上　正広君）執行部の答弁を求めます。
　増原町長。
○町長（増原　　聡君）古都勝人議員の御質問にお答えいたします。
　人材確保について、まず慢性化している人手不足ということでございますけども、御承
知のとおり、全国的にどの業種についても労働者不足ということが言われております。有
効求人倍率は１．０を超えたということで、好景気の判断というふうに聞いておりますけ
ども、逆に言うと、単純労働者等については非常に不足しておるという現状であります。
　日南町におきましても、大体毎月の、よく日南町には仕事がないというふうなことは言
われますけども、日南町におきましても、ハローワーク等だけでも大体９０人、毎月９０
人ぐらいのハローワークの募集があっておりまして、それがずっと続いておるというふう
なことで慢性の労働者不足だと思っております。根本的には、よく言われるには、それは
企業努力が足らんからだというふうなことも言われる方もおられますけども、それだけで
はないというふうに思っておりますし、非常に努力をされておられるというふうに思って
おります。
　今後、地方版の総合戦略における取り組みとして、やはり移住者に向けた取り組みを実
施していきますけども、やはりその中で大事なことは仕事ということがないと、やはりだ
めだというふうに思っております。先ほどの久代議員の中で、いわゆる給料の問題という
ふうなこともありました。当然、その辺のことも考えていかないといけないというふうに
思っております。地方だから安かろう、沖縄県の次ぐらいに、たしか最低賃金が鳥取県安
かったというふうに思っておりますけども、そういうふうなことではやはりなかなか先般
のテレビ放映のＮＨＫの番組でも、鳥取大学生が鳥取には就職しないというふうなことを
言っておったような気がしておりますけども、そういうことではやはり困るわけでありま
す。
　仕事づくりということをしながら、また現在の空き家バンク制度というふうなことをし
ていく、そして総合的に移住定住、そして子育ても含めた日南町での暮らし方というもの
を外部の方にわかりやすく見せていく仕組みが今後は求められるとこでありますし、それ
から、施政方針で申し上げましたけども、いわゆる同窓会というふうなとこを使って、や
はり、例えば３０代であれば転職とか、それから、例えば６０代であれば第２の人生とか
セカンドライフとか、そういうふうなことを含めたきめ細かな情報発信というのをしっか
りしていく必要があるだろうというふうに思っております。
　また、よく言われることは都市部の方で大体４割程度の方が移住というものを考えてる
というふうにおっしゃっておりますので、そういうふうな方にも移住定住フェアというふ
うなものを、関東圏や近畿圏等や、近くは山陽圏で実施されておりますので、そういうも
のにも積極的に参加をして、新しいＩターンというふうなことも求めていきたいというふ
うに思っております。
　また、次に、役場を含む各職場の状況と対応ということでございますけど、役場につい
て申し上げますと、退職者に対する補充採用はここ数年はできておりますが、今後３年間
で８名の定年退職が予定をされておりまして、その対策として、一般職の募集対象者を従
来の町在住、町出身者から県内の在住者に広げたこと、できれば私は全国から募集もして
みたいというふうに思っておりますけども、できる限り広いところから移住をしていただ
くことのほうが、逆に地元出身が採用したけども出られたというショックよりもいいので
はないかなというふうに思っておりますので、できる限り広げていきたいというふうに思
っております。
　また、近年、やはり採用する方が大卒の方が非常に多うございます。御承知のとおり、
大学卒業の就職解禁が非常に早まっております。もう既に始まっておりまして、６月下旬
ぐらいにはほぼ内定が出るということになりますと、９月、これまでのように９月に実施
したのでは大学卒はほとんど採れないということになってまいりますので、今、鳥取県西
部の採用では６月に試験を実施して大学生を採る、そして９月には高校生の解禁になりま
すので、高校生と別な採用をするというふうなことを考えていきたいというふうに思って
おります。あわせて保健師等の専門職等についても、６月に募集をしないともう、いわゆ
る９月の募集では全てほとんど決まっているということがありますので、そういうふうな
ところ、保育士、それから保健師等についてはできるだけ早い採用というふうなことを考
えていきたいというふうに思っております。
　また、病院につきましては、看護師の確保が困難であり、基準がぎりぎりになっており
ます。また、近い将来には大量の定年退職が見込まれております。その他、医師や薬剤師
の将来退職予定の補充についても課題があります。
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　活用としましては、現在、資格取得の資金の貸与制度や就職支度金制度をＰＲ、活用し
ながら、資格職の確保に努めております。幸いにも、例えば今、２年目の介護職の奨学金
を受けてる方もおられますし、それから最近では、結婚をされて日南町に来られて医療職
につかれた方もおられます。また、遠くは九州のほうから、支度金があるということで日
南町に来ていただいた看護師の方もおられますので、そういうふうなことをやはりしっか
りＰＲしながら確保に努めてまいりたいと思っております。また、一番大事な医師等につ
きましても、鳥取大学等との連携、豊島学長等ともお話をして、ぜひとも日南町には医師
の確保をお願いをしたいというふうに思っております。
　なかなか保護者の方々、子育て中の方々には小児科医がいないということで御不便をか
けておる次第でありますけども、実際数からいうと、なかなか日南町で現在の子供さんの
数で小児科医を確保することは難しい、全国的に小児科医が不足をしている状況の中か
ら、何らかの今、２４時間体制の緊急的な電話体制というふうなものもありますので、そ
ういうふうなものもしばらくは我慢をしていただいて、何らかの方法も検討していきたい
というふうに思っております。
　そして、日南福祉会でありますけども、実際、介護職が１０名不足しておりまして、現
在、施設の運用の縮小や休止で対応しております。本年度末にも多数の退職予定があり、
採用数と比較しても減少する見込みであります。対策といたしましては、今回、高卒は役
場とほぼ同じだったというふうに思っておりますけども、短大卒と大卒については、役場
の給与よりも初任給を上げております。そういうことをＰＲしながら、やはりいっとき
３Ｋと言われた職場でありますけども、本当はそうではない、本当に人のために役に立つ
すばらしい仕事だと私は思っておりますので、そういうふうなところもＰＲしながら、一
緒になって職員採用を図っていきたいと思っております。幸いにも福祉会のほうも、一番
町内でも積極的にいろんなセミナー等に参画をされておりますので、そのような場に来ら
れた方、それから今後は日野高校であるとか、そして近隣の高校等なり、新見の公立大学
等にも初任給とか何かのＰＲをしながら、ぜひともこの地域で福祉の担い手となっていた
だく方を採用していきたいというふうに思っております。
　そして、人材養成または養成の時期であるという指摘に対してでございます。人材確保
と同様にどの企業もみずから企業ごとに考えていく必要があるというふうには思います
が、その上で、町としても特に資格職、人材の確保また定住者の確保の視点も含めて、奨
学金制度のさらなる充実などの施策とあわせて、就業環境の改善や帰ってきたくなる職場
づくり、まちづくりなどにつながる総合的な支援策を検討していく必要があるというふう
に考えております。したがいまして、今、例えばＩターンやＵターンのパンフレットをつ
くっておりますけども、もう少し、例えば今回も保育料の無償化等も含めた新しい施策と
いうものも前面に打ち出して、人材確保を図っていきたいというふうに思っております。
　また、役場内においても、限られた人材の中で新たな取り組みを行おうとすると、やは
りその取り組みについてのノウハウが求められるということが多々出てまいります。た
だ、そのたびにそれに精通した人材を町内に呼び込むということはなかなか困難でありま
す。例えば今回もマイナンバー制度等でも、いわゆるネットワークに詳しい人間というの
を応募しても、職員になりますと、やはり何年かするともはや時代おくれになっていくと
いいますか、どんどんどんどん日進月歩でそういう世界は、ＩＴとかネットワークの世界
というのは変わっていくものでありますので、私は職員みずからも当然積極的に勉強した
り努力をすることも必要であるというふうに思いますけど、それとあわせて、特に専門性
の高い職種については期間を区切った、例えば３年間なら３年間というふうな形で、期間
を区切ってある程度の高額といいますか、民間と同等もしくはそれ以上の給料を払って期
間限定で採用する。そしてまた、その方の知識が古くなるといいますか、また新しい知識
が入った方を採用するというふうなことも考えていかないと、いわゆる専門職を雇ったけ
ども、何年かするとその知識が古くなるというふうなことの中の繰り返しではなかなか人
材なり、その中の知識の更新が図れないのではないかなというふうに思うところでありま
す。そういうふうな仕組みも考えてまいりたいと思っております。
　次に、再生可能エネルギーの、特に木質バイオマスの状況でありますけども、町では家
庭用発電設備の導入と分散型のエネルギー供給構造の構築と地球温暖化への対策を図るた
めに、日南町の家庭用の発電の導入等をやっております。これには町内の住宅に太陽光の
発電設備、燃料電池、太陽光熱利用機器、まきストーブ、まきボイラー、ペレットストー
ブ等を利用される方の助成制度で、制度導入以降、まきストーブ、そしてまきボイラーへ
の助成につきましては、２５件ございます。そして補助額としますと１１４万１，０００
円であります。それから太陽熱の温水器への助成は２０件で、９８万５，０００円であり
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ます。ちなみに太陽光の発電設備への助成は６０件で、１，３６８万２，０００円、ペレ
ットストーブへの助成については１件でありまして、７万２，０００円となっておりま
す。
　続いて、カーボンニュートラル事業の状況でありますけども、これは町内事業所にスト
ーブ用燃料用まきの生産販売体制を構築して、地球温暖化の一環を図ろうということで、
国のふるさと雇用事業により、平成２１年度から２３年度の３年間、町内の林業関係事業
所に依頼をして実施した事業であります。その実績報告を見ますと、この間の年間販売量
は１万６，９０２キログラムでありまして、年間平均販売額が６４万７，０００円であり
ました。このたび、平成２７年も実際には続けておられますので、ことしの２７年度の販
売見込みを聞いてみましたところ１万８，３９０キログラムで、販売額が９４万
５，０００円ということでありますので、当時よりもふえてきておるということでありま
す。
　今、その会社のホームページには、まきを売りますというふうな文字とともに、会社の
循環型社会の構築へ向けての取り組みも紹介をされておりますので、非常にニーズがある
ものというふうに思っております。
　先般、実はちょっとオロチとも話をしまして、オロチのほうでも、いわゆる端材を燃や
されとります。これをまきにできないかというふうなことを話をしたら、まきにできます
ということがありましたので、端材を安価でいただきまして、道の駅に例えば２キロ幾ら
というふうな形で、針金でくくって、その利用方法はいろんな多分、その板によって、板
や棒によって利用方法があるというふうに思っておりますので、そういうふうなことも含
めて、やはり木材の町、そして地球の温暖化対策というふうなことも含めて考えてまいり
たいというふうに思っております。
　そして最後に、再生可能エネルギーの取り組みがビッグチャンスではないかということ
でありまして、御質問の森のノーベル賞、マークス・ヴァレンベリ賞ということでありま
して、ノーベル賞と同じくスウェーデン国王から授与され、森林、木材科学における賞で
あります。セルロースナノファイバーといいますのは、簡単に言いますと、植物、木の構
造、骨格をなす基本繊維、セルロースでありますけども、これを再構築した繊維材料であ
りまして、これはたくさんすぐれた特徴を持っております。一つは植物の繊維でつくられ
ておりますので、鋼鉄の５分の１の軽さにかかわらず、強度は５倍ということであります
し、２つ目には熱にも強く、プラスチックよりも軽い、透明感もあるというふうなことで
あります。いわば植物からつくられるプラスチックのような素材を製造することが可能
で、車のボディーであるとか内装、家電用品、そういうふうなもの、今は全部油から、化
石燃料からできておりますので、当然腐りませんし、産業廃棄物としても困るわけですけ
ども、セルロースからできたものでありますので、将来的には腐食するというふうなこと
で地球環境にも優しいということであります。
　この素材の実用化ということになりますと、今相当、南米等でもいろいろな食物、例え
ばサツマイモとかジャガイモとか、そういうふうな食物を使った研究もなされております
けども、それはやはりどちらかというと、もったいないといいますか、最終的には例えば
動物の餌になったりする部分もありますので、それはもったいないというふうに思ってお
ります。本町の森林資源にとっても大きな可能性を秘めております。ただ、まだまだ使用
できる木材の樹種を問わない部分もありますし、けども、まだまだその実用化というふう
なことや、そして汎用化というふうなことについてはまだ課題があろうというふうに思っ
ておりますけども、その辺にも注視をしながら地球環境とあわせて、日南町の広大な森林
資源の活用という面からも、行動に移せるときがあれば移していきたいというふうに思う
ところであります。以上であります。
○議長（村上　正広君）再質問がありますか。
　４番、古都勝人議員。
○議員（４番　古都　勝人君）同じような質問、毎年しとるわけでございまして、失礼か
と思いますが、私どもも目標を持って活動をしております。毎年似たような質問をしてお
りますが、先ほど、午前中の同僚議員には施政方針を読んで質問も考えたというような話
があって、町長からも一言あったようでございますが、町長の施政方針も読ませていただ
きました。ことし初めて施政方針読んだら、私の質問と重なるとこがたくさんあるなと思
って読ませていただきました。
　その中で今日の日南町の、いわゆる過疎に起因する人材不足、これについても町長触れ
ておられまして、いわゆる昭和３０年代からという書き始めでございます。毎年
１，０００人近くの若者を日南町から旅立たせたのは誰ですかというような意味のこと
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で、あなたですか、あなたですか、あなたですか。これは恐らく前後の文章から見て、町
長が今年がまちづくりのターニングポイントになるだろうと、町民の皆さんを奮い立たせ
るための表現だと理解はしておりますけれども、私の過疎化の原因、戦争に負けまして外
地から男性帰ってきて、子供が生まれて、中学卒業するころには、田舎には人が多くて仕
事がない、次男、三男対策だと、どうしようかと迷っておるときに、当時、池田勇人、第
２次内閣だったと思いますけども、いわゆる所得倍増論、日本の国を工業化していくとい
う考えの中で、集団就職、金の卵と言われて夜行列車でショルダーバッグをかけて、ボス
トンバッグを下げて、お母さんの夜食を持って集団就職をしていった。主には関西だった
と思いますけれども、いわゆる今でいうコンビナートの労働者として日本中の農山村から
若者を集めた。これが今日の日南町の高齢化、過疎化の原因だと私は認識しております。
そのときに、本当にきょうの日南があると考えた者は多分いなかったと思いますけども、
ここに至ったわけですけども、残る町民が結集してやろうというのが、この町長の施政方
針の、いわゆる町民に対するアピール表現だと認識はいたしております。
　しかしながら、これにも触れておられますけども、既に１万６，０００人が、
４，７６４人ですか、非常に少なくなりました。より誰もでやらなければいけない。施政
方針にも、スーパースターよりも１人の一歩だと、１人の１００歩より１００人の１歩だ
という意味のことがるる書かれておりますけども、まさにそうだと思っております。
　コンパクトなまちづくりの中でどういうふうに営業し、所得を上げて家族を養っていく
かという、本当に難しい時期になっとって、先ほど町長御紹介あった９０人、ハローワー
クあるけども、職種を選んだりとかして、なかなか募集してるほうは埋まらない。勤めた
い人はこういう職種につきたいというような話があるんだろうと思います。
　そこで、今回の新規事業といいますか、新しい取り組みの中に移住相談員というお話が
あって、これは主には、これまでの説明ではＵターン、Ｉターンがメーンではないかと思
って聞いておりましたけども、私はこの際、企業に対する相談員、それ企業と行政と連携
しなければいけないと思いますけども、そういった取り組みも検討に入っていただきた
い。これ１人の人間がするのか、専門職がまたやるのかは別としまして、いわゆる企業も
果たしてどこまで公募するといいますか、力があるのか。それから魅力をどこに見つける
のか、そういったことは専門ではない。行政においては既にこれまでいろんな意味でのネ
ットを使ったりした、そういう力を蓄積しとるわけですので、経営者会議みたいなところ
で町長あたりが提案されてみんなで人を求めようというような活動も要る時期ではないか
と。そうすれば、今ほどの人手不足というのはないような気がします。
　また、予算書の中では商工会に対して２１７万円余りですか、一般助成という目的のな
い助成も出ております。商工会もそういったところを頑張られて、こういうほうに目的な
助成、一つにはＴＭＯの助成と一般助成とあっておるわけですが、一般いうのが不明確な
んで、特にこの時期は商工会、商業者も含めて、Ｕターン、Ｉターンの後継者を探すよう
な活動に使えないのかなという気もしておりますが、どうでしょうか。
○議長（村上　正広君）増原町長。
○町長（増原　　聡君）おっしゃるとおりであります。私の書いた意味は本当にそういう
意味でありまして、田舎から若者を出したのは私たち自身であるので、本当にそれを悔い
ていても仕方がないと。やはりもう前に進むしかないんじゃないかというのが本当に本心
でありますので、古都議員のおっしゃったとおりであります。
　それを踏まえて、やはり日南町に、とはいいながら日南町で人をふやしていかないとい
けない。これはＵターンだろうとＩターンだろうとＪターンだろうと、何でもいいと言や
あおかしいですけど、何ターンだろうといいから、とにかく日南町に人をふやしていきた
いと思っております。
　ただ、ＣＣＲＣというふうな、いわゆる土地の縁もゆかりもない高齢者の方々を日南町
の福祉の形で日南町に呼び込むというふうな手法については余り積極的に考えておりませ
ん。ただ、日南町出身の方で日南町に帰って老後を暮らしたいという方については積極的
に、やはり考えてもいいのではないかというふうに思っております。
　そうした中で進めながら、先ほど言いますように、毎月９０人の求人がありながらなか
なか採用がないというふうなこと、それについても、やはり私どもはただそれを見て、た
くさんあるのに仕事がないというふうなことだけではなくて、なぜそこの企業に就職され
ないのかという原因も、やはりちゃんと話をする必要があるというふうに思ってます。
　例えばそれが賃金なのか、例えば場所なのか職種なのか、いろんなケースがあるという
ふうに思っております。自分が子育て世代の、例えば私が仮にまだ４０だとしたときに、
子供が高校生とか何かでいるときに、例えば月収２０万ではちょっとやれないよねという

ページ(41)



日南町第２回定例28年３月７日
こともあるのかもしれません。だけども、例えば夫婦で働いたときに、２０万、２０万で
４０万だったら何とかやれるかもしれないねという話もあるかもしれません。そして、お
うちのおじいさん、おばあさんの収入も合わせればどうなのかというふうなこともあると
いうふうには思いますけど、そういうふうなことも考えてやっぱり就職なりのあっせんみ
たいなこともやっていかないと、ただ単に企業任せでハローワークに載せていただいてだ
けでは、やっぱりいけないというふうに思っておりますので、その企業がなぜ求人をし
て、なぜ人が集まらないのかというふうなところも分析をして、例えばハローワークの方
と一緒になってこういうふうに変えたらどうですかとか、もう少し給料は上げることはで
きませんかとか、ＡとＢという仕事を、例えば足し算してやることはできませんかとかと
いうふうなことが、やっぱりこれからはきめ細やかな部分がまず町内にとっては必要だと
いうふうに思っております。
　そういう意味では、もう一つには商工会というものにつきましても、どこの商工会でも
割と今あるのは、自分たちは何とかできるけども、自分たちの後継者の世代になったとき
になかなか難しいと。だから、自分の代でやめるんだとかというふうな、どちらかという
と保守的な考え方があっております。ただ、その中でもやっぱり頑張ろうという商工業者
もおられます。そういう方々を中心にやっぱり頑張っていただいて、全国の中では本当に
商工会でも、商店街でもそうですけども、かつてはシャッター通りだったところが今はに
ぎわっておるというふうな部分もあるというふうに思っておりますので、そういうことも
含めた調査研究をしていただいて、商工会のほうもやはり、日南町の商工会は結構大き
な、それでも鳥取県内でも結構大きな商工会でありますので、ぜひとも頑張っていただき
たいというふうに思っております。
　そういうことをしっかりやりながらと思ってますが、もう１点、これは周辺のことにな
ってまことに申しわけないんですけども、例えば南部町が先般企業をたしか誘致したとい
うふうに思っております。鳥取県から２０億の資金が出て、８０人ぐらいのたしかとこだ
ったというふうに思っておりますけども、実際、既に鳥取県でも事例があっておりますけ
ど、倉吉が１００億以上のいろんなものを誘致されましたけども、実際にはコールセンタ
ーとかいろんなものをされましたけど、ほとんど定員に達していないという状況、いわゆ
る鳥取県内全体自体が雇用が足らないという中で、やはりそういうふうな日南町だけでは
なくて、若干日南町から通勤できるところの情報というのも取りそろえて、やはりお示し
ができるようなこともしていかないと、日南町だけでの雇用ということではなくて、近隣
の市町村ともうまく情報を交換し合いながら、中山間地の中に人を集めていきたいという
ふうに思っております。
○議長（村上　正広君）４番、古都勝人議員。
○議員（４番　古都　勝人君）そういった取り組みを大いにしていただきたい。先ほど
も、いわゆる移住、仕事、空き家等々トータル的なという、非常に大変だとは思います
が、綿密にやらないと、いいとこだけ見ても、やはり来てみたらという話になろうかと思
っております。
　もう一つには労働環境、これはいろんな意味があると思いますが、私もお世話になって
いる、自分の体験もあるわけですけども、年齢によっても違いますけれども、８時間労働
が基本であります。それも職種によっては夜中の方もあるわけですけども、１日２４時間
でございます。机に座って働く、いわゆる働く時間でも人生の３分の１、ほぼですね、子
供のときやお年寄りのときは別にしましても、それが町長先ほど紹介あったように、残業
したりとか、日曜日に関連のつき合いをしたりとかやってくと、下手をすると本当自分が
職場に入ってから退職するまでの３分の１以上を職場で過ごすと。そういったときに職場
の環境はどうなのか。これ非常に大きいと思うんです。
　かつては高卒とか大卒ありますけれども、定年が５５のときもありました、６０のとき
もありました、今延びておりますけども。いわゆる２世代職場ではなくて３世代職場にな
る。そういったときに、話が合わんとか、経験はあの人はすごいけど、パソコンが下手だ
よとか、いろんなかつて想定しなかったような職場問題というものを検討し直さなければ
いけないと私は感じております。そういったことを大変ですけども、一つずつクリアし
て、働きやすい職場をつくる、明るい職場をつくる、働きがいのある職場をつくることに
よって、日南町のあの施設は本当に明るくてそこにおるだけでも自分も楽しいと、そうい
うような本当の究極を目指さないと、今、町長言われたように、全国、全県、全町村が人
を取り合っとる中で、ただ金がちょっと高いだけでは集まらない時代に入ったなという感
触を持っております。
　きょうのけさですか、新聞ですか、労働基準局が抜き打ちで県内の事業所を調査して、
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２１事業所に適切でないという指導をしたというのが出ておりましたけども、いわゆる町
長以下のこの行政関係、福祉関係、医療関係の職場でそういうことが起こらないように、
事前に手を打っていただきたいと思いますが、どうでしょうか。
○議長（村上　正広君）増原町長。
○町長（増原　　聡君）今、職場環境という話がありましたけども、本当にこれは県内な
り、鳥取県も含めてですけども、非常に心の病といいますか、そういうものが非常にふえ
ております。これについては、本当にメンタルヘルスというのはこれをしっかりやらない
と、本当に１人の人間なり、一つの家庭を崩壊させることになるというふうに思っており
ますので、その辺にも心を配った職場というのをどの職場でも、日南町役場は当然であり
ますけども、どの職場でもつくっていかないといけないというふうに思っております。
○議長（村上　正広君）４番、古都勝人議員。
○議員（４番　古都　勝人君）それと、これも私のマニフェストといいますか、政治目標
として掲げておりました、いわゆる女性が活躍できる、光る時代にしてほしいと言い続け
て４年たったときに、安倍大臣が私のマニフェストを持っとるみたいですけども、昨年の
８月ですか、女性活躍推進法いうのができまして間もなく施行されて、ただ、これは
３００人以上と以下とで全然目標値、内容が違うということで、恐らく町内には３００人
を超える企業はないので、努力目標になってしまうんですが、しかしながら、きょうの質
問の大事なところで、日南町の全ての産業をリードするのは町長であります。全職場で
３００人は超えてると思います。ですから、３００人以上の対応になるように、個別にそ
ういった方向の指導をされてはどうかと思いますが、どうでしょうか。
○議長（村上　正広君）増原町長。
○町長（増原　　聡君）全国には倉敷市の市長を初め優秀な女性の市長や、首長さんおら
れますので、そういう方も活躍していただきたいと思っておりますし、仮に私がかわりま
すときには、ぜひとも女性の方に出ていただければいいなと個人的には思っております。
これは半分本気でありまして、やはり日南町では女性の方のほうが多いわけでありますの
で、そういうふうなものになっていかないと、本当の女性活躍ということにはならないと
いうふうに思っております。
　日南町役場でも、ここに座っております中で女性は３人ほどであります。３人だと思い
ます。これもやはり、私は女性だからといって断るような職員にはなってほしくないと思
ってます。自分の能力がどうであったり、家庭環境とか、どうしても、例えば何かがあっ
てだめだというのは仕方がないですけども、女性だからということは理由にならない。そ
して、自分は男性だから課長にならないといけないというのも理由にならない。やはり実
力主義であります。やはりそういうふうな職場というのを日南町役場、そして福祉会やオ
ロチやそういうとこも含めて、やっぱり女性が活躍できてる町というのがすばらしいとい
うふうに思いますし、多分今度の道の駅あたりは、やはり女性が活躍する場になるという
ふうに私は信じております。
○議長（村上　正広君）４番、古都勝人議員。
○議員（４番　古都　勝人君）先ほど、いわゆる同僚職員のときに非正規と正規の割合と
かお話しになりましたし、それから現在の役場関係の不足人員も先ほど説明いただきまし
た。いわゆる不足するっていうのは、入る人よりやめる人が多いからということはわかり
ますが、その内容といたしまして、いわゆる定年退職、それから寿といいますか、結婚退
職、それに自己都合というのが大きな３つだろうと思います。その中で、私、注目しとる
のは自己都合の中に、いわゆる介護のために自己都合と書いてやめる方がおられるんでは
ないかと思っております。数名、私も知っておりますけども、特に今回不足ということで
紹介のあった日南福祉会あたりの、いわゆる採用と退職の中での退職のそういった内容に
ついては、承知しておられれば教えていただければと思います。
○議長（村上　正広君）増原町長。
○町長（増原　　聡君）この辺も理事長等と相談をしておりますので、わかる範囲で答え
させていただきたいと思っております。
　確かにそういう事例もあります。ただ、やはりどちらかというと、ある程度定年を過ぎ
て延長された方の中のほうが多いというふうには思っておりますので、定年前のときで自
己都合といいますか、介護のためにというのはそんなにおられない、１名程度おられると
いうふうに思いますけども、どちらかというと定年を過ぎた方のほうが多いというふうに
思ってます。
　それよりも私どもは、特に今回、福祉会で多かったのは結婚なりをされるという中で、
結婚なのかどうかわかりませんけども、いわゆる自分の実家に近いところの福祉施設に移
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動されるというケースが非常に多うございます、ある程度なれられると。例えば日南町で
福祉会に入って何年か勤めて資格を取られた後に、自分の実家の近いところのほうの施設
にやっぱり転属されるというふうなケースが多かったというふうに思ってます。ですか
ら、逆に言えば、私どもから言えば、そういう方たちが日南町から出ている方たちもおら
れるわけですので、そういう方がおられるとすれば、その方々たちを私たちは引っ張って
くるということをやっていかないと、やっぱりいけないというふうに思っておりますの
で、そういうふうな日南町から出て福祉施設で働いてる方等のところにも具体的にこうい
う状況なんで、こういう条件なんでこちらに帰ってきていただけませんかというふうなこ
ともやっていきたいというふうに思っております。
○議長（村上　正広君）４番、古都勝人議員。
○議員（４番　古都　勝人君）先ほど来同じようなことを私もしゃべってるわけですが、
これまで町長は他町村あるいは他県に先んじて保育料の問題、一時行政改革がかんで後戻
りした時期もありますが、今回の予算でも無料化というような取り組み、０歳児の問題、
放課後児童クラブの設置、それのいわゆる高年齢化等、段階的にはやってこられた。そし
て、先ほど来の説明の中もあったわけですが、こういういわゆる家庭の労働環境の整備が
できた、預けられると。女性がフルタイムで働ける。先ほどの町長のお話の２０万プラス
２０万というようなことが可能になるわけです。お父さんもお母さんも力いっぱい働けま
すよと、正職員でいけますよという環境が整ったわけです。岐阜県大野町あたりはそれを
しっかりやると、いわゆる家の所得がぐんと上がると、おじいさん、おばあさんは柿つく
ってのんびり家の留守番しながらやってると、そういうことで家がだんだん明るくなるい
うようなテレビ紹介もありましたけども、日南町の場合も０歳児とか、児童クラブの高年
齢化まで預かるというような措置でほぼ可能になってきたと思っております。
　そういうことで移住、定住があればいいわけですが、先ほど御質問申し上げましたよう
に、いわゆる介護の問題、これも過去３回、ここでお話ししております。聞いてみます
と、朝御飯と晩御飯をお年寄りに自分でも食べさせられると、昼御飯だけは無理だと。だ
から就労形態を変えて、例えば１２時から２時まで、周りの皆さんには迷惑かけるけど、
数年間勤めさせてください、２時から６時までまた勤めますというような形であれば、広
い日南町でも昼に帰って、寝たきりのお年寄りに御飯を食べさせて自分も食べて、勤めに
また復帰できると、こういうようなことを、いわゆる職員の英知を集めて編み出していた
だいて、女性が退職することなく勤め続けられる、そういった取り組みもしてほしいと思
っております。
　今までお話ししましたが、総じてこの質問にも書いておりますけども、全国、全町村が
人手不足を起こす、こういう中で、支度金とか奨学金制度でということでもどこももうや
ってきました。何で選ぶかいうたら、それ以外のことで選ぶしかないという中で、今から
取り組んでほしいわけですけれども、これまで、いわゆる貸与方式といいますか、お金を
貸して頑張ってくださいねという、４０万ですか、いうようなものがありましたけども、
一歩早く、私は○○の資格を取ってこの日南町で勤めたい、勤めてみたい、そういう有資
格、特にの部分について、早い段階で意思決定があれば、専門学校とかありますよね。ど
れだけとかどの部分いうのは私もわかりませんけれども、変な意味、青田買いになります
けれども、本当にこの町で働いてくれるなら給付型で、例えば専門職の授業料は役場が見
ますというような一歩を先んじた取り組みをしてみてはと思いますが、感想があれば述べ
ていただきたい。ぜひ述べていただきたい。
○議長（村上　正広君）中村副町長。
○副町長（中村　英明君）先ほどのお話の中で、いわゆる貸与型でなくて給付型を一部っ
てお話がありましたが、昨年、いわゆる職種は限定になりますが、現時点では限定になり
ますけれども、介護分野のほうでそういった給付型ということを創設しておりまして、具
体的には介護分野の資格を有資格者を採るという、いわゆる介護福祉士の資格に対して
の、一般的には２年、専門学校ですので２年ですけれども、そこに学校の授業料を全額う
ちのほうで見ましょうっていう仕組みを、昨年、補正等でもお願いをしたっていう経過が
ありますので、引き続きまた今年度も予定しておりますので、それを充実していきたいと
いうふうに思います。
　またこれからの、それは今、限定ですけれども、広く考えていくということもこれから
の検討事項にはなろうかなというふうに思っております。
○議長（村上　正広君）４番、古都勝人議員。
○議員（４番　古都　勝人君）ぜひその方向で検討いただきたい。全てが同時にできると
は思っておりませんけれども、火のついたところからついたところから対応していただき
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たいと思うわけです。
　同僚議員の話にもありました非正規職員の割合あたり考えてみましても、例えば町長、
先ほど説明ありましたが、非常に臨時職員だけど、優秀だと、この人は。アカデミーに行
って資格を取ってこいと、うちの試験を受けろ、そういったこと、それと福祉保健課あた
りも有資格者、なかなか取りづらい資格の職種もあるわけで、１人ぐらい予備を持ってお
るぐらいの状態がないと、特に医療、介護、福祉の町として活動するときに大変じゃない
かなと思っております。
　そして、最近は出ておりませんが、かつては保育園も求人しておられました。廃園、休
園あたりで職員がかえって、今、テレビには出ておりませんけども、やはりどうでしょう
か、定年退職の予定としかわからないわけですけども、わかる情報でやはり早目早目の求
人ということが必要な時代になった。むしろ額でよその町に反対に抜かれんように、育て
るということが大事じゃないかと思っておりますので、ぜひ検討していただきたいと思い
ますが、どうでしょうか。
○議長（村上　正広君）増原町長。
○町長（増原　　聡君）ことしも実は退職の予定がございませんけど、一応２名採用する
ようにしております。３名でしたけども、１名はちょっと引き抜かれまして２名になりま
したけども、いい人材はやはり早目に確保しておくというふうなことをやっていきたいと
いうふうに思っておりますし、先ほどあったように、日野高校あたりとも話をした中で、
日野高校を卒業した生徒さんを何年か役場で臨時的に任用して、ずっと勉強していただい
て職員になっていただいたケースもありますので、そのような、とにかく日南町に残りた
いという人をできる限り残せるような方策をこれからもとっていきたいというふうに思っ
ております。
○議長（村上　正広君）４番、古都勝人議員。
○議員（４番　古都　勝人君）時間も大分経過しましたので、次の質問のほうに移りたい
と思っております。
　制度導入以来、町長は木質以外も非常に再生エネルギーについては力を入れられて、県
下でもトップを走っとるんじゃないかと思っております。中でも、きょうはその中で、私
のテーマでもあります広葉樹、針葉樹についてはオロチさん等おられて販売体系が確立さ
れておりますが、そういうテーマで臨んでおりまして、これまでもまきストーブ、まきボ
イラーから、いわゆる太陽熱あたりに補助金を上げでいただいたり、つけていただいた
り、ありがたいと思っております。
　その中で、きょう経過を聞きますと、だんだんにふえておるというお話でした。先般、
ことし冬の天気が不順で、自分もまきボイラーを持っておりますけども、もう降らんだろ
う思ってカバーはぐっておりましたら、雪が降って、次の日、がちんがちんに凍って風呂
がたけないという状態で横田町、今の奥出雲ですか、ちょっと３日分ほど買わないけんい
うことで、軽トラでボイラー用のまきを買いに行きました。森林組合だと思いますが、販
売センターと書いてありましたが、そこでびっくりしました。普通のまき、金輪に入っ
た、かんめぎって言われましたけども、これといったら長さの違うものが山積みになっと
ります。あれ、これ一緒じゃないですか言うたら、一緒ですっていって、えっ、長いほう
が何かもうけのような気がして、僕、長いのを下さいって言ったですけど、これ何の分で
すかって言ったら、まきストーブ、爆発的に売れるんだそうですね。あそこ地の利がいい
から、広島県から買いに来られますよということで、私の買う昔のかんめぎとまきストー
ブ用ではまきストーブ用の山がはるかに大きく積んでありました。
　そういうような需要も新たに起こっておるってことを御承知いただいて、次の、きょう
紹介ありましたが、道の駅あたりにそういうものも、真ん中でなくてもいい、側面でいい
と思いますので、これだけの町内でも需要があるのなら、町外から来られた方に対してで
も売る、またそれが売れることで大量生産しとるのはここに会社がありますよと、日南町
というようなつなぎをしていただければ、この日南町の森林が生きてくるんではないかと
思っております。
　それと、カーボンニュートラル事業、これも伸びておるということでありますが、今紹
介したまきの話だと思いますけども、実は最近では、この間聞き取りでも出ましたが、シ
イタケほだ木がないかという話も非常に多い。木はあっても、誰が切って出すのという話
がありまして、いわゆる高齢化が響いておりまして、どうも特定な方がいつも頼まれて切
っておられますけども、そういったところが本当に商品化できればどうかという話もして
いただきたいなと思っております。
　それと、そこら辺は答弁はいただかないということで時間を進めたいと思いますが、き
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ょうの私の一番のメーンでありますＣＮＦ、セルロースナノファイバー、先ほど町長のほ
うから詳しく説明がありました。これ同じもの読んだのかなと思っておりますけども、い
わゆる日本人はこのことを余り知らない。世界では相当有名なことで、既に動いとると。
日本の製紙会社の株が今ようやく上がり出したという状況になります。日本は世界でも非
常に森林大国、特に先進地の中では非常に森林大国であります。
　日南町も鳥取県の１０分の１、３４０平方キロの９５％ぐらいが森林。これまでは森林
の３分の２、針葉樹、用材向けのものがほとんど商品と考えられておりました。かつて昔
は、鉄文化のときには木炭としてするための非常に価値のある広葉樹が当分の間、山あっ
てもどうにもならんわという時代を経ておりましたが、きょうここになって、針葉樹も含
めて、広葉樹でも何でもいいと。まだ言うと、田んぼのけたの草でもこの製品はつくれる
と、あらゆるセルロースが可能だと。ただ、効率的には杉の木でも幹だろうと、枝葉でも
つくれるよということが書いてあるわけでございますが、そうしますと、いわゆる日本も
国土の７割を山林として持っております。非常に日本にとっても大きい。データによりま
すと、いわゆる地球上のバイオマス総量は１兆８，０００億トン、これは、いわゆる原油
埋蔵量の１，６３０トンに比べて１０倍あると。今、化石燃料、いわゆる石油よりもシェ
ールガス、それからいわゆるメタンハイドレートですか、こういったものに移行しつつあ
りますけども、一挙にこれを超えてナノセルロースの商品あたり、これからどんどんどん
どん開発が進むと思いますが、そうしたときにはこの日南町、いわゆる宅地以外のところ
のものはほとんどお金になるわけでして、こういったものを日南町の財産、かつて私は緑
の油田という言い方をしたんですけども、まさに、昔は砂漠に資源はないといっていたと
ころに油が出た。価値のないと言われた雑木林が金になる可能性が出た、こういう動きに
ついてどのようにお考えでしょうか。
○議長（村上　正広君）増原町長。
○町長（増原　　聡君）先ほど申しますように、ナノセルロースについては、本当にそう
いうふうなことで、早く実現化すればいいなというふうに思っております。
　また、今、特に森林資源でいいます木質バイオマスでいいますと、御承知のとおり、木
質チップが非常に売れ行きがいいというふうなことがございます。この間の予算のときの
説明でも申しました、質問があったかもしれませんけども、いわゆる製材所も含めた木
質、木の利用を考えたときには、ナノセルロースも含めて木質チップ等、いわゆるこれま
である程度未利用だったもの、広葉樹も含めて、そういうものがやはり見直されてくるべ
き時代だろうと私は思っております。メタンハイドレートにしてもシェールガスにして
も、私は何か、町報に書いたような気がしておりますけど、何かもう最後の最後まで地球
の奥の奥から油かすを搾り取って、何かからからにしようとしてるんじゃないかなという
ふうに思いますので、それよりもやはり再生がきく木材というふうなものを活用して、ま
た植えて、緑の地球をつくっていくという方向が目指すべき日本の方向なり日南町の方向
ではないかというふうに思っております。
○議長（村上　正広君）４番、古都勝人議員。
○議員（４番　古都　勝人君）私はこの質問要旨にビッグチャンスという言葉も使わせて
いただきました。実は今年度４０万５，０００円ですか、新たな森林資源活用事業という
ことで、いわゆるＦＳＣ認証材、このあたりの販売を企業の方と、それからあれは大学の
先生とも書いてありましたかね、上げて売り先を探したりするんだという新たな事業を計
画されております。この認証材も全町では、１万９，５２９ヘクタールあるだそうです。
町有林でも２，０８０ヘクタールあるんだそうです。私もある職員さんから情報もらった
んですが、今回、東京オリンピックの国立競技場、木でつくることになりました。大分も
めておりましたけど、この競技場の木は必ず認証材でやるんだということが決まっておる
ようであります。ぜひ、私は４０万５，０００円じゃ足らんと思っておりますが、あらゆ
るチャンネルを使って日南町はたくさん持ってるよと、日本でもそんなにたくさん、登録
してないわけでして、そこら辺をぜひチャレンジしていただきたい。これはちょうど、た
とえ１本でも使ってもらや、日南町民の誇りに思うわけですけども、日南町にあるよと、
１本でも国立競技場に使ってもらったら日南にはそんな木があるんだよという大きな宣伝
にもなりますので、４０万は追加補正してでも、ぜひ、たとえ１本の木でもいいですか
ら、国立競技場に日南町役場みたいに一番いいとこに大きな杉の木があったと、当時の表
彰した通産省あたりのチャンネルもあると思いますんで、グッドデザインもらったわけで
すから、検討されてはどうかなと思っております。
　そこら辺、農林課予算だったと思いますが、どなたでもようございますけども、思いが
ありましたら。
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○議長（村上　正広君）増原町長。
○町長（増原　　聡君）ＦＳＣというのは国際的認証でございまして、御承知のとおり、
今言われますように、そういうものを使わないとだめだということで、ロンドンオリンピ
ックでも木材は全部ＦＳＣ認証をとっております。大体これが国産材の５％ということで
ありますので、実際にはまだ足らないという状況でありますので、その辺をしっかり売り
込んでいきたいと思っております。地元国会議員等を通して、鈴木大臣ではちょっと心も
とないと個人的には思っておりますので、違うところにチャンネルをつくったほうがいい
というふうに思っておりますので、その辺の、本当に建てるところですね、本当に建て
る、建設をするところにしっかり日南町のＦＳＣ材というもののＰＲをしていきたいと思
っております。これは来月、先月行っただかいな、先月には副町長のほうもオリンピック
協会のほうにＦＳＣ材を使ってほしいということを、吉野杉なんかと一緒に行って陳情し
ておりますので、そういうふうな活動も続けていきたいというふうに思っております。
　それともう１点、日南町の食材につきましては、ＧＡＰという、実は認証をとっており
ます。これも同じくでありまして、オリンピックで食べるものにつきましても、いろんな
認証があるわけですけども、ある程度の認証的なものをとってないと使えないというふう
なことがありますので、そういうふうなこともあわせてしっかりＰＲしていきたいという
ふうに思っております。
○議長（村上　正広君）４番、古都勝人議員。
○議員（４番　古都　勝人君）この施政方針の自然と共生しながらの項目に、町長のほう
も持続可能な社会の実現のために再生可能エネルギーの推進に向けという項目で書き出し
があります。
　もう一つ、あと二、三分ほどお願いしますが、道路には通行の支障になる支障木もあり
ます。河川にもあります。邪魔な木ですね。それから、最近見ておりますと、いわゆる廃
屋の解体といいますか、そこまでいかずに分別もしない、荒れてきて自分が見て忍びない
ので壊しておいてくれというような動きがありまして、町内にたくさんの、いわゆるたた
き潰したというか、積んではありますが、物がございます。そういった資源が活用すれば
活材、ほっておけば産廃ございます。森林の町ということをたびたび町長おっしゃられま
すが、例えばそういう木を雇用の、いわゆる以前あった緊急対策的な事業でもあればいい
んですが、集めたりして、それを上手に使うような再生エネルギーの思いは、計画はない
のかもわかりませんが、思いはございますか。１点、伺います。
○議長（村上　正広君）増原町長。
○町長（増原　　聡君）近々また１軒、石見地域のほうで廃屋を壊されるというふうに聞
いております。実はある米子のほうの建設業者さんから、廃屋を活用したいと、立派な材
を使われてるし、例えばすす竹ですか、ああいうふうなものを店舗に利用したりするとい
うふうなことがインテリアとしても非常に人気があるというふうなことで、使いたいとい
う話があります。私どもとすれば、いろいろ町内の産廃の業者さんとの兼ね合いもあるわ
けでありますけども、できたらそういうふうなものについては、できれば少しでもお金に
なったり、それからはっきり言うと、解体費が減ったりするようなことをちょっと考えて
いきたいというふうに思っておりますので、そういうところとちょっと話を進めてみたい
と思っております。
○議長（村上　正広君）４番、古都勝人議員。
○議員（４番　古都　勝人君）ぜひ取り組んでいただきたいと思います。
　最後の質問になりますけれども、私の質問に対して、ナノファイバーの関係ですが、要
旨の中に今後の動向を注視していくという１行が載っております。私、きょうはテーマと
して、人材確保は対策事業だと思っております。忙しい対策事業だと思っております。再
生エネルギーは、いわゆる推進事業だと思っております。動向を注視というのは、何の言
葉ですが、増原町長におかれては、先手先手を打って、そういう企業がどこか動いとる、
どういう情報を持っとる、うちの町には来ないのか、うちに来なくても、鳥取でなくて米
子に来ないのか、安来に来ないのかというような高いアンテナを張っていただきまして、
ああ、日南町、非常に頑張っておると、あそこから材が欲しいと、そういうような、いわ
ゆる訴える行動をぜひ早目にとっていただきたいと思いますが、どうでしょうか。
○議長（村上　正広君）増原町長。
○町長（増原　　聡君）そのように心がけたいというふうに思っておりますし、時が来ま
したら、また議会のほうにも情報等を提供したいというふうに思っております。
○議長（村上　正広君）４番、古都勝人議員。
○議員（４番　古都　勝人君）真剣にお答えいただきまして、ありがとうございました。
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以上で私の一般質問を終わります。
○議長（村上　正広君）関連質問がありますか。
　　　　　　　　　　　　　〔「なし」と呼ぶ者あり〕
○議長（村上　正広君）以上で古都勝人議員の一般質問を終わります。
　　　　───────────────────────────────
○議長（村上　正広君）ここで暫時休憩をいたしたいと思います。再開は１５時３０分と
いたします。
　　　　　　　　　　　　　　午後３時１５分休憩
　　　　───────────────────────────────
　　　　　　　　　　　　　　午後３時３０分再開
○議長（村上　正広君）休憩前に引き続き、会議を再開いたします。
　引き続き、一般質問を行います。タブレット１０ページ。
　１番、足羽覚議員。
○議員（１番　足羽　　覚君）１月の突然の寒波による被害で亡くなられました方のお悔
やみを申し上げますと同時に、被害に遭われた方々の回復を願います。
　また、平成２８年のさる年は何かと騒がしい年と言われ、経済でも動きの激しい年であ
ります。日南町においても、道の駅にちなん日野川の郷が４月２２日にオープンいたしま
す。町長の施政方針の中にありましたが、過去は変えられないが未来は変えることができ
る理念のもとに、町民、団体、企業、行政が一つになって、日南町の未来を変えていく重
要な年であります。
　今回、私は、大きく３点質問させていただきます。
　まず、一つ目ですが、あかねの郷の火災誤報について。先般、あかねの郷の火災報が流
れ、関係者の皆さん並びに町民の皆さんは大変心配されたと思いますが、誤報が発生した
原因を問います。それと、今回、緊急放送から誤報まで時間がかかっています。火災報知
機の作動後の対応は、避難誘導等を含め、どのようになっているか伺います。
　２番目、日南町産米のブランド化について。日南町産米のブランド化を推進するに当た
り、地域の農業生産法人等が率先して、色彩選別機や食味計を導入することにより、日南
町の良質な米を販売できるのではないでしょうか。また、米づくりにこだわりを持つ小規
模農家も、この機械等を低料金で活用できれば、日南町産米のブランド化の推進がより図
れると思いますが、町の考えを伺います。また、町内で資格を持った米の検査員をふやす
計画があるか伺います。
　３番目、そばの６次産業化について。日南町のソバ生産は１００ヘクタール以上の面積
がありながら、加工販売等をする業者が少なく、２次産業が乏しい。そこで、出雲とさほ
ど変わらない栽培面積がある本町で、本格的なそばの生産を行い、出雲そばに匹敵するそ
ばどころとして６次産業化が図れないかと考えますが、町の考えを伺います。
　１回目の質問をこれで終わります。
○議長（村上　正広君）執行部の答弁を求めます。
　増原町長。
○町長（増原　　聡君）足羽覚議員の御質問にお答えいたします。
　あかねの郷の火災誤報について、過去の誤報のケースやシステムについてであります
が、１月３１日に防災無線で、あかねの郷の火災発生をお知らせいたしました。実際に
は、幸い火災は発生しておらず、後刻、誤報である旨を放送させていただきました。これ
までそういうふうなことは起きておりません。
　このときの誤報の原因は、施設内の火災報知機のボタンを入居者の方が誤って押された
ことによるものであります。あかねの郷の火災報知機は、消防法の改正により、昨年、自
動通報装置に変更しており、火災報知機のボタンを押された場合や煙や炎が感知された場
合には、施設職員を経由することなく、即時に消防当局に直接通報が入っていくようなシ
ステムになっております。したがいまして、このときも西部消防局へ直接通報され、消防
局からの連絡により、役場担当者が火災発生の緊急無線の放送を行った次第であります。
したがいまして、実際には消防局が行って確認をしないと、誤報だということはなかなか
放送できませんので、例えば当直の方が、今のは間違いでしたということがあっても、な
かなかそれはすぐには出せないということは御理解をいただきたいと思っております。
　火災報知機のボタンそのものは、見つけやすく押しやすい場所に設置されていることが
必要でありますので、今回のように誤って操作される可能性はあり、誤報そのものは、あ
る意味ではやむを得ないことと受けとめております。ただ、施設職員が火災でないことを
確認してから、消防当局が役場に誤報である旨の連絡をし、町が訂正の放送をしたわけで
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ございますけども、先ほど言いますように、西部消防局の確認が必要でありましたので、
相当の時間を要しまして、町民の皆様や、そして入居者の御家族の方に御心配をかけたと
いうことについては、まことに残念に感じております。
　今後こういったことも起こり得る想定のもと、役場、日南福祉会とも検証をし、消防署
の指導をいただきながら対応をする確認をしていきたいというふうに思っております。
　避難計画につきましては、前に質問がありましたので、割愛をさせていただきたいと思
っております。
　そして、火災報知機の作動後の管理体制については、日南福祉会においては、緊急時の
対応マニュアルを整備されており、火災発生時にもこれに沿って対応されることになって
おり、年間２回、職員による訓練を行われております。あかねの郷は、多くの高齢者の方
が集合して生活されている、本町の防災対策上、重要な施設であります。今回の件を教訓
として、先ほど申しますように、各関係機関と連携をし、施設の防災力向上に努めてまい
りたいというふうに考えております。
　続きまして、日南町産米のブランド化について、色彩選別機等のことでありますけど
も、米のブランド化の切り口として、色彩選別機、食味計の活用は有効な手段であると考
えます。最近は良質米の産地は、１等米の比率で例えられています。ちなみに、日南町の
昨年の１等米比率は、ウルチ米で９３％、西部農協管内では飛び抜けております。米の等
級を下げる要因としては、出穂時の高温に起因すると言われる白濁米、カメムシ被害など
着色米などですが、これを検査前に取り除く機械が色彩選別機であります。また、良食味
米の産地は食味値で例えられております。日野郡では、早くから食味にこだわり、日野川
源流米コンテストを実施しております。昨年は、日南町から１３５点の出品があり、最優
秀が１点、優秀２点、奨励賞５点、特別賞３点と、日野郡内でも群を抜いた成績でありま
した。本町では、既に農業生産法人や大型農家では導入され有利販売に展開されておられ
ますし、補助事業もありますので、積極的に活用いただきたいというふうに思っておりま
す。
　また、小規模農家の皆さんの使い方としましては、色彩選別機は乾燥調製の委託作業で
可能でありますし、食味計は、先般も予算のときに質問がありましたが、道の駅直売所で
導入することとしておりますので、農家の皆様が県産米を直接持ち込んで食味検査を行っ
ていただき、そのままできれば直販所で販売していただけるような仕組みをつくりたいと
いうふうに思っております。
　続いて、米の検査員をふやす計画でありますが、米の検査といいますと、ＪＡに出荷す
る前に倉庫前で検査を受けるということが一般的でありますが、これは農産物検査法第３
条に基づいて、生産者が品位等検査を受けることで、米が包装されて流通する際にＪＡＳ
法の定めにより次の表示義務があり、検査を受けた証明米は、産地、産品、品種、等級等
を表示することができます。米の流通ではこの検査米が中心で、未検査米の場合、取引の
幅が狭くなっているのが現状であります。したがいまして、今年度の新年度予算で、この
検査料について無償化というふうなことの補助を考えた次第であります。
　本町では、検査に、主にＪＡ職員２名で行っておりますが、外部から検査員を招聘して
検査を受けておられる農家もあります。ことしからは、ＪＡ鳥取西部と協議をして、ＪＡ
の倉庫前を検査場として、ＪＡの出荷を前提とせずとも検査を行うよう調整しておりま
す。当面はＪＡ検査場で実施する予定です。検査員と資格といいますのは、誰でも受験資
格がありますので、もしそういうふうなことがありましたら、みずから取り組んでいただ
くことも可能かというふうに思っております。
　最後に、そばの６次産業化についてでありますけども、日南町のソバ作付面積は年々増
加し、平成２７年度実績で１０４ヘクタールとなってきました。作業が簡単であり、栽培
期間が短く、農地保全につながることから、米の生産調整の手法として定着してまいりま
した。この面積は、鳥取県内でも一番です。しかし、ソバは気象条件に影響を受けやす
く、収量が安定しないという作物でもあります。近年では、夏場の降雨により収穫が激減
しているのが実情であります。日南町のそばは米と一緒で、昼夜の温度差によって食味が
よいと、製粉業者からも評価が高いと伺っております。米子市内のほうのそば屋さん等で
も、日南町のそばというふうなことで表示をされておられるそば店もございます。
　今後は、面積の拡大よりも、排水条件の改善と、有機質肥料による地力の向上を図り、
適期の播種、適期刈り取りで品質収量の増加を目指していきたいというふうに思っており
ます。
　６次産業化につきましては、現在は収穫したそばはＪＡを通じて町外に販売されてお
り、安定した町内需要の掘り起こしが必要であります。そばは、麺、粉加工など用途も多
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いと思います。道の駅オープンを契機に、商品開発を呼びかけてまいりますが、道の駅だ
けではなくて、やはり町内の全ての飲食店等でも、やはり日南町の一つの名物として、仮
に言いますと、奥出雲町がやっておりますようなそばまつり的な習慣を設けて、新そばま
つりというふうなものの計画もやってみたらどうかなというふうなことも考えております
が、これらについては町内の飲食店等とも協議をしながら進めていかないといけない問題
だというふうに考えております。
　以上、足羽覚議員の御質問に対する答弁とさせていただきます。
○議長（村上　正広君）再質問がありますか。
　１番、足羽覚議員。
○議員（１番　足羽　　覚君）まず、あかねの郷の火災誤報の件なんですけども、今回初
めて誤報があったということですが、誤報が起こる可能性というのは多分にあったかなと
思われます。それで、例えば誤報があったときのマニュアル的なことも、何ですかね、マ
ニュアルの中に入ってるんでしょうか。その辺を伺います。
○議長（村上　正広君）増原町長。
○町長（増原　　聡君）誤報があったときのマニュアルというのはないです。といいます
のが、誤報というのは、根本的にその誤報を確認するということは、現地に行ってみない
とわからないということになります。いわゆる、例えば夜間でありますので、炎を検知す
る場所というのが相当広うございますので、実際には目に見えなくても感知する可能性も
ありますし、ないとは思いますけど、例えばたばこ等を感知器の下で吸われると、仮に言
うと火災発生というふうなことも出てくるというふうに思っております。ですから、誤報
であればいいと、はっきりいいますと。誤報というのは、いろいろな中での幅の中で、誤
報であれば仕方がないというやはり考え方をしないと、誤報を起こさないという話をし出
すと、今度は例えばボタンが簡単に押せないとか、それから押しても破れないとか、それ
から軽微な火災では感知しないというふうなことになって、大災害につながるというふう
に思っております。
　私どもは、誤報というのは、それはある意味では町民の方々には申しわけない部分もあ
るというふうに思っておりますけど、誤報でよかったというふうに捉えるべきだというふ
うに認識をしております。ただ、今言いますように、誤報後の対応というものは、できる
だけ早く周知するということは必要だろうというふうに思っております。
○議長（村上　正広君）１番、足羽覚議員。
○議員（１番　足羽　　覚君）今回、あかねの郷の誤報によって、入居者の方の家族が大
変すごく心配されたということで、実際にも現場にも行かれたりされたそうです。あかね
の郷にかかわらず、例えば学校とか病院とかグループホームとか、そういったところでも
こういうようなことが起これば、本当皆さん、全町、心配されると思いますけども、町長
の答弁だと、誤報でよかったと、仕方ないというような言い方の、ちょっとされたような
感じがしますけども、もうちょっと何か、もう一つ何か踏み込んだことができないものか
なと思いますけども、無理でしょうか。
○議長（村上　正広君）中村副町長。
○副町長（中村　英明君）介護施設、福祉施設ですが、基本的には消防法がどんどん改正
になってきてます。というのが、いわゆる、御承知のとおり、グループホームだったとい
うふうに思っておりますが、他県のほうで火災が発生して、実際に多くの方が亡くなられ
るという事例があっております。ですから、そういった事例があって、例えばスプリンク
ラーを強制的に設置しましょうという消防法の改正があっております。
　今回の、説明にもありましたが、昨年、消防法の改正がありまして、直通っていいまし
ょうか、屋内消火栓の中に、ボタンを押しましょうという仕組みがあって、そこを押した
ら、今まではそこを確認して、現場を見て本当の火災かどうかを確認してから消防署に通
報するっていう仕組みだったですけれども、やはり本当に火災があったときには、大き
な、いわゆる福祉施設ですので、避難するのがなかなか難しい、時間がかかるっていうこ
ともあって、直接消防局につながるっていう仕組みに変わっております。ですから、そう
いう時間的なことも含めてそういうふうに改正になっておりますので、確かに誤報がこれ
から生まれるっていうこともありますし、場合によっては、夏場あたりは感知器にクモの
巣が張って虫が入ってというようなことだって将来的にはあろうかなというふうに思って
おりますので、迷惑かけるっていうことは事実だろうと思いますけれども、誤報でよかっ
たというふうに捉えていく、考えていくっていうほうがいいのかなというふうに思ってお
りますし、これからそういった設備の中で新しいものができるっていうことはあるのかも
しれませんけど、現状の段階ではそういうふうに理解していただきたいというふうに思っ
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ております。
○議長（村上　正広君）１番、足羽覚議員。
○議員（１番　足羽　　覚君）それと、防災無線で緊急放送から、これは誤報でしたよと
いう放送があるまでの、やっぱりちょっと時間がかかったわけなんですけども、これをも
う少しどうにか短縮できる方法、こういったことはもう消防庁といいますか、その辺のと
こを相談して何とかできないものなのでしょうか。
○議長（村上　正広君）増原町長。
○町長（増原　　聡君）先ほども申しますように、火災の放送、そして鎮火の放送等も全
部、いわゆる消防局を通じてやっております。ですから、現場で幾ら消えたといっても、
もういいじゃないかということを思っても、逆に言うと、まだ鎮火の放送をしてはだめだ
ということを言われるわけであります。
　今回の場合でも、誤報とわかったとしても、それが消防局のほうから、ただいまの先ほ
どの通報は誤報でしたということがない限りは、いわゆるそれを勝手にやり出すととんで
もないことになるわけです。先ほど命令系統、自衛消防やいろいろなとこの命令系統とい
うお話もありましたけど、山本議員の質問の中で。やっぱりそういうふうなルールをしっ
かりつくってそれを守らないと、これは例外ですからどうってやり出すと、今度は逆に本
当にあったときに、実際にはどっかが、外が燃えてたときに、勝手に自分の判断で誤報で
すということにはならない。やはり、消防署の職員さんが周辺を回ったりして、実際それ
は誤報だったんだというふうなことや、誰が押したのかという話をちゃんと確認しない
と、それはなかなか難しいということになっておりますので、御理解いただきたいと思っ
ております。
○議長（村上　正広君）１番、足羽覚議員。
○議員（１番　足羽　　覚君）それで、避難計画をされているということで、年に２回、
訓練が行われているようですけども、時期として大体いつごろされているでしょうか。
○議長（村上　正広君）中村副町長。
○副町長（中村　英明君）年に２回実施しておりまして、基本的には火災週間というか、
消防の週間があるというふうに思っておりますので、その時期前後を、基本的にはその前
後を中心に主体的に計画の月にしておりますと思いますし、実際そのように訓練をしてる
というふうに思っております。
○議長（村上　正広君）１番、足羽覚議員。
○議員（１番　足羽　　覚君）特に火災というのは冬場多いわけですけども、きょう同僚
議員のほうからもありましたけども、冬場の時期、特に２月が一番雪が多いんですけど
も、そういった時期に訓練というのはどんなものなんでしょうか。
○議長（村上　正広君）増原町長。
○町長（増原　　聡君）風邪を、一番寒い時期に避難をして、もし肺炎になられたときに
は、一体誰が責任とるんでしょうか。やはり私は、春の防火週間と秋の防火週間あります
けども、そういうときに訓練をするということのほうが、入居者のためにはいいんじゃな
いかなと私は思っております。そういうことじゃないと、やっぱり人命が一番大事なわけ
で、人命の予防のために人命が損なわれるということでは本末転倒だというふうに思って
おります。
○議長（村上　正広君）１番、足羽覚議員。
○議員（１番　足羽　　覚君）町長の言われることは本当にわかります。それで、訓練な
んですが、雪を考慮した考え方というのはやっぱりきちっとされておったほうが、本当に
実際に起きた場合に大変なことになるんじゃないかなと思いますので、実際に外に出られ
んにしても、訓練の考え方はされたほうがいいんじゃないかなと思います。
　続きまして、日南町産米のブランド化についてですけども、この色彩選別機なんです
が、特に直接販売するためには必要不可欠なものだと思いますが、かなり高価なものでも
あります。現在、農業生産法人が１５団体あるわけですけども、その中で、町内で何件ぐ
らいが導入されているでしょうか。
○議長（村上　正広君）青葉農林課長。
○農林課長（青葉　誠也君）農業生産法人、法人でということですね。法人の場合は５団
体というぐあいに把握しております。
○議長（村上　正広君）１番、足羽覚議員。
○議員（１番　足羽　　覚君）そうしましたら、農業生産法人以外でも、そういった色彩
選別機を入れられてるところがあるんでしょうかね。できれば教えてください。
○議長（村上　正広君）青葉農林課長。
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○農林課長（青葉　誠也君）個人の大型農家さんのほうで５団体というぐあいに把握して
おります。失礼しました、５農家、５件といいますか。
○議長（村上　正広君）１番、足羽覚議員。
○議員（１番　足羽　　覚君）町内でも結構入ってるなというような感じに受けましたけ
ども、農業生産法人の方もあと１０団体ぐらいはまだないというわけですけども、今回、
集落の営農支援事業で導入される予定になっておりますけども、がんばる農家プランとか
そういったのでも導入できるんでしょうか。
○議長（村上　正広君）青葉農林課長。
○農林課長（青葉　誠也君）色彩選別機の使い方も各自ございますけれども、一つは、１
等米比率を高めるという効果が期待できますので、それによって入れられている農家も多
いです。それで、がんばる農家プランの対象にしておりますので、導入できます。
○議長（村上　正広君）１番、足羽覚議員。
○議員（１番　足羽　　覚君）小規模農家でも、この色彩選別機が集落営農とかで刈り取
っておられるようなところは使えると思いますけども、もう本当に個人でやっているとこ
ろは、なかなかそういったところの機械を使うのが難しいんじゃないかなと思いますけど
も、そのような使えるような体制といいますか、使うことができるもんなんでしょうか。
○議長（村上　正広君）青葉農林課長。
○農林課長（青葉　誠也君）町内の現状をちょっと見させていただきますと、やはり色彩
選別機を乾燥調製のラインの中に組み込まれて、米の流れの中で色彩選別を通して、袋に
詰めるという工程があるわけですけれど、その段階をするためには、ある程度米の乾燥調
製施設っていうのが必要だろうと思います。
　それと、非常にカメムシの被害をたくさん受けたということによりまして、自分のとこ
ろで乾燥調製した米がカメムシの被害を受けたので、その米を紙袋に入れたものを、大き
な農家の作業場に持ってって、袋あけて、移して、色選をかけるというような作業をされ
たというお話も、前聞いたことがありますけれど、非常な手間がかかりますし、時間がか
かるということは聞いております。
○議長（村上　正広君）１番、足羽覚議員。
○議員（１番　足羽　　覚君）それと、今回ＪＡの職員さんが米の検査員という、２名と
いうことですか、位置づけとして言われてましたけども、例えばＪＡのほうに米を出荷し
なくても、日南町産米を検査することが可能なんでしょうか、そういうとこの。
○議長（村上　正広君）青葉農林課長。
○農林課長（青葉　誠也君）米の検査を行いますには、やはり検査員は当然必要ですけれ
ども、検査場といいますか、検査場所がないとできないわけです。それで、大きな農家さ
んは検査場を準備をされて、そこに検査員さんを、来ていただいてというようなパターン
もありますし、ＪＡは倉庫前に検査場を用意してますんで、そこでというようなやり方を
しております。
○議長（村上　正広君）増原町長。
○町長（増原　　聡君）先ほど申しましたように、今、ＪＡと相談をして、ＪＡに出さな
くても検査を受けれるようにというふうなことで話をしとるとこであります。
○議長（村上　正広君）１番、足羽覚議員。
○議員（１番　足羽　　覚君）続きまして、そばで６次産業化ということなんですけど
も、町長の話の中にもありましたけども、寒暖の差で日南町のそばはおいしいということ
を聞いております。私も実際に聞いております。その年によって収穫の差があると思いま
すけども、大体どのぐらい、年間収量があるものか、教えていただけないでしょうか。
○議長（村上　正広君）青葉農林課長。
○農林課長（青葉　誠也君）平成２７年産のソバの生産量でございますけれども、作付面
積が１０４ヘクタールということでございますし、実際には刈り取りをされた面積が
８７．５ヘクタールでございます。生産量はと申しますと、２７年産の場合は２万
７，６９８キロで、そのうちからは乾燥調製をして、販売になったものが２万３，６９５
キロということで、今、ＪＡのほうからは報告を受けています。
○議長（村上　正広君）１番、足羽覚議員。
○議員（１番　足羽　　覚君）ちょっと計算機持ってきてないんですが、１ヘクタール当
たりが大体どのぐらいのキロ数になりますかね。
○議長（村上　正広君）青葉農林課長。
○農林課長（青葉　誠也君）１ヘクタール当たりという換算になりますと、２７６キロ。
ちなみに、１０アール当たりとなりますと、２７．６キロというやあに把握しておりま
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す。
○議長（村上　正広君）１番、足羽覚議員。
○議員（１番　足羽　　覚君）１０アール当たり２７．６キロ、どっちかといえば少ない
感じなんですね、少ないですね。収穫量が不安定ということで、土地条件の改良に取り組
みと、それで品質、収穫向上を目指すとありますけども、そういった取り組みは、額縁排
水とか、何かあれですか、緑化ですかね、そういったこともされてるんでしょうかね。何
かぱっと見て、もう減反だからぱらぱらっとまいてるというような感じのところが非常に
多いといいますか、目につくんですけども、その辺はどんな感じでしょうか。どういうぐ
あいに思われますか。
○議長（村上　正広君）青葉農林課長。
○農林課長（青葉　誠也君）２７年、２６年につきましては、御承知のとおり夏場に、
７、８、９月と、想定を超えるような雨が降っております。あのくらい降られますと、ソ
バの場合、３日間の湛水をすれば、播種をしても、やはり発芽が相当影響が出るというこ
ともありますし、それから、成長期に長い間、圃場に湛水という形になりますと、どうし
ても根がやられるということが、ソバの特性にございます。そういうような気象条件を少
しでも改善をするということで、現在、ちょうど２年前からですけれども、額縁排水及び
有機質肥料の投入というものを、農家の皆さんにお願いをしております。ただし、ちょう
ど２年間、晴天に恵まれておりませず、天候のいい年には五、六十キロの収量は確保でき
ると考えておりますので、条件を改善しながら、天候のいいときにはしっかりとりたいと
いうぐあいに思っております。
○議長（村上　正広君）１番、足羽覚議員。
○議員（１番　足羽　　覚君）今現在、日南町のそばはほとんど外に出されてるというよ
うな格好で、１次産業的な扱いだと思われますけども、非常に１００ヘクタールからあり
ながらほとんどを出してしまうと、非常に何かもったいないような気がしております。そ
れで、例えば製粉として販売するだけでも、何倍にもなるわけでありますし、町内に製粉
とか加工所、販売できるような企業がもしもあればいいなと思っております。例えば冬場
だけでもそういった施設があって、そばの製粉と加工もできるような、そういうような組
織といいますか、そういったことができないものでしょうか。
○議長（村上　正広君）青葉農林課長。
○農林課長（青葉　誠也君）御指摘のとおり、町内におきまして、やはり製粉までという
よりは、そこから麺にして食する場を提供する仕組みとか、それから、麺も半生乾燥麺と
いうような販路もございます。製粉だけというよりは、考えますと、そこのあたりまで組
み立てをしませんと、なかなかうまくいかないという状況がありますので、年末にＪＡの
ほうから、そば粉の需要も町内には若干はあるんですけれど、もう少し町内需要があれ
ば、そういうような取り組みが考えられるというぐあいには思っております。
○議長（村上　正広君）１番、足羽覚議員。
○議員（１番　足羽　　覚君）日南町のそばは本当に真剣に取り組んでいけば、町内の名
物になっていく素材じゃないかなと思っております。ぜひともちょっと力を入れてみたい
なと思うわけでありますけども、ちょっと私の考えですけども、まず、隣に出雲がありま
して、出雲そばは大変有名でありますけども、その出雲そばとは一味違うちょっと展開を
してみてはどうかというふうに思っております。
　昨年、耕作放棄地解消と６次産業化事例で、農林水産省大臣賞をいただいたダッタンそ
ば、満天きらりというんですけども、があるわけですけども、農研機構とコンタクトをと
りながら、３年前から機能性のあるソバを栽培しております。満天きらりというのは、そ
ば全体の中のまだ１％しか生産されてないそばでありまして、機能性と苦みが少ない、食
味を重視したそばであります。このそばは、ルチンが通常のそばの１００倍以上ありまし
て、血流の改善とか血管を強くしたり、または柔軟性を持たせたりして、脳出血とか動脈
硬化などのリスクを低下させるというような働きがあるそうです。また、生活習慣病の予
防などもできるということで、できれば町内にこのそばを普及できればと思っておりま
す。そして、機能性のある加工食品等の６次産業化が推進できればなと思っております。
　そこで、産官学等と連携して、機能性の検証と商品化ができないものかと考えますが、
いかがでしょうか。
○議長（村上　正広君）青葉農林課長。
○農林課長（青葉　誠也君）満天きらりにつきましては、実際に日南町でも試作的につく
っていただいたという経過もございまして、昨年の余り恵まれない気象条件ではございま
したけれども、播種時期をちょっと調整をするというようなことから、収量的にもとれる
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というように、私、個人的には考えましたけれども、今おっしゃいます産官学っていうと
ころの取り組みにつきましては、十分可能性のある品目だというぐあいに思っております
ので、関係機関のほうに声かけをして、それぞれの分野でちょっと研究をお願いをしても
いいかなという気はしております。
○議長（村上　正広君）１番、足羽覚議員。
○議員（１番　足羽　　覚君）どうもありがとうございます。
　それと、このダッタンそばなんですけども、普通そばの中にダッタンそばが混入を非常
に嫌うということで、なかなか普及が難しいというのが現実でありまして、現在、商品化
に向けまして農林課、企画課の皆さんには御協力をいただいておるわけですけども、何と
か組織体制ができれば、このダッタンそばを普及していけるんじゃないかなと思っており
ます。できれば町内、もしくは郡内で、このソバの刈り取り等もできるような協力体制が
とれないものでしょうか。
○議長（村上　正広君）青葉農林課長。
○農林課長（青葉　誠也君）やはり出口というものも考えなくちゃいけないっていうのも
思うところがありまして、生産性、収量性、それから販路というようなところも、今、前
段でおっしゃっていただきました産官学の取り組みの中に捉まえて進めていけばいいかな
というぐあいに思っております。
○議長（村上　正広君）１番、足羽覚議員。
○議員（１番　足羽　　覚君）最後になりますけども、私の思いは、日南町や日野郡にこ
のダッタンそばを普及させ、６次産業化を推進し、新たな食文化と商品開発、そして西日
本一のダッタンそば、満天きらりのそばどころにしたいと夢を抱いております。それが日
南町の皆さんにとっても、健康につながる食材と考えております。
　以上で一般質問を終わります。
○議長（村上　正広君）関連質問がありますか。
　　　　　　　　　　　　　〔「なし」と呼ぶ者あり〕
○議長（村上　正広君）以上で足羽覚議員の一般質問を終わります。
　本日予定いたしておりました一般質問は、以上をもって終了いたしました。
　　　　─────────────・───・─────────────
○議長（村上　正広君）お諮りいたします。本日はこれをもって会議を閉じ、散会といた
したいと思いますが、これに御異議ありませんか。
　　　　　　　　　　　　〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕
○議長（村上　正広君）御異議なしと認めます。よって、本日はこれをもって会議を閉
じ、散会とすることに決定をいたしました。
　あす３月８日の本会議は別に通知をいたしませんので、定刻までに御参集いただきます
ようお願いをいたします。
　長時間お疲れさまでした。
　　　　　　　　　　　　　　午後４時１６分散会
　　　　───────────────────────────────
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